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プロローグ




　多民族国家フォーンカヴンとの交渉の末、《龍脈穴》を内包する都市ドラゴンタンの譲渡を受けたマイノグーラ。

　フォーンカヴンとの軍事同盟も正式に締結し、両国の友好のもとにこれより益々の発展を遂げるかと思われていた。

　異変が起こったのはドラゴンタン移譲式典の最中。

　マイノグーラの指導者であり、破滅の王である拓たく斗とは新たなる勢力の襲撃を受けてしまう。

　祝い事で気が緩んでいる彼らのもとへ直接乗り込んできたのは、《華か葬そうの聖女ソアリーナ》、《顔伏せの聖女フェンネ》。

　そして、《啜すすりの魔女エラキノ》。

　ゲームシステムの恩恵を受けるプレイヤーと神の国における最大戦力である聖女が組むなどとは思いもよらなかったマイノグーラは、この襲撃にて致命的な被害を受けてしまう。

　それが英雄《汚お泥でいの魔女アトゥ》の洗脳と、指導者である伊良拓斗イラ＝タクトの殺害。

　ゲームマスターによる行動結果の強制的な変更という不法に等しい能力行使によって、マイノグーラは一切の抵抗を許されず壊滅的な状況に叩き落とされたのだ。

　国家の指導者が失われた以上、打つ手は存在しない。

　拓斗が持つ『Eternal Nations』指導者としての力があるからこそ成り立っていたマイノグーラが、彼とその運命を共にすることは必然だ。

　もはや全ての希望は潰ついえた──かに思われた。

　伊良拓斗は死んでなどいなかった。

　絶望に打ちひしがれるダークエルフの賢者モルタール老の前に当然のように現れた彼は、まるで今までの出来事がなかったかのように振る舞って見せる。

　だが決して忘れるなかれ。

　拓斗が己に敵対する者を決して許さないことを。

　今まで数々の難敵をその神しん算さん鬼き謀ぼうによって葬り去ってきたことを。

　伊良拓斗という名が、未だ多くの人々の心に畏怖と共に刻み込まれていることを。




　──そして復讐が始まる。




　果てしない怒りと、底のない悪意をその身にまとい……。

　破滅の王イラ＝タクトは攫さらわれたアトゥを求め、この世界に来て初めて自ら行動を起こすのであった。







第一話　　帳




　聖王国クオリアから半ば強引に離脱し、聖女たちによって建国された新たなる神の国。

　レネア神光国ではかつての静せい謐ひつさがまるで嘘だったかのように活気に溢あふれ、宗教国家としてはいささか品性に欠けると眉を顰ひそめてしまうほどの喧騒に包まれていた。

　生まれ変わったと言ってしまえば簡単ではある。

　だが以前のクオリア南方州しか知らぬ者からしたら青天の霹へき靂れきと言ったところだろう。

　特徴的な聖騎士剣と白の装飾が美しい鎧よろいに身を包むその男も、久方ぶりに訪れた故郷の変わりように驚いた様子で眼を見開いていた。

「おやぁっ！　こりゃあ珍しいお方もいらっしゃったもんだ！」

　背後からかけられた気さくな声に、男は振り返る。

　国が変わったとは言え、聖騎士は人々より崇すう敬けいの念を受けるある種の権威職だ。

　だがその型破りな性格から誰とでも対等にあろうとする男はその辺りの作法に無頓着であり、ゆえに交友関係が広い。

　政治的に敵対する口さがない者などは聖職者ではなくチンピラ崩れと呼んで憚はばからないが、一部の民からの支持は高いものがあった。

　だからこそこのように声をかけてくるものが現れるのが当然で、振り返った先にいた相手も男がよく知る人物だった。

「ん？　ああ……薬売りのおばちゃんか。久しぶりじゃねぇか」

　男が個人的に利用している薬屋の店主であり、小さい頃からの知り合いである壮年の女性は、まるで久方ぶりに実家に帰ってきた息子の相手をするかのように嬉しそうに男の腰をバシンと一叩きする。

　そのいささか乱暴な応対に男もやれやれといった様子で、だが心底嫌っているわけではないらしく街の往来ではあるが久方ぶりの再会を互いに祝いあう。

「随分長いこと顔を見せなかったが、どうしていたんだい？　まさかまた仕事をサボっていたんじゃないだろうねぇ？」

「うっせぇ！　もうガキじゃねぇんだからそういうのやめろって。と言うかこの街の変わりようはどういうことだ？　辛気臭い奴らの気配がないし、まるで別の国になったみたいだぜ」

　男は自らの疑問を早速口にする。

　聖騎士らしからぬ態度の悪さだが、相手の女性もそれを気にする様子はない。

　それどころか待っていましたとばかりに男の質問に口を軽かろやかにする。

「何を言ってんだいあんた！　変わったも変わった！　国が変わったのさ！」

「ん？　どういうことだよ。……ああ、任務でしばらく情報の入らない場所にいたんだ。時間があるなら教えてくれよ」

「ああ、あたしに任せな！　まずはねぇ……」

　……結局、ところどころで脱線する女性の長話に付き合うはめになり予想以上に時間を費やしてしまった男だったが、知りたい情報を知ることができたので良しと納得する。

　むしろそのような些さ事じに気を取られる余裕がないほどに驚いていたというのが正直なところかもしれない。

「……ふーん。そんなことがあったなんてねぇ。まじで驚いたわ、一大事じゃねぇかよ」

「そうだよ！　何をやってたか知らないけど、こんな大変な時にいないなんて、ほんとあんたはダメな子だねぇ。しゃんと聖騎士としてのお勤めを果たしな！」

「やめろやめろ。俺が仕事してないなんて風評被害も甚はなはだしい。これでも必死こいて邪悪なる者を討滅してきたんだぜ。俺が知らないのも偉大なる神の計画の内ってことだ」

　そう手を振りながら軽口を叩く男の周りに、次第に人が集まってくる。

　誰も彼も、彼のことを慕い敬う古くからの付き合いになる市民だ。

　こりゃあまだまだ解放してくれそうにはないな。

　男はそう判断すると代わる代わる挨拶をしてくる市民へ向けていつもどおり適当に返事をする。

「まぁそれでも。久しぶりにあんたに会えて良かったよ。昔からあんたはやんちゃばっかりだからねぇ。どこかで誰かを助けておっ死ちんでるんじゃないかって最近は気が気でなかったんだよ。けど、やっぱり神はあたしたちとあんたを見捨ててはいなかったんだねぇ」

　人々が思っていたことを、薬売りの女性が代弁する。

　綻ほころばせた顔からは心底安堵が感じられ、同時に男に再会できたことへの喜びが溢れていた。

　そう、彼への。長らく行方が分からなかった男への……。
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「──おかえり。我らが誇り、上級聖騎士ヴェルデル」

　悪意や害意の一切ない人々からの純粋な歓迎に、ヴェルデルは破顔しながら気恥ずかしそうに「ただいま」と言葉を返した。
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　聖騎士ヴェルデルが旧南方州聖騎士団の本部に現れたのは、太陽も高く昇り人々が昼食を取る頃合いとなった時間だった。

　大聖堂から少し離れたその場所にある建物は、ヴェルデルの知る限りでは聖騎士の訓練場や単身者向けの住居、犯罪者用の牢屋や取調室が併設された簡素で質素なものであった。

　だが今やそこでは数多くの騎士団員や何らかの業者と思わしき民間人が出入りし、騎士たちが食事をとる場所だった食堂はまるで大商会の事務所のように様々な書類が積み上げられている。

　親しくはないが顔と名前は知っている聖職者が幽鬼の如き表情で書類を前に独り言をつぶやいていたかと思うと、見習い騎士であろう少年が「また酔っ払いの喧けん嘩かが発生しました！」と血相を変えて飛び込んでくる。

　すると先ほどまで床で倒れていた下級聖騎士がムクリと起き上がり、鬼気迫る凄まじい表情で外へと出ていく。

　まるで戦争前夜のようなその慌ただしさにさしものヴェルデルも「うへぇ……」と何とも言えない表情を浮かべると、極力周りの邪魔にならないよう、かつて彼のお気に入りの席だった場所へと赴く。

　その場所に座っていたのは、普通の男よりも大柄で刈り上げた髪の毛が特徴的な一人の聖騎士だった。

　周りにいる者たち同様に疲労がこれでもかと溜まったその様子に苦笑いを浮かべると、忙しそうに書類にペンを走らせていることなどお構いなくその肩を強く叩く。

「おいおい、なんだその顔は。まるで死人が動いているみたいだぜ聖騎士トマス」

「うるさい。こっちは何日寝ていないと──」

　トマスと呼ばれた中級聖騎士は眼の下に隈の浮かぶ不健康そうな顔を上げ、やがて驚きと喜びを混ぜ合わせた興奮した様子で叫んだ。

「ヴェルデル！　我が友ヴェルデルじゃないか！　連絡もよこさず……こいつ！」

　先ほどの疲労に満ちた態度はどこに行ったのか、トマスは椅子が撥はね飛ばされる勢いで飛び上がると、両腕を広げ感極まった様子で抱きつきながらその帰還を祝福する。

　その態度からもヴェルデルと彼の関係性が分かるようで、事実彼とヴェルデルは様々な危険な任務をともにこなし、生き延びた戦友とも呼べる間柄であった。

　そんな戦友に対してもヴェルデルの対応はいつもどおりである。むしろもうこのようなやり取りは飽き飽きだとばかりにトマスの抱擁を押しのける。

「ええい！　大声だすなっつーの。ってか離れろ！　相変わらず暑苦しいやつだぜ。それより、いま時間あるか？」

　騒ぎが目立ったのだろう。他に詰めている聖騎士たちからの視線が二人を射抜く。

　少し驚いた様子だが、トマスのように大げさな態度を見せないのは彼らがヴェルデルとは別の派閥に属する者たちだからだ。

　聖王国クオリアでは長年平和な歴史が続いたせいか、大小様々な派閥が存在しそれぞれ互いを牽制しあっている。

　新たな国として聖女のもとに生まれ変わったここレネア神光国でもその歴史は残念ながら引き継がれており、表立って対立はせぬものの未だ互いの距離感を測りかねている状態だ。

　そのような事情があり、過去の偏見からヴェルデルのような問題児に積極的に関わろうとする者は少なく、その内に秘めたる正義の心を理解する者もまた少数だった。

　その点、聖騎士トマスはヴェルデルにとって昔からの貴重な理解者であり、本当の意味で仲間であると言える。

　だからこそ、彼にしかできない話も存在している。

「時間か。ちょうど休憩の頃合いだが。……なんだ、ここではできない話か？」

「まぁそんなところだな。ほら、そこで俺を睨にらみつけてるこわ〜い人たちが静かにしろって煩うるさいからな。できれば落ち着いたところで話がしたいってわけだ」

　その言葉にトマスは眉を顰める。

　派閥が存在するとは言え、聖騎士団は神への信仰のもとに強い絆で結ばれている。

　政治的な立場や利害関係でぶつかることはあれど、根本的には同じ方向を向いているのだ。

　各々事情はあれど邪悪の前には必ず手を取り合う。それがトマスの知る聖騎士団であり、聖神アーロスの信徒としてのあり方だ。

　にもかかわらずヴェルデルの態度は何やら思わせぶりなものがある。

　よもやまた面倒事ではなかろうな？　だとしたら果たして今度は何をやらかしたのか。怪け訝げんな表情でトマスは友人へと視線を向ける。

「まぁまぁ。そう怖い顔すんなって、そう大したことじゃないんだ。あっ、あとフィヨルドのおっさんにはまだ黙っておいてくれよ。流石さすがにお小言は旅の疲れを癒やしてからにしたい」

「なんだ。お前まだフィヨルド聖騎士団長に報告をしていなかったのか？　全く、それで上級聖騎士と言うのだから世の中不思議なものだな」

「まっ、日頃の行いってやつだな。じゃあ外で待ってるからな」

　手を振りながら軽い態度でその場を後にするヴェルデルを見送りながら、トマスは大きくため息を吐つく。

　そうして彼は少し遅い昼休憩を取るために、遠巻きから様子を窺うかがっていた聖騎士の一人に外出を伝えるのであった。

　………

　……

　…

　トマスが案内されたのは、街の一角にある住宅だった。

　どちらかと言うとあまり豊かでない者向けの家のようで、全体的に見れば小さく作りが粗雑だ。

　それどころかここ数年空き家となっていたようで、柱の破損などはないもののどうもカビ臭く埃ほこりがひどい。

　あいも変わらずこのような場所を見つけるのが上手うまいと、おおよそ聖騎士に似つかわしくない技能ばかり持つ友人に半ば呆れてしまう。

　そんなトマスの内心を知ってか知らずか、ヴェルデルの興味は目下べつのところにあった。

「レネア神光国……ね。聖女さまも思い切ったことをなさるものだ」

「ああ。だがこの地は変わった。多くの人々に笑顔が戻り、不正なども正されている」

　先ほどまでの会話では、ここ最近起きた南方州での動きをヴェルデルに伝えることに終始していた。

　神光国の建国はそもそもが極秘に行われたことである。聖騎士たちにすら秘匿された情報が多かったとは言え、それでも市し井せいの民よりは多くの事実を把握している。

　それらを洗いざらい長期任務で置いてけぼりにされたヴェルデルに伝えたのだが、返ってきた言葉は先のとおり。

　どうやら彼には驚きはあるものの自分たちのような感動や喜びはないらしい。

「不正……ねぇ。そういやいつもは小言が煩いジジィ共がいないと思ったんだが、全員ぶっ殺されてたんだとしたら納得だわ」

「人聞きが悪いぞ。神罰が下ったと言え。事実俺たちに関係が深い司祭さまがたは難を逃れている。……まぁ何人かは神の怒りを受けたようだったが」

「これで風通しが良くなりましたってか。まぁ破滅の王を殺した功績を持つ聖女さまの言うことには逆らえないよな。なんせ神話級の功績だ。中央といえどおいそれと手出しはできん」

　積もった埃を気にもせず、ヴェルデルはテーブルにひょいと腰掛ける。

　品に欠けるその所作に眉を顰めるトマスだったが、言ったところで態度を改めない性格であることはよく理解しているので軽く睨みつけるだけにする。

　おお怖いとばかりに肩をすくめるヴェルデルに大きくため息を吐きながら、トマスは話を戻すために己の懸念を伝えた。

「問題のある聖職者たちに正しく裁きが下り、今や我らが主流派だ。かつては忸じく怩じたる思いで見逃してきた数々のことも、今ならば声高に糾弾できるだろう。正義はなされるのだ」

　その瞳にはどこか狂信的なものすらある。

　ヴェルデルは長い付き合いである友人が見せたその表情にわずかに眼を細めると、気取られぬようまたいつものどこか軽薄さを覚える態度に戻す。

「その上でだヴェルデル。忠告だ。お前が内に秘める正義を俺はよく理解してるが、この国の全てがそうとは限らん。いわんや華葬の聖女さまはお前のことを知らん。まかり間違って聖断されてはことだ、今のような態度を改め、もう少し大人しくできんか？」

「そうだなぁ。だがこればっかりは性格だからなぁ……」

「なんだその返事はヴェルデル。真剣になってくれ。これでも俺は心から心配しているんだぞ」

「それよりもだトマス。さっきから物騒な話ばっかりだが、その聖断は全部聖女さまがお決めになったことなのか？　少しばかり俺は過激に思うんだが」

　聖断とは聞こえが良いが、いわゆる処刑のことだ。

　ヴェルデルとて聖職者の端くれだ。今まで様々な問題行動を起こしてきたが一線を越えたことは一度もない。

　事実、過去においては謹慎がせいぜいで大抵が上司や司祭からの小言が殆ほとんどであった。

　そんな自分が処刑を危惧されるとは、見た目以上に内部は緊張状態にあるのではないかと推察する。

「いや……聖女さまではない。フィヨルド聖騎士団長と、エラキノ殿が聖女さまのために奔走されている。恐らく苛烈な決断をされたのはその二人だろう」

「ん？　エラキノってのは誰だ？　俺の知らない奴みたいだが……」

「エラキノ殿は……なんと言うか、華葬の聖女さまの、ご友人という立ち位置にいらっしゃる方だ。確か、そうだったはずだ」

「ふぅん……ご友人、ねぇ。俺の記憶が確かなら、聖女さまが友人を作るなど前代未聞だと思うんだが」

「それについて俺にとやかく言う権利はない。ともかく、今や多くの人々が華葬の聖女ソアリーナさまと顔伏せの聖女フェンネさまのもとに集まっているんだ。聖王国と精霊契約連合との関係性は未知数だが、きっと我らの思いをくんでくれるだろう」

　話の大筋が見えてきたとヴェルデルは頭の中で情報を整理する。

　華葬の聖女と顔伏せの聖女がどのような人物であるかをヴェルデルは知らないが、聖女がその奇跡の代償に何かを神へと捧げていることはよく知っていた。

　そのため彼女たちは精神的に不安定な部分がある。

　彼女たちが犠牲の果てに執着することになった何かが、今回の建国についての原動力となっているのだろう。

「お前が頼めば日記の聖女さまも我らに──」

「その話はなしだ。アイツには合わせる顔がない」

「そうか……済まなかったな」

　もう長く会っていない少女のことを頭に浮かべながら、ヴェルデルは小さく舌打ちをした。

　全ては、終わった話だ。

「なぁヴェルデル。俺たちが今からこの国を変えるんだ。昔、見習い騎士だった頃に隊舎から抜け出して酒場で語りあったことを覚えているか？」

「ああ、懐かしいな。あの頃は若かった」

「俺は今でもあの時の誓いを忘れていない。人々のために、決して悲しむものが生まれない世界のために、俺は聖騎士として神の使命を全うするつもりだ」

　走馬灯のように、過去の思い出が流れてくる。

　神を信じ、人を信じ、己を信じ、そしてがむしゃらに走った。

　全ては終わった話だ。

「お前はどうだヴェルデル。あの頃の誓いは変わらぬか？　人々のために捧げた剣は、まだその輝きを失っていないか？」

「当然だろ？　馬鹿なことを聞くなよ。俺の剣の輝きと神への信仰は未だに冴え渡っているぜ。まっ、見た目からは分からんかもしれんがな」

　そう、聖騎士ヴェルデルには確かに信仰があった。誓いはそこにあった。

　全て過去の話だ。

「そういえば、話があると言っていたな。遅くなったが、それは一体なんだ？　なんなら俺も一緒にフィヨルド団長に頭を下げてやるぞ」

　堅苦しい話が続いたからだろうか、肩をぐるぐる回したトマスは何か思いついたように窓の方へと歩いていく。

　長らく使われていなかったためか固くなった木枠の窓をギィと開けると、外の様子を窺っている。

　太陽の位置から時刻を測っているのだ。

　その背中に……。

「ああそうだったな。なに、簡単なことだ」

「簡単なこと？　ならわざわざこんなところで話をしなくて済んだのではないかヴェルデ──」

　ヴェルデルは、自らの聖騎士剣を突き立てた。

「がはっ！　な、何……を」

　トマスは腹から突き出た聖騎士剣を唖然とした表情で見つめている。

　だが聖騎士としての研鑽が無意識に身体を動かすのか、激痛に意識を失いそうになりながらも前方に転がって突き刺された剣を抜き、必死で距離を取って振り返る。

　そこにいたのは確かに彼の古くからの仲間で、苦楽をともにした男だ。

　見間違うことなく、上級聖騎士ヴェルデルである。

「なぜ……」

「──全て、終わったことだからだ」

　最後の言葉には一切の感情が含まれることなく、刹せつ那なの間に血で赤く染まった聖騎士剣が振り抜かれる。

　自らを見つめるその冷たい瞳は、トマスの意識が永遠の闇に引きずり込まれるまで変わることはなかった。
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　聖騎士団の詰め所では、あいも変わらず仕事に忙殺される哀れな関係者たちで溢れていた。

　先ほどまで足りない部隊予算をどこから捻出するかと頭を抱えていたとある上級聖騎士は、ふと入り口に見知った影を見つけ声をかける。

「むっ、戻ったのか。……なんだ、貴公一人か？」

　てっきり一緒に戻ってくると思ったのだが、どうやらそうではないようだ。

　彼ら二人がコソコソと何を話していたのか気にはなるが、あまり他所よその派閥に口出ししてトラブルになっても敵かなわないと余計な詮索はせずにおく。

　相手も特に何かを言う気はないらしくただ無言で頷うなずくだけであるし、何も問題はなかった。

「まぁいい。仕事は山積みだ。久しぶりに彼と会って良い休憩になったろう。引き続き頼むぞ」

　ならば自分たちがすべきは目の前の仕事を片付けること。悲しいことにこれらは放っておくとどんどん増える習性があるため、早急に対処が必要なのだ。

　上級聖騎士の男は、彼が外出している間にまた仕事が増えたことを思い出し書類の束を手に取り顔を上げる。

「そうそう。悪いが更に追加が来ているんだ、そちらも頼めるか？」

　こちらまでわざわざやってきてくれた彼に、すまないとばかりに書類を手渡す。

　文句一つ言わず受け取るその態度に申し訳なさが沸き起こってくるが、さりとてどうにかなるものでもない。

　その代わり、感謝の言葉を込めて礼を言うことにする。

「ありがとう。聖騎士トマス」

　自らの机に戻る男に向かって、上級聖騎士の男はそう告げた。
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　聖なる者たちが日々の生活を営む都市は「神の街アムリタ」と言うその呼び名から来る印象とは違い非常に煩雑とした都市設計がなされている。

　これは何もわざとそのような設計が行われたということではなく、古い時代から様々な部分で増改築、補修、再設計が行われているために都市そのものが複雑化しているのが原因であった。

　レネア神光国の首都となった旧クオリア時代南方州最大の都市であり、現在の首都であるこの街もまた同じ病理を抱えている。

　大通りならまだしも、住宅街や旧商業区にでも行こうものならば曲がる路地一つ間違えるだけで全く反対の方向に向かってしまうこともざらで、地理に明るいはずの地元の人々ですら知らぬ道が存在するといった有あり様さまである。

　そのような入りくねった路地の突き当たり。

　二階建ての住居に囲まれて陽の光があたらない薄暗く不気味さを感じる場所に、上級聖騎士であり聖騎士団の長おさであるフィヨルドは近隣に住まう住人の案内のもと訪れていた。

「お待たせしました。ケイマン医療司祭」

「おお、これはフィヨルド聖騎士団長。お待ちしておりました」

　その場に何人かいた聖職者の中で最も年老いた男が返事をし、地面にあった何かから視線をこちらに向けるとゆったりとした所作で立ち上がり深々と礼を向けて来た。

　この教区を担当するケイマンと言う名の医療司祭である。

　……医療司祭とは主にクオリア内で医療業務に従事していた者を指し、ここレネアでも引き続き同じ業務を行っている者たちだ。

　人々を苦しめる病と怪我に対して深い知識を誇る彼らは、かつては中央からの指示に従って信徒に対して様々な指導を行っており、現在は聖女たちの命令に従って国内の医療活動に従事している。

　聖職者の中でもかなり特殊な立ち位置にいる彼らは、非常に高い知識水準を要求される専門職であり、職務は多岐にわたっている。

　一般的な診療から助産指導。市場に流通する食糧品の毒性や腐敗の検査。

　長らく平和だったこの時代にあっては前例は少ないが、戦時ともなれば軍医として従軍することもある。

　そしてもう一つ、彼らにとって重要な仕事があった。

「こちらが、例の？」

「はい、神の御み許もとへ旅立った者となります。この者に永遠の安らぎが訪れるよう、どうかフィヨルドさまも祈りを……」

　沈痛な面持ちで視線が向けられた先にあるそれは、原形がかろうじて分かるほどに炭化した焼死体。

　様々な理由で不自然な死を遂げた死体の検分もまた、彼らの仕事であった。

「無論。では失礼します」

　その言葉に合わせ、司祭たちとフィヨルドに同行していた聖騎士たちが静かに瞳を閉じる。

　死したる者への敬意と、その魂を導くことは聖神アーロスを信仰する彼らの役目だ。

　迷わず神の御許へ逝けるように、聖職者たちの祈りと聖句は厳おごそかに流れる。

　やがてフィヨルドによる簡易的な葬送句が終わり、誰ともなく頷き儀式の終了を告げる。

　静かに瞳を開いたフィヨルドは、強い正義の意思を宿した瞳で焼死体を見つめると「それにしても」と言葉を続けた。

「……あまりにも、酷い。一体何が」

「全身の打撲による骨折、刃物による裂傷がございます。その上で生きたまま全身を凄まじい炎で焼き尽くされております。このようなやり口、おおよそ人間の所業とは思えません」

　むしろ魔物の所業に近い。フィヨルドの直感はそう告げていたが、不安を煽り立てるような言葉は決して口に出さない。

　それはすなわち、一人の人間をここまで損壊させるほどの邪悪がこの街に潜んでいることを意味するのだから。

　ふと、フィヨルドは辺りを見回す。死体以外に燃えた跡がないことに気づいたのだ。

「殺害現場は……ここではないのですかな？」

「人のみを限定的にここまで炭化させる技など、私は皆目聞いたことがありません。数多くの魔を滅ぼし、様々な邪よこしまなる者にも見識深き騎士団長はいかが見られますか？」

「申し訳ありませぬ。私とて、これほどのものは……」

　炎の魔術の使い手となればいくらか心当たりはある。炎を吐き出す魔物も知らぬわけではない。

　だがここまで強力かつ奇妙なものはさしものフィヨルドとて知識の外であった。

　別の場所で殺害された後にわざわざ運ばれたか、それとも人智を超えた炎術による仕業か。

　奇妙な点はそれだけではなかった。

　この死体から見られる異状にフィヨルドは戦慄を感じずにはいられない。

　焼け焦げた跡ばかりが目につくが、フィヨルドの瞳は想像を絶する力で破壊されたであろうその体の痕跡を決して見逃しはしていなかったのだ。

　何から手を付けるべきか。おおよそ想定外の事態に問題事への対処に慣れたフィヨルドとてしばし勘案の時間を要する。

「フィ、フィヨルド団長！」

　その沈黙の間を縫って、同行してきた若い聖騎士団員の一人が血相を変えて叫ぶ。

「何かね？　この光景に驚くのは分かるが、ご遺体の前だ。もう少し静かにしたまえ」

「か、彼は……、その、彼は！」

　軽く振り返って確認した先の顔にはただただ驚きが浮かんでいる。

　だがフィヨルドも彼の動揺に対してむやみと注意することはない。若い時分は経験不足であるし、何より今回の事件は被害者が問題だ。

　そう……。

「その聖騎士は、一体誰なのですか!?」

　死体は、聖騎士のものであった。

　炭化しその体形はおろか性別すら判別できぬほどに焼き尽くされた遺体であったが、獄炎に晒さらされてなお一部原形を留めている聖騎士鎧がその者の所属を雄弁に語っている。

　邪なる者への剣であり盾である存在。聖神アーロスの信徒とその国が絶大なる信頼を置く戦いの徒。圧倒的強者であるはずの聖騎士が、その場で死体となって倒れ伏している。

　だが彼は誰なのか？　一体誰が被害にあったのか？　この場でそれを知るには何もかも情報が足りなかった。

「判別できるものは残されておりません。唯一残っているのが、炭化し一部が溶解した聖騎士鎧でしょう。勇猛果敢で恐れを知らぬ聖騎士がよもやこのようなことになるなんて……」

　若い聖騎士の悲鳴にも似た問いに、ケイマン医療司祭が代わりに口を開く。

　だがその唇が微かすかに震えていることから、恐ろしい事態にどう判断を下して良いのか分からぬ様子であった。

　その後もフィヨルドは医療司祭とともにいくつかの検分を行う。

　何か遺品などが残っていないか、本人を確認できるものがないかを調べたが結局は分からずじまい。

　特に顔面は念入りに破壊されているようで、故意かどうかは分からぬが故人の判別を更に困難なものとしている。

　唯一判明した事実は、この被害者が恐らく中級〜上級の聖騎士であるという、より深刻さを強調する事実だけだった。

　中級の聖騎士はリッチに、上級の聖騎士ともなると下位のドラゴンに匹敵する強さを誇ると言われている。

　死体の損傷具合から並大抵の存在による犯行とも思えず、となればこの街に何か恐ろしい化け物が入り込んだと考える他はない。

　もしくは何か組織だった犯行か……。

「遺体をこの教区の遺体安置所へと移送してください。難しいやもしれませぬが、引き続き検死を頼みます。その上で、何か分かればこのフィヨルドまで直接連絡いただけるようお願いしたい」

「かしこまりました。神に誓って」

　大事にならなければ良いが……。

　怨恨。未知の悪鬼。他国の暗殺者。様々な可能性が考えられる。

　未だレネア神光国は不安定な立場に置かれている。

　このような状況下で一体神はどのような試練を与えようとなさっているのか。

　フィヨルドは言いようのない不安を抱きながら、看過しがたきこの事件を聖女たちに報告するために大聖堂へと向かうのであった。
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　フィヨルドが新たなる国の支配者である娘たちに件くだんの事件を報告したのは、先の検死の翌日であった。

　国家の運営に加え、様々な祭事や有力者との会談に引っ張りだこの聖女たちの時間を借りることができたのは奇跡とも言える。

　とは言え、この場に現れた聖女は顔伏せの聖女フェンネのみ。華葬の聖女ソアリーナは残念ながら面会が叶かなわなかった。

　あとは……暇だからと野次馬根性が見え隠れする理由でどこからともなく現れたエラキノくらいであろうか。

　無論、フィヨルドはエラキノの参加も歓迎している。

　彼女の未知なる力と見識は自分たち聖騎士を上回るものであるし、現に彼女の助力があってこそ数多くの不正を発見することができたのだ。

　だが今回ばかりは彼女に力を借りることはできぬ。

「ええっ!?　聖騎士が殺されただって？　一体誰に？」

　瞳を丸めながら驚きの表情を見せるエラキノに、フィヨルドは人知れず決意する。

「それは依然として不明です。ただ神聖なるこの街に下げ手しゅ人にんが入り込んでいるとし、騎士団の警備を厳としております。ここにおられないソアリーナさま含め、お二人にも警備の者を更に手配します。息苦しいやもしれませぬがどうかご納得のほどを」

　深々と頭を下げ、聖騎士団の団長としての判断を報告する。

　これは伺いではなく結論だ。レネア神光国として新たな出発を果たしたこの国の最も大事な時期に、聖女たちを危険に晒すわけにはいかない。

　この国は彼女たちなくしては決して成り立たない。

　フィヨルドは未知の危険が彼女たちに及ぶことを恐れており、そのためには万全を期す腹積もりであった。

「警備の強化。それについては当然ね。むしろこの忙しい中で負担が更にかかってしまう貴方たちが心配だわ」

「ご心配ありませぬ。守るべきものを守るために、騎士団は存在しているのです」

　顔伏せの聖女フェンネが静かに配慮の言葉を述べながらも彼の決断に賛同する。

　動揺や驚きの見られないその声こわ音ねにある種の頼もしさを抱きながら、フィヨルドは彼女の言葉を心配無用と断じた。

　聖騎士団はそこまでやわではない。むしろ心配なのは彼女たちだ。

　単体で聖騎士を超える戦闘能力を有する聖女といえど隙というものは存在する。むしろ永遠に気を張り詰めていられる人間などどこにもいない。

　だからこそ彼ら聖騎士団がその身しん命めいを賭として彼女たちの隙を埋め、その命を守るのだ。

　そんなフィヨルドの決意とは別に、フェンネの思考はまた別のところに向かっていた。

「それで……今回亡くなったのは誰かしら？　私の方からご家族に慰問文をしたためるわ。得体のしれぬ聖女からのものでも、一時の気晴らし程度にはなるでしょう」

　先の決断力溢れた態度とは裏腹に、フィヨルドは口を閉ざした。

『とんでもない。遺族は聖女さまの心優しき慈悲に触れ、その心の傷を癒やすでしょう』

　そのように答えるべきだった。本来であればそれが当然の言葉である。

　だが……。

「……申し訳ありませぬ。今回犠牲となった騎士はまだ分からぬのです」

　フィヨルドから出た言葉は全く別のもの。

　フェンネの自罰的な物言いを否定するでも咎とがめるでもなく、ただ謝罪の言葉のみを述べる。

　聖騎士団長としてのあるまじき答えと、噛み締めた口元から聞こえるギリという小さな音が、彼の苦渋を如実に表していた。

　その言葉に、フェンネはヴェールの下でわずかに眉をひそめる。

「……犯人が不明なのはまだ理解できるわ。どうして被害にあった人の素性がわからないのかしら？　遺体の状況は理解しているけど、聖騎士であるということは判明しているのでしょう？」

「おっしゃるとおりです。ですが現在の聖騎士団では各団員に様々な任務を与えておりまして、この街から国内への別の街へと派遣されている者などもおります。現在あらゆる手段を用いて連絡を取ろうとしているのですが、恥ずかしながらうまく機能していないのが実情なのです」

「そうね、死にすぎたものね」

　本来聖騎士団は事務屋ではない。彼らの仕事は担当する教区内の治安維持や、都市内外に発生する問題への武力対処、要人警護、そして外界から訪れるであろう脅威への防人さきもりである。

　にもかかわらずここ最近の聖騎士団はもっぱら事務仕事が主となり、領内の警備活動など本来の業務が疎か、かつ場当たり的になっているきらいがあった。

　理由は分かる。果敢な決断は、同時に大きな歪ゆがみを生み出したのだ。

　否……今までの歪みが大きかったからこそ、元に戻るためにもがき苦しんでいるのかもしれない。

　不正を行った数多くの聖職者の粛清は、それだけ事務作業を行う人員の消失を意味し、同時に不正の検証と改善はより多くの作業を生み出す。

　こと金勘定と帳簿処理に関しては確かに有能であったのだ、現在天上で審判を下されているであろう者たちは。

　それだけではない。

　レネア神光国は欲張りすぎていた。最初から完璧な国家運営を目指す余り、それに伴う混乱と問題の発生を推測できなかった。

　連絡の不備や手順間違い、果ては担当者の忘失まで。

　本来であれば仕組みで補助するところを、様々な変更が同時に行われる改革期にあってはそれも叶わない。

　だからこそ、誰がどこにいるのか？　今どのような状況で任務を行っているのか？　そんな初歩中の初歩とも言える状況把握すら満足にできずにいた。

　もし……例の殺人事件の下手人がこの事実を知りながら犯行に及んだのなら。

　きっとそれは恐ろしいほどに頭が回る人物なのだろう。

　そんなことを考えフェンネが何か自分たちにできることはないかと思案していると、助け船が思わぬところからやってきた。

「うーん！　じゃあエラキノちゃんがズバッと解決してあげようか？　騎士団長くんは知ってると思うけど、実はエラキノちゃんはこういう調査が大の得意なんだよ！　まるで答えを知っているかのように、ぱぱっと解決さ♪」

　奇手であった。

　フェンネは自分たちの陣営が持つ手札の凶悪さを思い出し薄く笑う。

　そう、これがあるからこそ彼女たちレネア神光国はこの無謀な夢を叶えることができたのだ。

　あらゆる事象の結果を思いどおりに強制できる能力。

　エラキノがゲームマスターと呼ぶその人物が扱う力はまさに神の所業と言っても差し支えないもの。

　少なくとも聖女たちが束になってもその力の前には膝をつかなくてはならぬだろう。

　だからこそ……彼女たちは無敵だ。

　この事件も、一切の痛打をレネアにもたらすことなく解決される。

　にもかかわらず。

「申し訳ございませぬ。それは辞退させていただきたいのですエラキノ殿」

「ほえっ!?　な、何で？　答え知りたくないの？」

　エラキノは目をパチパチと瞬まばたかせながら驚きの表情を浮かべている。

　フェンネもその意見に同意だ。取れる手を取らぬなど愚の骨頂である。

　だがフィヨルドとて何も伊達だてや酔狂で言っているわけではないことはその態度から分かった。

「エラキノ殿。聖騎士団にとって仲間の団員とは、神の威光のもとで共に正義の誓いを行った特別な存在なのです」

　真剣な表情で、フィヨルドは語りだす。

　その瞳の奥には、様々な感情が混在しているように見て取れる。

「神の剣であり人々の盾。その誇りが此こ度たびの事件によって傷つけられたのです。これは我がレネア聖騎士団だけの問題ではありませぬ。我らの不徳によって、神への反逆が行われたのです」

　エラキノとフェンネは押し黙った。

　この国は聖神アーロスを主とする宗教による国家としてクオリア時代より脈々とその歴史を重ねてきた。

　それは邪悪なる者共との戦いの歴史でもあり、神への信仰を捧げ続ける祈りの歴史でもある。

　だからこそ正当な理由なき聖職者への攻撃は、すなわち神への攻撃と取られるのである。

　フィヨルドの願いは単純だ。聖騎士団でこの問題を解決することだ。

　そこにはこれ以上聖女たちに迷惑をかけたくないという思いと、仲間を無残にも殺された怒り。何よりも神の剣を自負しながらむざむざと邪悪なる者たちに後おくれを取っている事実に対する正義感の暴走があった。

　神への信仰。そして聖騎士団としてのプライド。

　この両方がかつて南方州にてその人ありと謳うたわれた聖騎士《誉れ高きフィヨルド》をもってしても、その目を曇らせることとなっていた。

「団員に何かあれば、我ら聖騎士団は神の怒りのもとにその汚名を必ずそそがねばなりません。それは仲間である我らの役目。……無論エラキノ殿が仲間ではないと言うつもりは毛頭ありませぬ。しかしながら、これは我々の戦いなのです」

　深く頭が下げられる。

　むやみと高位の役職にある者がこのような行動をするべきではないが、逆に言えば今回の願いはそれほど重要であるとも言える。

　フィヨルドが頭を下げたままの姿勢で「どうか我が願いを受け入れていただきたい」と告げ、そのまま押し黙る。

　誇りや想いは道理を覆す……。愛は時として愚かであり揺るぎない。

　どこかで聞いた詩篇の内容が、一瞬フェンネの脳裏をよぎる。

　この場で言えば、仲間への同胞愛といったところか。フェンネは静かに瞼まぶたを閉じ諦める。

「むーっ……」

　だがこれに納得がいかないのはエラキノである。

　せっかく自らが助け船を出してやろうとしたのに素す気げなく断られたのが若干気に食わないのだ。

　彼らの想いはまぁなんとなく分かるし、エラキノだってソアリーナが同じ目にあったとすれば必ず自らの手で復讐を果たしたいと願うだろう。

　だがそれが可能であるかどうかは別問題だ。

　話しぶりを聞くに未だ相手の素性の推測すらできていない様子。果たしてそれで勇猛果敢な言葉を現実のものとすることができるのだろうか？

　被害にあった聖騎士とやらも、もしかしたらエラキノが知っていたり話をしたりした人物である可能性だってあるのだ。

　それだけでもひどく不安なのに、万が一にでも更に被害が広がれば……。

　有り体に言えば、彼女は聖騎士団のことを心配していた。

「残念ねエラキノ。ここは彼に譲ってあげなさい。貴女のお気に入りなんでしょ？」

　フェンネの横やりが入った。

　彼女の心境がどうかは分からないが、さっさと会話を切り上げたいという思いだけはなんとなく感じられる。

　きっと、これ以上自分が何か文句を加えたところでどうにもならないだろう。

　付き合いを重ねるうちに、この聖女も聖騎士団長もとても頑固な人物であることを理解していたから……。

　エラキノはもはやどうにもならないとばかりにわざとらしい仕草でため息を吐いてみせると、ぱっと手を広げておどけた態度を取る。

「しっかたないなーっ！　でもダメだと思ったらすぐにエラキノちゃんに頼るんだよ♪　まだまだみんなにはお仕事してもらわないとダメなんだから。これ以上騎士団員のみんなも危ない目にあうの禁止だから！　分かった？」

「ありがとうございます。エラキノ殿」

　結局のところ、しこりのような不安だけが残る話し合いとなってしまった。

　エラキノとしてはさっさと解決すべきだと思い、そうしようと考えていた。

　だがフィヨルドの願いも共感できるのだ。

　その思いの間でまだ人生経験が浅い彼女は揺れ動き、何とも言えない歯がゆさのようなものを感じていた。

「警護の仔細については後ほど。そして此度の事件、必ずや解決してみせましょうぞ。聖騎士団の誇りにかけて。……では私はこれにて失礼します」

「ええ、神の祝福が貴方にありますように」

「ばいばーい！」

　やがて手本の如き恭うやうやしく丁寧な礼を見せながらフィヨルドが退室すると、エラキノはフェンネが座るソファーの前までわざわざやってきておどけて見せる。

　どうにも誰かと話をしたい気分だったのだ。

　なぜか得体のしれないものがすぐそこまで這い寄ってきているような気配すら、感じていた。

「いやぁ、まるでミステリーだねフェンネちゃん！　あっ、ミステリーっつても分からないか。謎だね謎♪　一体誰が犯人なのだ!?」

「それ、早速で悪いけど貴女のマスターに頼んで答えを聞いてくれるかしら？」

「え？　ええっ!?」

　絶叫が応接室に響き、慌てて口を閉ざす。

　いきなりテーブルをひっくり返された。先ほどのやりとりは一体何だったのだろうか？　それどころかフェンネ本人がフィヨルドの言葉を受け入れてエラキノを説得したはずである。

《啜りの魔女》と呼ばれた少女は、ここに来て混乱の極みに達していた。

「あら？　聞こえなかったのかしら？　貴女のマスターに答えを聞いてと言ったのよ」

「いや！　ちょ、ちょストップストップ！　団長くんや騎士団のみんなの想いは!?　ってかさっきのやりとりはなんだったの!?　めっちゃ納得感出してた感あったじゃん！　聖騎士団の誇りにかけて、事件を解決するって言ってたじゃん！」

　あわあわと慌てながら煩うるさく文句を言うエラキノにフェンネは一瞬呆れたように浅く息を吐くと、騒ぐ魔女とは反対に静かにその真意を語る。

「誇り……ね。美しく聞き心地の良い言葉だわ。けれど信念や願いのために危険性の高い手段を取るわけにはいかないの。万が一彼がしくじった場合、その代償は人々の命なのかもしれないのだから」

　エラキノとて理性ではその主張を理解している。当初は彼女も同じ感想を抱いていたからだ。

　だが今では感情の部分では納得していなかった。あれほどの決意をこうも簡単に無下にすることが、果たして正しいことなのだろうか？　一体どちらの言い分を受け入れるべきか？　彼女はフェンネが考える時間を与えてくれているのを良いことに、早速自らのマスターへと意見を聞く。

『ね、ねぇねぇマスター！　これって一体どっちが正しいの!?　ってかエラキノちゃん分かんないよ！　マスターはどっち派!?』

　答えはほどなくして返ってくる。

　だが彼もまたフェンネに同意であった。そのことがより彼女の孤独感を肥大化させ、何とも言えない気持ちになってくる。

　聖騎士たちの、フィヨルドの想いを軽視し裏切った気持ちになったからだ。

　ソアリーナやフェンネと同様に、彼女にとっていまや聖騎士団の団員たちも立派な仲間である。

　その仲間に対してこのような不誠実、このような謀はかりごとを行って良いものか？　決して裏切らず、最後まで見捨てず真しん摯しでいるのが仲間というものではないのか？

　この場にソアリーナがいればきっと自分の味方をしてくれるのに。そんな子供じみた我が儘ままな感想をエラキノが抱く中、フェンネは幼子に言い聞かせるように彼女へと語りかけてくる。

「大丈夫よ。時としてこういう嘘も必要なの。私たちで答えを知って、そうして彼には黙っておきましょう。万が一があればことだもの」

「けど、あんまり気分は良くないよ……」

「純粋なのね貴女は。そうね、じゃあこうしましょう。私は好奇心が旺盛なの。今すぐにでも答えが知りたい。そこで貴女に無理を言ってお願いする。あくまで私の我が儘よ。貴女は悪くないわ」

　やけに強引である。

　頑固な部分はあるが、ここまで強引に己の意見を通すことのないフェンネが見せる態度としてはいささか珍しいものがある。

　それだけこの問題に危機感を抱いているのだろう。

　確かに何も分からないという状況は危険すぎる。

　自分たちの能力が絶対的であり、すでにマイノグーラというプレイヤー勢力を撃破しているとは言え、未知の勢力が出現している可能性は十分にあるのだ。

　そして間違いなく強力な能力を有しているであろう相手に先手を取られるのは確かに致命的だ。

　ゲームマスター……ＧＭとして持つその《裁定者》の能力は他の追随を許さない強力無比なものである。

　だからと言って気を抜いて良いという理由はどこにもなかった。

　説得はフェンネだけでなく、ＧＭからも行われている。

　彼自体はエラキノの意見も尊重したいという体ていであったが、その本心が答えを知ることに賛成であることは容易に分かった。

　どうやら彼女の味方はここにはいないらしい。

「お願いエラキノ。貴女とマスターの力が私たちには必要なの。ソアリーナがこれからも平穏に暮らすために」

　それを言われては立つ瀬がない。彼女の名前を出されてはずるい。

　一定の譲歩がされている点もエラキノを納得させる一因となった。

　なんだかうまく丸め込まれたような気もするが、ここはうまく話に乗っておいていいだろう。

　何より、皆が皆お互いの無事と平穏を願っての行動であることは明らかだったのだから。

　そしてエラキノは決断する。

　マスターに願い、誰も叶わぬ無双の力を行使することを。

「むぅ……仕方ないなぁ。本当に仕方ない！　仕方ないんだからね!!　じゃあマスター！　マイゲームマスター！　ちゃちゃっとお願い！　チートで裏技で完璧な答えを、ズルして最初から知っちゃうよ！　サポートよろしくね♪　《占い》!!」




　エラキノの《占い》判定1d100＝【78】

　判定：成功




　GM：Message

　ゲームマスター権限行使。

　ダイス判定を放棄し、確定成功とします。

　判定：クリティカル




　全ては暴かれる。

　騎士団員殺害の下手人も、その意図も。

　どの様な謀りごとも絶大なるその能力の前には逃がれること能あたわず。

　エラキノは少しばかりの罪悪感と、自分たちが絶対者であるという興奮。

　そして一体どのような秘密がそこにはあるのか？　という強い興味で答えを確認してやろうと意識を集中し──。




　結果：騎士団員殺害の犯人は不明です




「……は？」

　その結果に、ただ素っ頓狂な驚きの声を上げた。

「……？　どうしたのエラキノ？　もしかして意外な人物だったの？」

　ありえない。そんなことはありえない。あってはならない。

　意味が分からずぐるぐると思考が回転する。何が起こった？　という疑問だけが答えなく脳裏をさまよい、もしや自分たちがミスをしたのでは？　とすら疑念を抱く。

「じゃ、じゃあ誰が死んだの？　それ位なら分かるでしょ!?　マ、マスター!!」

　叫び、その声を待たずに彼女の主が裁定を下す。




　GM：Message

　ゲームマスター権限行使。

　情報の開示要求。

　騎士団員殺害事件に伴う被害者の名前を表示せよ。




　結果：殺害された騎士団員は不明です




　暗い暗い闇は、すぐそこまで来ていた。







第二話　　真と偽




　レネア神光国が聖騎士団員殺害事件によって荒れる様相を見せ始めているその頃。

　マイノグーラ側もまた、様々な問題を処理するために奔走していた。

　ドラゴンタンの街、庁舎の一角にある会議室。

「さて、皆のものが集まったな。議題は他でもない、今後のことをどうするか……じゃ」

　マイノグーラにおいて最も知恵深き配下であるモルタール老はその場に集まる面々をぐるりと見回すと、静かに開始の合図を行う。

　だが不思議なことに普段であれば様々な知恵を出し、会議を円滑に進める潤滑油となるはずの彼がここに至っては口を閉ざしていた。

　その代わり、静かな瞳は双子の少女に向けられている。

「王さまが不在の間、マイノグーラを任されたキャリアです」

「メアリアです！」

　少女の元気な声が会議室に響き渡る。

　奇妙な雰囲気ではあったが、何か堂に入るものはあった。

「しかし……まさかお主らが王より直々に代理を頼まれるとは」

　その場にいるギアとエムルの視線も二人に向かう。ドラゴンタン都市長のアンテリーゼはあくまで都市長という立場なので参加はしていない。

　拓斗とアトゥを除いたいつもの面々であったが、今回その役割は大きく違っていた。あえて言うのならば、立ち位置が全く逆といったところか。

「頑張る！」

「王さまに命令されては仕方ないのです。……不安はありますが」

「そのことに否いなやはない。王が判断されたのだ。我らも精一杯手助けするので、王のご期待に応えるように」

　そう言って押し黙るモルタール老ではあったが、得心いかぬといった様子がありありと見て取れた。

　その態度に内心で困ったものだとため息を吐いたキャリアは、ぼんやりと拓斗からこの任を与えられた時のことを思い出す。

　どこか困った様子でお願いする拓斗の言葉に当初は不満もあったが、これでは仕方ないかと諦めの気持ちが湧いてきた。

（あまりにもモルタールおじいちゃんが使い物にならなそうだから代わりをさせられたのですが……これは正解なのです）

　表情には出ていないはずなのに、隣に座る姉から思わせぶりな笑みが飛んでくる。

　実際のところ、モルタール老らダークエルフの大人組は現在ほとんどが使い物にならない。

　王への襲撃と、その命が奪われるという凶報。

　未知の能力を持つ敵に一切の抵抗が叶わなかった事実と、最大戦力であり敵うものなしと考えていた英雄アトゥを奪われるという絶望。

　拓斗が何らかの手段を用いてその危機的状況から脱出したとは言え、その衝撃は彼らの心からいまだ平常心を奪い去っていた。

　……聖女たちのねぐらへと侵入を図る道すがら、モルタール老へ連絡をとっていた拓斗はその会話ぶりからダークエルフたちの動揺をつぶさに感じ取っていたのだ。

　今回の作戦は自身が主として行うとは言え、バックアップは決して軽視できるものではない。

　彼らダークエルフが使い物にならないなどという事態を許容する余裕はどこにもない。

　よって拓斗は急遽作戦を変更し、本来よりもより多くの権限をエルフール姉妹に与えることとした。

　エルフール姉妹……彼女たちは《魔女》だ。

　魔女はこの程度で揺るがない。

　その内に秘めたる憎悪と後悔は、動揺などという惰弱な感情の一切を許さないのだから。

　……とは言え同時になぜまだ子供の自分たちがそんな大それたことをしなければならないのかという不満がこの少女たちにも無論あった。

　その点は魔女といえどまだ子供である。

　いや、不満だらけであった。

「とりあえずです。キャリーとお姉ちゃんさんが一生懸命がんばりますので、皆さんは指示に従ってくれると嬉しいのです」

「従わぬものは処刑だー」

「むっ！　ん、うむ。まぁそんなに気を張り詰めなくてもいいぞ」

　ギアが少し引き気味に言う。なぜならメアリアの瞳が笑っていなかったからだ。

　どうやらメアリアとしても大人たちのこの不甲斐ない態度にはいささか不満があるらしい。

　今は昼間の時間帯。月は出ておらず辺りは明るい。

　だとしても釘を刺す程度のことなら、魔女となった双子には可能であった。

「では、まずはドラゴンタンの現状確認からです。エムルお姉さん。事前にお伝えしたとおりの情報操作はできていますか？」

「は、はい。当日に関しては中央広場に設置した台座が不審火によって出火したという形で説明を行っています。街の住民などはその話に疑問を持っていないようですが、ここ数日バタバタしていたせいで私たちに近い者ほど不審がっている様子です。王とアトゥさんが姿を見せないことも原因の一つですね」

「本国である大呪界のダークエルフたちについてはワシの方からうまく説明しておるが、ドラゴンタンに住まう者たちはそうもいかんのう。早急な対応が迫られるだろう」

　マイノグーラを襲った混乱はここ数日の間に収まっている。

　というよりもほとんどの者は何があったか知らないと言った方が正しい。

　あれほどの事件があったにしては、やけに状況が良い。

　それもそのはず、彼らダークエルフは元々エル＝ナー精霊契約連合のエルフのもとで裏仕事をしていた者たちだ。

　このような情報統制に関しては得意分野中の得意分野であった。

　加えて都市の治安維持能力を持つ《ブレインイーター》が複数、ドラゴンタンの都市内に滞在していたのも功を奏した。

　現在の状況は驚くほど平穏で、一見して何も問題が起きていないようにも思える。

　この強固な統制力こそ、マイノグーラが持つ目立たぬが重要な力の一つであった。

「基本的に国内の統制に関しては続けて行うのです。マイノグーラの中枢に近い人たちにはある程度説明が必要なので、どの程度情報を共有するか後ほど検討しますが……」

　とは言え、そろそろ手を打たないと駄目だろう。

　キャリアは王から予あらかじめ聞いていた大雑把な予定を思い出し、チラリと隣で楽しそうに笑う姉を見ながら今後について説明する。

「あとフォーンカヴンに関しては流石さすがに詳しい事情を説明しないと駄目だと思います。王さまにはその点についても了解を貰っていますので、こちらもキャリーたちが対応するのです」

「国内よりもむしろそちらの方が問題やもしれんな。向こうはある程度事情を察して特に何も言ってこないが、早いうちに会談を開かなくては両国の信頼関係や今後の対応対策に影響が出てしまうかもしれん」

　キャリアはギアの言葉に頷き、同意する。

　フォーンカヴンとは強い関係性を築けているが、あくまで同盟国という立ち位置である。

　相手への配慮も必要であるし、マイノグーラが現在置かれている立場を考えるとなんらかの協力を要請する必要もある。

　場合によっては釘刺しも必要だ。国家の友情は契約と相互利益の名のもとに成立する。

　こちらの弱みを突いてより良い条件を引き出そうと交渉してこないとも限らないのだから……。

　それよりもだ。

「今回の下手人はクオリアの聖女だ。となると、かの国と戦争状態に突入することも視野に入れねばならん。むしろこの懸念が現実のものとなる可能性の方が高いだろう」

　ギアの見立てどおり、戦争勃発はすでに不可避の状況下にあった。

　彼らマイノグーラの王であるイラ＝タクトがどのような戦略を描いているのかは不明であったが、規模はどうあれ聖なる者共との戦いが始まることは間違いない。

　ともなれば国家の地力で負けるマイノグーラとしては必ずフォーンカヴンを味方として引きずりこまなければならない。

　いくら強力な戦力を有しているといえど、数の暴力には時として無力なのだ。

　いわんや、今は英雄の一人であるアトゥが奪われているのだ。

　状況は非常に苦しいと言わざるをえなかった。

「そちらも……話をしなくてはならぬのう。向こうとしてはあまり他所よその国にちょっかいを出したくないと思うはずだが、こちらとしてはそうも言ってられん」

「その辺りは譲歩するつもりなのです。最悪この暗黒大陸の両国家支配領域に目を光らせてくれれば良いのです」

　その後も国家運営に関するいくつかの話題がのぼり、決定される。

　結局のところ、双子の出した結論と今後の方針はひどく無難なものとなった。

　国内の平定に引き続きリソースを割さき、重要視している同盟国であるフォーンカヴンとの連携を密にする。

　その後、適時イラ＝タクトからの命令を受けて彼の望むとおりに行動する。

　何も特別なところはなく、何も目立った点はない。

　ただその平凡な結論すら出せないのが、今のマイノグーラ上層部のあり方だった。

　まずいと言えばまずい状況ではあったが、この二人の少女がいる限りどうやらそれも杞憂に終わりそうだ。

「ところで……王はどのように過ごされているのかな？　アトゥ殿は無事なのだろうか？」

　そして話題が変わった。むしろ彼らにとってはこちらが本題といったところか。

　大人たちの瞳が興味に染まり、何か少しでも情報はないかと少女たちに視線が集中する。

　何を不安に思うことがあるのだろうか？　と少し人から離れた感性で感想を抱いたキャリアは、だがしかし適当に誤ご魔ま化かしたところで不満が募るだけであろうと軽く息を吐つく。

「王さまはクオリア……今はレネア神光国と名乗る場所の、とある村にいるみたいですね。旧南方州と呼ばれる地域がそれです。今回マイノグーラに攻撃を加えてきた者たちもこの国にいます」

　状況は目まぐるしく変わっている。

　そもそも前提条件が土台からひっくり返っている状況だ。キャリアは現時点で分かっている情報を彼らに伝える。

　聖王国クオリアから聖女の一部が離反したこと、彼女たちがイラ＝タクト討滅の功をもって国を興したこと。その地が、かつてクオリアにて南方州と呼ばれていた地域であることを……だ。

「南方州か。肥ひ沃よくな大地が続く土地じゃ。そこ一帯がクオリアから離脱するとは。しかも我らが王を滅した暁にだと!?　なんたる傲ごう岸がん！　なんたる不遜！　腸はらわたが煮えくり返りそうじゃ！　そもそもじゃ！　なぜそんな重要なことを先に言わん!?」

「次の議題だったからー」

「あと加えるなら、議題に上げる前に王さまの動向について質問したのは皆さんなのです」

　その言葉で一瞬にしてモルタール老が鼻白む。

　バツが悪いとはこのことだろうか、会議は未だ終わらず情報を隅々まで精査し確認すべき場面で気もそぞろになっていたことを理解したからだ。

　モルタール老が言い負かされることによっていよいよもって大人たちも自分たちが冷静さを失っていることを自覚しはじめる。

　ただ、なまじ目の前で王が襲撃されたため彼らの不安は根深く、本人たちの意思でどうこうできるものでもない。

　これでは王が納得する任務を遂行することはできない。

　自罰的な気持ちになった彼らであったが、なんとかその暗い空気を払拭するためにギアがわざとらしく話題を変える。

「しかしながら王みずから向かわれたとなると、敵はもはや風前の灯火。むしろすでにアトゥ殿を奪取しているやもしれぬな」

　楽観的な言葉ではあるが、同時に王に対する絶対的な信頼の表れとも言える。

　彼ら自身、王が実際に戦うところなど見たことは一度もない。

　だがその配下である《汚泥のアトゥ》、そして失われはしたが《全ての蟲むしの女王イスラ》。その他にも存在する英雄たちと無数の配下たち。

　それらを率いる破滅の王が、弱いなどという考えは心の中のどこにもなかったのだ。

「それが難しいみたいですね」

　だがその言葉もすぐさま否定される。むしろその物言いは楽観的な想像を採択するなといった注意も含まれているように思えた。

「なぜじゃ!?」

　それに納得がいかないのはモルタール老である。

「彼らの力を忘れたのですか？　確かに王さまは無事でした。でもアトゥさんは結局攫われてしまったのですよ」

　ぐぅとうめき声を漏らし押し黙ったのは反論の余地がないことの証左であった。

「王さまも敵の力を測りかねているのです。現状では何も分からず、対処が一つも取れていないと言っていましたです。だから、ちょっと時間がかかるかもしれません」

　キャリアが沈痛な面持ちでつぶやく。

　その言葉に、マイノグーラ首脳陣に一気に不安が押し寄せ、まるで葬式でも行っているかのような空気になる。




　──今の話は、ほとんどが嘘だ。

　王であるイラ＝タクトはそんなことは言っていない。そのような状況説明も無論受けていない。ただ詳細を尋ねても回答を拒否されただけだ。

　キャリアはチラリと横目で姉を見る。

　ニコニコと笑う少女は、大人たちがうつむき思案しているのを良いことに、しぃっと人差し指を自分の口元に当てると酷薄な笑みを浮かべた。

　王に関するあらゆる情報を、かき乱せの意である。

　これに関しては王からもそれとなく言われていることだった。

　王がダークエルフたちに信を置いていないわけではない。

　むしろ敵側の能力に対する警戒を強めているがゆえの行動だと、キャリアとメアリアは理解していた。

　双子の少女は、襲撃の際その場にいなかった。

　ゆえにどのような状況にあったのかを直接見たわけではないが、それでも何が起こったのかは詳細な説明を受けている。

　その上で、相手が何か法外な能力を有しておりそれらへの対処は最大の慎重さをもって挑まねばならぬと判断をしていた。

　ゆえに自分たちですら欺あざむくように、意図的に嘘の情報を織り交ぜてみんなに説明したのだ。

　防諜対策が完璧になされた自陣深くの一室にて事実を口にする。

　現状は、それですら危険なのだから。

「ではお主らではどうだ？　イスラ殿から力を受け継いだことは知っておる。英雄として力を継承したならば、あの不可思議な力にも対処できるのでは？」

「難しい。相手の力が未知数。分からないものは『忘れる』ことができないの」

「そうですねお姉ちゃんさん……たとえキャリーたちが全力で戦える状況だったとしても、その力の前では敗北する可能性が高いです。なによりアトゥさんが呆あっ気けなく洗脳を受けたのですから」

「そうか……」

　彼女たちは第二の母であるイスラを失った時に自分たちが理解できぬ能力の危険性について身をもって叩き込まれていた。

　決して抗えない、まるで世界の法則だとでも言わんばかりの強制力。

　それらは単純な力や知恵ではどうにもならない事象だ。

　マイノグーラの王であるイラ＝タクトが神の如き力をもって国家と闇の配下を従えるのと同様に、敵もまた不可思議な力を持っている。

（敵が私たちから情報を抜き取る能力を持っていないなんて保証。どこにもないのです）

　だからこそ王も言葉を濁し、情報を封鎖しているのだろう。

　もはや盤上の勝負は単純な力比べではなく、互いの手札を隠して偽る詐欺師同士の化かし合いに移っていた。

　知らぬは彼らばかりである。いや、この状況で全てを察しろと言う方が難しいかもしれない。

「王は、なぜ我らを頼ってくださらないのだ？　なぜ全てを明かしてくださらないのだ？　我らが王を裏切るはずがないというのに、それほどまでに我らが不甲斐ないか？」

「多分、みんなを失いたくないんだと思うのです。先日の襲撃の時、ダークエルフの戦士さんが何人か殉職されました。彼らは決して弱くなかったのですが、けれど一切の抵抗ができなかった」

「虫さんや鳥頭さんも死んだ。きっと王さまはそれが繰り返されることが辛いの」

　ほろり、と姉のメアリアが瞳に涙を浮かべる。

　その姿を見たキャリアが慌てたように席から立ち上がり、姉へとかけより抱きしめる。

「お姉ちゃんさん、泣かないでください。キャリーまで悲しくなってくるのです……」

　そうしてすすり泣き、二人は互いを慰める。

　無論口からのでまかせである。

　全て嘘で、勝手に作り上げたストーリーだ。

　全然悲しくはないし、この涙も無理やりひねり出したまがい物だ。

　だがこれで良い。

　きっとそうやって王も自分たちに嘘をついているのだから。

「王よ……そこまで我らのことを。くそっ、なんて不甲斐なさだ！」

　少女たちの名演に騙されたのか、それとも目が曇っているのか。

　ギアを筆頭に大人たちが感極まった表情を浮かべる。

　狙ってやっていたことだが、キャリアとメアリアはあまりにもあっさりと騙された大人たちに今更ながら不安を増大させる。

「なんという、なんという御慈悲！　我らのことをそこまで！　我らのためにそこまで！」

　そんなこととはつゆ知らず。滂ぼう沱だの涙を流しながら老いた賢者が感情を爆発させる。

　マイノグーラの国民となってから王への依存が高かったため、その代償もひとしおだ。

　反面情緒不安定な大人たちを見る少女の瞳は、やけに冷ややかだった。

　情けない大人しかいないと、子供は成長せざるを得ないのかもしれない。

　ともあれ、大切なのはそこではない。

　キャリアは姉と抱ほう擁ようしあいながら考える。

（これから行われるのは、ひたすら情報の撹かく乱らんと誤魔化し合い。何が本当で何が嘘か、誰にも分からないのです……）

　敵はどのような手段を用いて攻撃をしてきたのか？　王はなぜ心の臓を突き穿うがたれながら平然と復活してみせたのか？

　なぜ王は一人で敵陣まで向かったのか？

　王は何を知り、何をするつもりなのか？

　全ては未だ深い闇の中に包まれている。

　それは、きっと全てが決着するその時まで決して明らかにはされないだろう。

（キャリーもうっかり騙されないように気をつけないといけないのです）

　キャリアは思い出す。この状況において、最も重要かつ忘れてはいけないことを。

　そう……。

（王さまが、初めて自ら動いたのですから……）

　真と偽が入り乱れ、それは否応なしに自分たちを翻弄する。

　全てを知る者はただ一人、マイノグーラの王イラ＝タクトのみであった。
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閑話　　変装




　会議は踊り、されど幸いなことに牛歩ながらその歩みを進める。

　エルフール姉妹の主導による国家の運営は、その背後に王であるイラ＝タクトの指示もあり、なんとかその軌道を元に戻そうとしていた。

　しかしながら、描いた青写真のとおりに何事も行かないのが世の常である。

　細々とした小さな問題が実務段階で露見し、それらの対応に迫られるのもまた組織運営の常であった。

「王さまが健在であると、国内外に知らしめます」

「む？　その意図はなんだ？　王が襲撃にあったことを知っている者はかなり限定的だ。そしてそれらの者も王がご無事であったことは知っている。知らぬと言えば……襲撃者である聖女どものみだと思うが」

「その聖女たちが相手です」

「相手を混乱させるのー」

「なるほど。聞くにレネア神光国と言う国家はまだ生まれたての赤ん坊のようなもの。クオリアから強引な形で独立したと言うし、あえて相手の耳に入るよう王の存在を匂わせることで動揺を誘うと言うわけか」

「はい。相手側は王さまを倒したと思っています。そこで王さまが生きていると知れば、少なからず警戒するはずなのです」

「嘘か本当か分からないもんねー」

　マイノグーラ国内の統制に関していえば盤石であり、付け入る隙がないほどに統治されている。

　すなわち今回の作戦は対外的なもの。聖女たちの陣営に情報面から攻勢をかけるのだ。

「相手に対して直接的な損害を与える必要はないのです。ただ注意と動揺を誘えればいい。うまくいけばその隙を王さまが利用しますです」

　王がどのような作戦を考えているかはここにいる全員が知らない。

　ただエルフール姉妹に大きな権限が与えられている以上、こういった手段を取るであろうことも織り込み済みのはずだ。

　聖女たちを揺さぶることが果たして王の援護となりうるかどうかは本人しか分からぬが、少なくとも足を引っ張るということにはならないだろう。

「ふむ、たとえ敵の動揺が誘えずとも損はないというわけか。……む？　少し待ってほしいのだが」

　特にデメリットの存在しない作戦にギアが頷きかけたところで、ふと気がつく。

　解決しなければならない問題が一つあったからだ。

「例えば先の事件──いわゆる襲撃の偽装情報については、王の名でその仔細を布告することによって自然な形で健在を内外に知らしめることはできるだろう。だが王その人が姿を見せないことには疑念が残るぞ。その辺りはどう対策をとるつもりだ」

　正論である。

　いくら王名義で宣言を出したところで本人が姿を見せなくてはその存在を疑問視されるだろう。

　無論国内向けであればそれでも良い。そもそもイラ＝タクトはあまり表に出てこないため人々も気にはしないだろう。

　ただ聖なる勢力は別だ。必ずや調査が入り、姿を見せないとあっては容易にその不在が暴かれてしまう。

　何らかの対策が必要であったが、こちらも問題はない。この件に関してもこの双子の少女は解決策をすでに用意していた。

「エムルお姉さん」

「あっ、はい。何でしょう？」

　あまり会話に参加できなかったエムルがわたわたと顔を上げる。

　自分が入る余地はないなと聞きに徹していたところに、突然虚を衝つかれた形だ。

　そんな傍目からみて滑稽なほど慌てるエムルに対して、キャリアは特に何か感想を抱いた様子もなくあっけらかんとした表情で告げる。

「明日から、お姉さんが王さまです」

「えっ、えええっ!!」

　素っ頓狂な叫び声があがり、会議は更に混乱の様相を見せることとなった。

　………

　……

　…

　数刻ほど経過しただろうか？　相変わらず会議室に詰める面々であったが、先ほどと違ってそこには見慣れない人物がいた。

　いや……見慣れた人物が、見慣れた格好をし、結果として見慣れない容姿となっていたのだ。

「うっ、ううう……私が王の代わりだなんて、恐れ多いですよぉ！」

　開口一番情けない声で鳴いたエムルは、王の変装をしていた。

　王が着ていたものと同じ外套を着たエムルは、半ば泣きそうな声でそう不満を漏らす。

　服装もわざわざ誂あつらえ、流石にここはごまかせないと目元だけを隠す特製のマスクを身に着けている。

　背格好が似ているため、新しい服装を身に着けた王だと言われれば容易に否定することはできないだろう。マスクに関しても、精神が弱い者が王と視線を合わせることは半ば禁忌であるとされているために慈悲深い王が配慮したとしておけばいくらでもごまかせる。

　総評として皆が想像する以上にその姿は王の影武者として合格点であり、後は適当なタイミングでそれとなく姿を見せれば良いだけであった。

「背丈がちょうど似ていたし、仕方ないのです。その格好だと重要書類を触っていても違和感がないし一石二鳥なのです」

「うう、そう言われても……」

　しょぼんとした様子でエムルが気を落とす。

　その様子が以前見たイスラに叱られるタクトそっくりだと思ったキャリアは、もしやこれは予想以上に成果をあげるのでは？　と満足と同時に少しばかり喜びを抱く。

「こら！　しゃきっとせんか！　そんな態度で王の代わりが務まると思っているのか!?」

　だがそんなキャリアの内心とは裏腹に、面倒くさい老人が早速面倒くさい注文をつけ始める。

　これにはキャリアもエムルも顔をしかめて不満を顕あらわにする。

　加えてエムルなどは（そう思うならお前が変装してこの居心地の悪さを体験してみろ）と内心で毒を吐く始末。

　自分たちの命を救ってくれ、その未来に希望を与えてくれた存在。畏敬と畏怖を抱く偉大なる王の姿を借りることがどれほどの重圧となるか。

　とは言え、そんな文句を言ったところでどうにもならないし、そもそも彼女もそこまで気が強いわけではなかったので不満を態度であらわすだけだ。

　そんな態度がやはりいけなかったのだろう。

　面倒くさい男二号、すなわち戦士長ギアが参戦する。

「やはり一番の問題は覇は気きのなさだな。我らが王とは見た目はどうあれ中身は別物だ。俺が知る王は、もっと偉大で魂から震えるものがあった。当然とは言えエムルではその百分の一も真似できていない」

　腕を組みながら評論家のように難癖をつける戦士長。

　まるで自分こそが王のなんたるかを知っているとでも言わんばかりの態度であるが、そんな態度だからこそ迂う闊かつにも踏んではいけない地雷がすぐそこにあることに気がつかない。

「だが胸が薄いのは助かった。無駄にでかいと女性であることがすぐ分かってしまうからな！　はっはっは！」

「──は？」

　普段から控えめでむやみと争いを好まないエムルもこれには一瞬で沸騰する。

　目の前にいる失礼極まりない男がダークエルフの女性に対して決して言ってはならない言葉を言い放った。

　ドスの利きいた言葉とともにギロリと睨んだ瞳はまっすぐギアを突き刺し、隙あらば飛びかかってその顔面に拳を突き立てんばかりの気迫で、体から漏れ出る気配も数倍増しだ。

「……そ、その意気だ。なんだ、僅かだが王の畏怖を真似できるじゃないか？」

「この人、死刑にしていいですか？　影とは言え今の私は王なんですよね？　ならできますよね死刑？」

「じゃあ処刑の命令書くださいです」

「決裁するー！」

　ダークエルフの女性は総じて胸が薄い。

　これは種族的な特徴で、本人たちの努力では如い何かんともし難いものがある。

　ゆえに彼女たちはこの件について触れられると瞬間湯沸かし器の如くブチ切れる。

　賢い男子なら決して触れることのない火薬庫なのである。

「まぁ待て待てエムルよ。こやつはまだ使えるゆえ、死刑にするのはもう少し待ってくれ。王がお戻りになったらさっさと吊ってしまって構わぬからな」

「苦しめながら後悔させるのです」

「首を切って柱に吊るせー！」

　なお付け加えるのなら、マイノグーラが誇る英雄である汚泥のアトゥも胸に関しては慎ましやかであり、ダークエルフ女性たちの気持ちに寄り添っている。

　王であるイラ＝タクトはこういう場合にノーコメントを貫くし、そもそも女性の胸についてことさら言及するのはデリカシーがない行為だとちゃんと認識している。

　むろんモルタール老がこの件で助け船を出す気は一切ない。

　四し面めん楚そ歌かとはまさにこのことであった。

「い、いや……ははは。なんだ、じょ、冗談ではないか。俺はエムルの偽装は完璧だと思うぞ、うん！」

「黙ってくれます？　この件については王がお戻りになってから直談判しますので」

　白々しい誤魔化しを言葉の鋭さだけで黙らせたエムルは、さっさと気持ちを切り替えて王の偽者としての職務をまっとうすることにする。

　こうなってしまっては仕方ない。最後まで己の役割をまっとうするだけだ。

「というか話を戻しますけど、もし誰かに話しかけられたらどうするんです？　私と王じゃお声が全然違うから、喋しゃべると一発で分かっちゃうと思うんですが……」

「その点は大丈夫なのです」

「え、どうして？」

　自らの疑問に当然のように返すキャリアに思わず首をかしげてしまう。

　容姿に関しては業ごう腹はらだが認めよう。顔についてもマスクがあれば問題はない。

　だが声に関しては大きな問題があるはずだ。

　流石に彼女も王の声真似までは不可能だし、そもそも声質が違う。

　と思ったのだが……。

「王は知らない人とは喋らないからです」

「こみゅしょー！」

「…………そ、そう」

　問題の解決は予想外のところでなされていた。

　何とも言えない空気がその場に蔓延する。こうして会議は少々締まらない形で終わる。

　これ以上余計なことを言っては墓穴を掘ることになる。

　未だ混乱下のダークエルフたちといえど、その程度の配慮に気が向く程度の余裕はあった。
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第三話　　乙女覚醒




　理想とは叶わぬものなのだろうか？　あらゆるものは犠牲なくしてはなし得ないものなのだろうか？　有史以来、聖女という存在はその成り立ちにおいて必ず何かを神へと差し出している。

　ソアリーナがエラキノに対してある種の執着を見せている理由は、その犠牲によるものだ。

　同じく、フェンネもまた自らが聖女として神に選ばれた時に犠牲を捧げている。

　ただ幸福になりたいと願うことは、それほどまでにいけないことなのだろうか？

　せめて人々が苦しみや悲しみを得ることなく平穏に暮らしてほしいと願うことは、これほどの試練を与えられるに相応するだけの過ぎた願いなのだろうか。

《顔伏せの聖女フェンネ》は、誰も知らない問いの答えを探しながら、ぼんやりと聖騎士団長フィヨルドの報告に耳を傾けていた。

「以上です。ここ数日における周辺国家の動向の中で、特に重要なものをお伝えしました」

　残りは我々で処理すると語る眼の前の男は、どれほど信頼に足るのだろうか？　結局のところあれほど息巻いた聖騎士団員殺害事件の解決もできず、ただ問題が後から後から押し寄せてくる。

　こんな時に、一体自分は何をしているのだろうか？

「ドラゴンタンで破滅の王イラ＝タクトの健在が確認された……ね。それは本人なのかしら？」

「恐らく偽者でしょう。国内の混乱を抑えるには一番てっとり早い手です」

　思索を挟まずして答えが返ってくる。

　すでに聖騎士団内で検討した内容だったのか、はたまたはじめから指摘を想定していたか。

　人の機敏にはそれなりに自信があったはずだが、今の彼からはどのような感情も読み取れない。

「フィヨルド。その情報源はどこからのものなの？　聖騎士団は忙しいと聞いていたのだけれど」

　ヴェールの下からフェンネの視線がフィヨルドを射抜く。

　どこか問いただすような言い草であったが、当の本人はさして気にした様子もなく答えた。

「ドラゴンタンは以前よりクオリアとの交流が深かったですからな。マイノグーラの支配下に置かれたとは言え、未だに情報を入手する手段はいくつか残っております。今回はそちらからとなります」

「そう……」

　フィヨルドはフェンネがヴェールをそっとずらし片目で直接自分を見ていることに気がつき、驚く。

　今まで決して素肌を晒すことのなかった彼女の突然の行動と、その下にわずかに見える嗄かれた肌を目に入れてしまったからだ。

　予想外のそれに一瞬ぎょっとしたフィヨルドだったが、慌てたように取り繕う。

「い、いかがなされたか？」

「いえ、何でもないわ。忙しい中、迷惑をかけるわね。引き続き調査に向かって頂戴。……特に破滅の王が本物かどうかの情報がほしいわ。できれば早いうちに」

「承知いたしました。聖騎士団以外でも有能な者が幾人かおります。それなりの報酬を求める者たちですが、声をかけてみましょう」

「ええ、よろしく頼むわね」

　報告が終わったことでフィヨルドが退室する。

　その後に残るは顔伏せの聖女フェンネと、あとは静寂のみ。

「確認できたかしら？」

　だが不思議なことに、フェンネは誰もいないはずのその場所でまるで同席者に問いかけるかのように口を開いた。




　偽装を解除します




　と同時に、いないはずの同席者の気配が現れた。




　GM：Message

　ゲームマスター権限による情報を要請。




《誉れ高きフィヨルド》が犯人かは不明です。

《誉れ高きフィヨルド》はレネア神光国に敵対していません。

《誉れ高きフィヨルド》は精神汚染や洗脳の影響下にありません。

《誉れ高きフィヨルド》は先の会話で嘘をついていません。




　フェンネは現れた気配に目を向ける。

　彼女が座るソファーの隣、先ほどまで誰もいなかったはずの場所には《華葬の聖女ソアリーナ》と《啜りの魔女エラキノ》が忽然と現れたかのように佇たたずんでいた。

「今、マスターに確認したよ。騎士団長くんはシロ。……つまり、誰かの手先だとかどこかに洗脳されているとか、そういう怪しい点は一切なしってことだよ！」

「そう。彼には悪いことをしたわ」

　遍あまねく全てを魅了するその声音を少しばかり震わせ、フェンネはそう後悔の言葉を漏らした。

「……つくづく惨めなものね、信頼するはずの仲間を疑うのって」

「今の状況を考えれば、仕方のないことだと思います。フェンネさま」

　フェンネの苦悩を慰めるようにソアリーナが言葉をかける。

　気遣いにあふれる言葉ではあるが、それは自分たちを誤ご魔ま化かすものでしかない。

　想いはどうあれ、行動は明らかなのだから。

　彼女たちはフィヨルド個人を疑っているのではない。

　聖騎士団員全てを疑ってかかっていた。

　必ず解決してみせるとフィヨルドが宣言してからすでに数日。犯人はおろか被害者すら分からぬ始末。

　更にはうまく握りつぶされているようだが、また一人被害者が増えている。

　これが自分たちのプライドを守るための聖騎士団による浅はかな隠蔽なのか、それとも何らかの暗躍が行われた結果なのかは定かではない。

　ただ聖女たちはすでに聖騎士団では解決することが叶わぬと、その能力をなりふりかまわず用いて犯人と被害者の特定に奔走していた。

　だがその結果は先のとおり。

　ＧＭの権限をもってしても暴くことが叶わず、ならばと様々な面から行う推論と検証も全てが無為に終わっている。

　フェンネは窓の外を眺める。

　日は高く昇り、小鳥が愛の歌をさえずり、人々の活気の良い声が聞こえてくる。

　至って平和で、平穏で、何の驚異もなく、恐れなどどこにもない理想の国。

　だがこの国は現在、未知の存在によって明確な攻撃を受けていた。

「エラキノ。破滅の王についてはどうなの？　あの状況から復活するとは決して思えないのだけれど……」




　GM：Message

　破滅の王イラ＝タクトの生死について開示要求。




　結果：不明




「イラ＝タクトについては不明だよ。一切の情報が確認できない」

　はぁと大きなため息を吐いてエラキノが首を左右に振る。

　ここ数日はこのように調査三昧だ。あらゆる盲点を埋め、結論を求めようとするマスターと、その結果を聖女たちへ伝えるエラキノは言葉に出さずともほとほと疲れ切っていた。

「不明ということは、生きているということではないのですか？　わからないということはすなわち相手側が何らかの偽装を行っている証拠だと思うのですが……」

「それは違うよソアリーナちゃん。ゲームシステムについてはエラキノちゃんとマスターも完全に把握しているわけじゃないから、プレイヤーが死んだあとにどのような動きをするか分からないんだ」

「そうなのですね」

「それに他ゲームのプレイヤーとそこに強く影響される配下はそもそもこちらから影響を及ぼしにくいんだよ。恐らく、別ゲームのシステムの影響力が強いからこちら側からの干渉が難しくなるんだと思う。この前みたいに直接目の前でやるのなら違うけど、遠隔で何かをするのは不可能っぽいね」

　エラキノとＧＭは自分たちの出自を二人の聖女へと告白している。

　テーブルトークＲＰＧというゲームの能力を持ってこの世界にやってきたこと、恐らく似たような境遇にある者たちが複数存在していること。

　そしてそれら複数の者たちで勝者を決めるゲームが行われているであろうこと。

　はじめは荒唐無稽とも言えるその壮大な話に驚きと疑念を抱いていた聖女たちであったが、ある時をもってその言葉を事実であると確信するに至る。

〝古き聖女の神託書〟の中に、『終末の訪れ』と題された身の毛もよだつ恐ろしい出来事が描かれていたのだ。

　この世界を舞台とした神々の争い。

　半ば眉唾ものや誇大表現とされてきた神託書の予言が本物ならば、この大陸全てを巻き込む争いが起きることを示し唆さしている。

　敗者が全てを失い、勝者が全てを得る。

　人々のためにも、彼女たちは決して負けるわけにはいかなかった。

　すでに賽さいは振られ、その駒は決して後戻りできぬところまで進んでいたのだ。

「結局のところ、どの線から攻めても分からず仕舞いということなのね。十分時間と余裕はあったのに浮かれて死体を確認しなかったのは、恐らく間違いだったのでしょうね」

　珍しく苛いら立だっているのか、フェンネが両の手を握ったり開いたりしながらつぶやく。

　その言葉に意気消沈したかのようにソアリーナが顔を伏せ、彼女を気遣うようにエラキノが慌ただしく席から立ち上がる。

「でもでも、ソアリーナちゃんのつよつよな攻撃はイラ＝タクトにばっちり効いたんだよ。エラキノちゃんも見ていたけど、あれで生きているはずがないよ！　ねっ、ソアリーナちゃん？」

「はい、間違いなく神の炎はかの破滅の王を焼き尽くしました。それは確実です。ですが……もしかしたら」

　死体を確認しなかったのは落ち度と言えば落ち度である。

　だがあの状況で誰がイラ＝タクトの生存を疑えようか？

　絶対的な殺意と暴力をもって攻撃を加え、それは寸分たがわず相手に突き刺さったのだ。

　そこに疑問を差し込むのであれば、そもそもこの一連の計画は崩壊する。

　イラ＝タクトは間違いなく死んだ。間違いなく殺した。それが彼女たちが下した判断である。

　しかし、いまやその判断は土台から崩れ去ろうとしている。

「イラ＝タクトが生きているかどうかは不明。ただ何らかの脅威が存在していることは明らか。どうして聖騎士団員を個別に狙うだなんて回りくどいやり方をするのか分からないけど、敵がすぐそこまでやってきているのは確かよ」

　すでにＧＭの能力を使ってレネアにとって脅威となる勢力の調査は済んでいる。

　クオリアもエル＝ナーも現状では様子見の状況で、他の暗黒大陸の大小様々な国家や民族でも自分たちに敵対行動をとっている存在はいない。

　となると、消去法で答えは一つに絞られる。

　システムによる干渉が発生し、思うように情報を得られないマイノグーラのみだ。

　もはや放置しても脅威になりえないと捨て置いた国が、今は不気味なまでの存在感を放っている。

「一体何が今回の事件を引き起こしているのでしょうか？」

　今一番考えられる状況は……他にイラ＝タクトの配下が存在していた。というものだ。

　破滅の王の由来がシミュレーションゲームであることは暗殺時に確認済みの情報だ。彼女たちが手に入れた《汚泥のアトゥ》はその中で英雄というカテゴリに押し込められていたが、もしその英雄がまだ他に残っているとしたら、破滅の王に成り代わって国を動かしている可能性はある。

　そのようにエラキノがマスターより伝えられた推察を聞き、聖女たちの表情が曇る。

　英雄が残っているなど、それが破滅の王に成り代わって国を動かしているなど、そんな話は聞いていないという思いが浮かぶ。だがそれを指摘したところで何かが変わるはずもない。

　寧むしろＧＭもエラキノも、そして二人の聖女も……。

　散々情報を与えられ、更には情報を得られる立場にいながらその点について注意が届かなかったのが一番の問題であった。

　全てを知る能力があるからと言って全てに最適な解を出せるとは限らない。

　おぼろげだった敵の存在が、じわじわと形を作っていく。

「エラキノちゃんたちゲームの存在は、それぞれが激ヤバで激つよな能力を持っているんだ。その中でもマスターが使ってる《裁定者》としての権能は向かうところ敵なしなんだけど。それは他がよわよわってことにはならないんだよね……敵がまだ残っているとしたら早く対処しないと」

　事実、破滅の王襲撃の際にエラキノは際どいところまで追い詰められた。

　ダークエルフたちも銃器によって武装していたし、イラ＝タクトもあの状況下で瞬時に自分たちに対応してみせた。

　僅きん差さの勝利ではあったがゆえに、決して楽観視はできない。

　エラキノの独白に、二人の聖女は危機感を募らせる。彼女たちが乗り越えるべき試練は、未だ終わることなく続いている最中であった。

「さしあたってまずいのは、今後もマイノグーラが活発に活動することだよ。えっと……破滅の王をちゃんと倒したって実績がとっても大事なんだよねフェンネちゃん」

「そのとおりよ。破滅の王が率いし国であるマイノグーラが健在となると、私たちの正当性が疑われるし、万が一破滅の王が生きていたとなると全てが前提から崩れ去る。そうなってしまえば私たちは虚偽の宣言で国を興した扇動者。破門の上に命を狙われるでしょうね」

　レネア神光国は破滅の王を退け、世界を襲う脅威から未然に人々を守った功績をもって国興しを半ば黙認されている。

　神話レベルの偉業である破滅の王殺しが失敗であったとなると、彼女たちの立場は途端に危うくなる。

　それはマイノグーラの活性化でも同様だ。もっとも神に近しい信徒である聖女に過ちは許されない。疑いの目をかけられることですら、彼女たちにとっては手痛いダメージとなりうるのだから……。

　だが彼女たちの協力者は神の信徒だけではない。魔なる者もまたその仲間であり、それこそが光明とも言えた。

「まっ！　どっちにしてもまだまだエラキノちゃんたちのターンは終わっていないの！　なんせこちらには前とは違ってすご〜い切り札が存在するんだからね♪」

「切り札？　それは何なのエラキノ？」

「ふふふ、あれだよあれ、あれあれ！」

「「……？」」

　二人の聖女が同時に首をかしげる。その様子がどこかおかしかったエラキノはぷっと小さく吹き出すと、今までの空気を吹き飛ばすかのようにことさら大げさにおどけてみせた。

「というわけで、早速ゲストを呼んじゃいましょう！　マイノグーラよりお越しの、汚泥のアトゥちゃんです!!」

　ここに至り、エラキノはとっておきの切り札を切ることにしたのだ。

　………

　……

　…

　夢を見ていた。

　暗い暗い、闇すら存在しない暗黒の奥底で誰かに語りかけられる夢だ。

　それはとても巨大で、とても恐ろしく、ただどこか戸惑っているようで……。

　それは自分に何を言ったか？　なんとか思い出そうとするが、記憶がひどく曖昧で霧がかったように明瞭としない。

　ただはっきりと分かることがある。

　その何者かの言葉は、どこか優しい気がしたのだ。

「……ここ、は？」

　アトゥの意識が覚醒する。

　何か大切な夢を見ていた気がするが、一向に思い出せない。

　その代わりこの状況を理解しようと辺りを見回し、ようやく自分が置かれている境遇と環境を理解した。

「──お前たちは！」

　憎悪の言葉が走る。

　同時に真っ先に目の前でヘラヘラと軽薄な笑みを浮かべる魔女を突き殺してやろうと触手を伸ばすが……だが刹那、その攻撃性は不可思議な力によって霧散する。

　攻撃を止められたのではない。アトゥは自らの意思で攻撃をやめた。

「あー、ダメダメ。アトゥちゃんはエラキノちゃんたちの仲間になっちゃったんだから攻撃なんてできっこないよ。いわばＮＴＲネトラレ！　だからもう過去の男のことは忘れて、新しい友だちと仲良くしよ？　ほら、みんなアトゥちゃんのこと待ってたんだから♪」

　チラリと辺りを見回す。

　周りにいる聖女が自分を油断なく見つめているのを確認し、記憶を遡さかのぼる。

　自らの主を手にかけてしまったという後悔と、同時に憎いはずの彼女たちが仲間だという実感。

　そしてマイノグーラはもはや自分の戻る場所ではなく敵地であるという確信に至り、アトゥは自らが何らかの能力をもって所属を変更させられたのだと理解した。

「反へ吐どがでますね。……攻撃を行えないどころか攻撃の意思すらわかない。いい気分でしょうね。そうやって相手の尊厳を踏みにじるのは」

「さぁ、どうかな？　ただエラキノちゃんたちだって必死だったのさ。夢を叶えるためには力と実績が必要で、手頃なところに転がっていたそれに危険を承知でベットした。結果全てを手に入れたってだけの話♪」

　互いの言葉に棘とげはあるが、張り詰めたような緊張感はすでになかった。

　強しいていうのであればあまり相性の良くない仲間同士が会話を始め、周りが少し意識していると言ったところか。

　システムがもたらす恩恵は絶対である。

　エラキノが持つ固有の能力である《啜り》によって完全に聖女陣営の所属となったアトゥは、反抗的ではあるものの完全に彼女たちの味方となっていた。

「力と実績……トロフィーになったつもりはないですが、まぁ今の私は囚とらわれの身。そういえば仲間だから囚われているわけでもないですね──それで、わざわざこうやって意識を呼び覚ましたのですから、何かさせたいことがあるのでしょう？」

「ふっふっふ。察しがいいねアトゥちゃん」

　思わせぶりなその言葉にアトゥは嫌そうな顔をする。

　碌ろくでもないことなのは明らかで、面倒ごとの予感がしたからだ。

「実はね！　君のかつての主、破滅の王と彼が支配するマイノグーラについて教えてほしいのさ!!　君たちが持つ能力を！　破滅の王としての権能を！　そしてプレイヤー、イラ＝タクトの全てを！」

　ギリと歯ぎしりをする。エラキノの態度がひどく癪しゃくに障さわった。

　アトゥはそもそも拓斗の生存に疑念を抱いてはいない。彼を傷つけたという罪悪感と後悔はあったが、あの程度で死んでしまったとは到底思えなかったのだ。

　彼女が持つ拓斗への信頼は絶大である。

　だが同時にマイノグーラ陣営が持つ能力の全て……拓斗の能力が明らかにされることの重要性も強く理解していた。

　もし彼女がいまだマイノグーラ側であったなら致命的なその状況に顔を青ざめさせたことだろう。

　しかしながらいまやアトゥは聖女たちの仲間。

　むしろ自分と仲間のためにその情報を洗いざらい打ち明けることに抵抗はない。

「もちろん答えてくれるよね？　だってエラキノちゃんとアトゥちゃんは仲間なんだから」

　ただ仲間だったとしても……エラキノが浮かべるどこか見下しているかのようなヘラヘラとした薄気味悪い笑みは、アトゥに強い嫌悪感を抱かせた。
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「それでですね。拓斗さまはこうおっしゃったのです。『別に、アトゥは一緒にいてくれるだけでそれでいいよ』と。その言葉を聞いて私はやっぱり拓斗さまは世界で一番かっこよくて素晴らしいお方だとその忠誠心を──」

「ねぇアトゥちゃん……」

　一人の少女による盛大な演説が繰り広げられている。

　それは先ほどから止まることはなく、次から次へと終わることなく続いていく。

「ああ、素晴らしいと言えばこの話もありました。私が将来を見据えて料理を勉強しようと一大決心した時の話です。こっそりと練習していたのですが拓斗さまがどこからか聞きつけてきて私の手料理を──」

「アトゥちゃん？　ねぇアトゥちゃん！」

　一回目は控えめに、そして次は少しだけ強い口調で。

　困惑した魔女による物言いが先ほどから入れられるが、ヒートアップしたその演説は止まることなく、寧ろより熱狂度合いが高まっていく。

「それで上手にできなかった私に拓斗さまはこうおっしゃったのです。『アトゥが作ってくれた料理ならなんだって──』」

「いい加減話をやめろぉ！　この色ボケがぁ!!」

　演説の高まりが最高潮に達した時、同じく怒りが最大に高まったエラキノの怒声で誰も求めていないアトゥのお喋りがようやく止まる。

　いや、仕方なく止めたと言った方が正しいだろう。

　現に彼女は楽しいひと時に水を差したとばかりに嫌そうな視線をエラキノへと向けたのだから。

「……あら？　まだいたのですか魔女」

「魔女じゃない！　魔女だけど……エラキノって名前があるんだからちゃんと名前で呼ぶこと！」

　バンバンと机を勢いよく叩きながら叫ぶが、対するアトゥにはご覧のとおり梨の礫つぶて。

　彼女はここに来てエラキノからイラ＝タクトの情報を求められるや否やひたすら彼との思い出話に花を咲かせていたのだ。

　さしもの魔女エラキノもこれには辟へき易えきとしてしまう。

　我を忘れて怒りのまま叫ぶのも無理はないだろう。

　なお対するアトゥは悪びれた様子もない。当然反省もしていない。

「それでどうしましたか魔女？　いまとても良いところだったんですよ。せっかくこの私が直々に拓斗さまとのほのぼの仲良しエピソードを教えてあげようというのに無粋極まりない。そもそも拓斗さまのことを聞きたいと言い出したのは貴女たちでは？」

「いや、まぁそうだけどさ。聞きたいのはそういうおノロケ話じゃないんだよなぁ……ってか！　アトゥちゃんはエラキノちゃんたちの陣営でしょ!?　何で寝返ったのに敵であるイラ＝タクトとの思い出話をのんきに喋ってるの!?」

「敵味方に引き裂かれてもなお惹かれ合う男女……ロマンチックでありだとおもいませんか？」

「こ、この恋愛脳がよぅ……！」

　エラキノの頭に筋が入る。

　一見して笑ってはいるが頬が引きつっておりそもそも目が笑っていない。

　大切な友人が荒ぶる姿を見かねて隣に座っていたソアリーナが慌てたように宥なだめすかすが、それでもなおエラキノの怒りは収まる様子はない。

　そんな魔女に対して同じ魔女であるアトゥは胡う乱ろんげな視線を向けると、何についてか分からぬ大きな大きなため息を吐き、まるで無知な愚者に教え聞かすかのように先ほどからよく回る口を再度開く。

「まぁ確かに私はすでに貴女たちの味方。口惜しいことに拓斗さまとは敵同士。そこに違いはありません。戦場で一度相まみえれば一切の慈悲なくその刃を突きつけるでしょう。ただ！　申し上げるのなら！　私が拓斗さまに抱くこの想いもまた本物なのです！」

「エ、エラキノちゃんは非常に不安になってきた……」

　聞いてもいない宣言を行いドヤァっと胸を張るアトゥ。本人は満足げであったが、とうのエラキノはすでに限界だ。

　ついには頭を抱えてその場でうずくまってしまう。

　隣で彼女を励ますソアリーナもこればかりはどうしようもない。

　こんな頭お花畑な娘の夢見心地な妄言を聞くために呼んだのではないのだ。話は一向に進んでいなかった。

「で、先ほどから煩うるさい魔女はおいといて。そこの聖女。貴女の方が話ができそうですね。何か質問は？　拓斗さまのことに関してのみ答えて差し上げます」

　エラキノが強制終了してしまったことを良いことに、次の矛先は隣で第三者を決め込んでいた聖女へと移る。

　質問が自分に投げかけられたことにソアリーナはビクリと肩を震わせる。

　思わず助けを求めるようにフェンネへと視線を向けるが、彼女は少し離れた場所で壁にもたれ掛かりながらこちらの様子を観察するばかりで一向に会話に入ってくる気配はない。

　ここは正念場だ。質問内容に気をつけなければまたぞろ一人劇場が始まってしまう。

　恋する娘の演目はすでに聞き飽きた。重要なのは今後の自分たちの命運を左右する戦略的な情報であった。

「えっと、まず破滅の王が生きているかどうかを知りたいのです。貴女の考えを──」

「生きています」

　吟味に吟味された質問が終わるより早く、その答えは明確なまでに返ってきた。

　先ほどのノロケぶりとは打って変わって真面目な様子だが、その発言を読み解く限りアトゥがイラ＝タクトの生存に確信を抱いているのは特段不思議なことではない。

　視線で先を続けろと言われ、思案する。

　次は何を聞くべきだろうか。そもそも彼女は何をもってしてイラ＝タクトの生存を確信するに至ったのか。その点に関しては聞いてみたいところだ。

「……理由はー？　あの状況で生きてるわけないじゃん。そもそもどこかの誰が心臓ぶち抜いたんだっけ？」

　少しばかり回復したエラキノがソアリーナの代わりにすぐさま鋭い指摘を投げかける。

　ここまで断言するということは、何らかのからくりが間違いなく存在するはずである。

　確かに心の臓を貫き焼き尽くした。その中で生存するとは果たしてどのような仕組みや能力を用いたのか。

「拓斗さまが生きている理由ですか？　理由は……強いて言うのならば拓斗さまだからですね。それ以外にありません」

　だが答えにならない答えが返ってきた。しかも都合の悪い部分は完全無視。それどころか無駄に自信満々だ。

　またこれだ。仲間であるがゆえに嘘をついているという可能性も低く、どうやら本心からそう思っている様子。

　これではどうしようもない。

「理由になってないぞぉ……それにしても、破滅の王の尖兵たる汚泥の魔女がこうも色ボケ恋愛脳だったなんて、エラキノちゃんはショックだなぁ。それで今までよくお仕事できたね♪」

「私は常に完璧に責務をこなしてきましたよ。一度たりとて失態や我が儘で拓斗さまを困らせたことはありません」

「ほんとぉ？　絶対ウソでしょそれ……」

　彼女たちは勘違いしているが、そもそもこれがアトゥの素すだ。

　英雄という役割があることで、ある程度の自制が効いていたのだが、今やそれもない。

　英雄としての責務も配下としての義務も、魔たる者としての本能も存在しなくなった彼女は今やただのイラ＝タクト大好きっ娘でしかない。

　使えると確信し満を持して投入した手札であったが、とんでもない誤算であった。

「あ、ついでに申し上げるのなら。拓斗さまが生きていることは確実ですが、その方法を私は一切知りません。これは嘘や偽りではありませんし、今や貴女たちの仲間である私にそれを隠す必要などどこにも存在しません。むしろ私がどうやったのか知りたいくらいなので悪しからず」

「では破滅の王イラ＝タクトは、貴女に決して知られることも明かすこともなく、何らかの方法であの状況から生還もしくは復活したとおっしゃるのですか？」

「ええ、私も驚きですが拓斗さまなら可能でしょう。流石拓斗さま、敵ながらあっぱれです！」

　どこかうっとりした表情で虚空を眺めるアトゥ。

　また自分の世界に入りそうになる夢見る娘を必死でこちらの世界に呼び戻すための言葉を思考の海から絞り出そうとするソアリーナは、あまり配慮が行き届いていないと理解しながらも彼女が一番反応するであろう言葉を口にする。

「あ、あの！　アトゥ……さんが知らないとおっしゃるのであれば、やはり本当は破滅の王は滅んでいるのでは？　その、貴女には酷な話かもしれませんが」

「ではどうして皆さんは私の助言を求めているのですか？」

　その言葉で、先ほどまでのやり取りでどこか浮ついた気分だったある種の熱が急速に冷やされる。

　彼女の言うとおり、当初の予定を外れて汚泥のアトゥから助力を求める時点で緊急事態だ。

　指摘にすぐさま答えられる者がこの場にいないことが、アトゥの言葉の正しさをこれでもかと証明している。

「もし本当に破滅の王イラ＝タクトが滅んでいるのであれば、皆さんは順風満帆に国家の運営を続けることができたでしょう。多少の抵抗があったとしても貴女がたが使ったあの卑怯な技の前に敵はいません。そして私もあのまま夢に微睡まどろみ、決して目覚めることのない人形として終わりの日まで過ごしていたはずです。違いますか？」

　違わない。何も違わない。

　今までその破滅の王に対してのろけていたお前がそれを言うか？　という気持ちは多分にあったが、だとしてもアトゥの指摘は正せい鵠こくを射ている。

　むしろどこまでも否定できぬその指摘の正しさが、彼女たちに置かれている状況の危険性をまざまざと見せつけてくる。

　薄暗い、決して光の下に出てこぬ闇が、どこからともなく近づいてくる気配がする。

　理解できぬという単純な感情は、彼女たちに不気味な恐怖を与えるに十分であった。

「そもそもです。ご存じないでしょうから伝えておきますが、『Eternal Nations』では指導者が敗北すると同時に国家も消滅する仕組みです。すなわち、マイノグーラが存在していることそのものが、拓斗さまがいまだご健在な証拠なのです。ああっ！　拓斗さま、私がいなくて寂しがっていないでしょうか？　私は寂しいです拓斗さま!!」

　再度拓斗への愛を語りだしたアトゥ以外の全員が、驚愕に唖然とした。

　今彼女はなんと言ったのか？　まるで当然のように語られた言葉は、半ばその事実を予想していたエラキノたちをもってしても、受け止めるのに少々時間がかかった。

「おや？　ああ、どうやら知らなかったようですね。良かったですね、これで破滅の王の健在は確定されました。……で、どうされます？」

　冷酷な視線がエラキノたちを射抜く。

　非難や否定ではない。単純に問うているのだ。

　世界に破滅をもたらす存在を前にして、次はどうするのかと？

「拓斗さまは、強いですよ？」

　ただそれだけの言葉に、エラキノたちは何も言えず一瞬気け圧おされてしまっていた。

「だとしてもだよっ！　エラキノちゃんたちはこの事件を解決しないといけないの！　イラ＝タクトが生きていたとしても、負けるわけにはいかないってわけ！　分かる!?　負けられないの！　絶対に!!」

　癇かん癪しゃくをおこしたエラキノがヒステリックに叫ぶ。

　その言葉にアトゥは何かを考える素振りを見せると、やがて「うーん」と可愛らしい声音で顎に人差し指を当てながら何もない天井へと視線を移す。

「普通に不可能なのでそうそうに降参してはどうでしょう？　一応仲間の誼よしみとして助命の嘆願くらいはしてやります。拓斗さまも私のお願いならいくらか聞いてくれるでしょう。拓斗さまにとって特別な私からのお願いだから聞いてくれるんですよ？　よって今ここで咽むせび泣いて喜び感謝なさい、私が貴女たちの仲間であることを」

　揺るぎない。

　完全にイラ＝タクトが勝つと思っている。

　そして自分はちゃっかり許され助けてもらえると心から信じている。

　その曇りなき眼はイラ＝タクトを一切疑っておらず、寝返った先で仲間となったはずの自分たちの敗北を確信している。

　その自信がどうにも腹だたしい。

　もう限界だとばかりにエラキノは思いつく限りの嫌味を並べ立てる。

「そもそもアトゥちゃんはイラ＝タクトを裏切ってここにいるんだよね？　エラキノちゃんたちの力によって洗脳されたとは言え、破滅の王がそんな裏切り者を許すかな〜？　もしかしたらもう愛想つかされてるんじゃない？　他に女作ってるかもかも？　残念でした、振られちゃってかわいそー♪」

「それはありえません。拓斗さまはいつだって私に優しく、私のことを理解して、私のことを受け入れてくださるのです。今回だってきっと全て上う手まくいき、最終的には拓斗さまより心配したよと優しくお声がけいただけるでしょう。どんな時でも私のことを第一に考えてくださる。それが拓斗さまなのです！」

「理解のある彼君じゃねぇんだからよぉ！　そんな乙女の妄想みたいなことになるわけねぇだろ現実を見ろよぉ！」

　テーブルをドカッと蹴り上げる。

　魔女の膂りょ力りょくで蹴り上げられたそれは、有り余る暴力を受けて天井に突き刺さろうとするが……、その前にアトゥの触手によって受け止められる。

「彼君だなんて！　拓斗さまと私はまだお付き合いはしていません！　も、もちろん！　そ、その、そういう関係になれればとはおもっていますが……」

　指先をもじもじとさせながら頬を染めテーブルをそっと元あった場所に戻すアトゥ。

　奇遇なことに相対するエラキノも顔を朱に染めている。だが無論その理由は正反対だ。

「楽しそうだね！　楽しいよね！　人生バラ色だろうね!!　よかったねアトゥちゃん！　お互い命張ってるって分かってるの？　殺し合いなんだよ!?」

「むろん理解の上で言っているのです。貴女たちこそ分かっているのですか？　いま受けている攻撃の正体も何も、一切判明していないのでしょう？」

　図星を突かれた形になった。

　基本的に色ボケ状態の魔女アトゥではあるが、要所要所で鋭い指摘を放ってくる。

　確かにすでにペースは相手側にあるといえるだろう。

　こちらは一方的に被害を受け、後手に回っていると言わざるを得ない。

　まずい状況であるという事実は、いまさら言われずともここにいる全員が承知だ。

「私は許されるでしょうが、皆さんはきっと全員殺されますよ。助ける理由がどこにもありませんからね。私に言わせれば、皆さんこそ当事者意識と危機感が足りません。相手はあの拓斗さまなのですから」

「ならばこそ、私たちは抗わないといけないのよ魔女アトゥ。教えて……貴方が知る限り、イラ＝タクトの手札の中でこの状況を引き起こせる者や方法が存在しているのかを」

　フェンネがようやく口を開いた。

　ヴェールに隠れてその表情は見えないが、何か深い意図をもってようやくこの舞台に上ったようにも思えた。

　アトゥは少しだけ不思議そうにフェンネを見つめ、ややあって先ほどとは打って変わって憮ぶ然ぜんとした表情でその名前をあげた。

「該当する人物が一人います。《幸福なる舌ぜっ禍かヴィットーリオ》。敵国家の扇動と騒乱に長たけた英雄です。かの英雄であれば欺瞞情報などで私たちを混乱させることも容易たやすいでしょう。なお私が一番嫌いな英雄です」

「それが召喚されている可能性は？」

　フェンネが重ねる。初めて明確な情報がアトゥからもたらされている事実に、エラキノとソアリーナも固唾を呑のんで見守っている。

「ないとは言い切れませんが、少なくとも私がいた頃に召喚された記憶はありません。現状の施設と研究度で生産はできるので可能性は捨てきれませんけどね。……ただ、私は違うと思いますが」

　イラ＝タクトの生存確信と同様に根拠のない勘によるものだ。

　だが今の所はその情報であっても十分である。この状況を引き起こせる英雄が相手側に存在する可能性があるという事実が明確にされただけでもこちらは一つ真実に近づいたことになるのだから。

「他に懸念すべき点は？」

「重要なものがいくつかあるので後ほどお伝えします。……どうにも皆さんは楽観視がすぎるようですから私も心配です」

　アトゥは少し考えながら、目の前の娘たちが持つ言いようのない危うさに想いをはせる。

　この相談を受けた時、自分と拓斗が『Eternal Nations』というシミュレーションゲームの能力を有した存在であることは教え伝え共有してある。

　だが表面的なゲームシステムの特徴以外にも彼女たちが知らない様々な事象が存在しているのだ。

　例えばマイノグーラがブレイブクエスタス魔王軍がもたらした金貨によって急速に揃えた軍事力。例えばフォーンカヴンとの同盟関係と武器供与。例えば満月にその力を最大化させ、狂気とともに無差別な被害を周りにもたらす姉妹のこと……。

　彼女が心から敬愛する拓斗がよしんばあの時に命を落としていたとしても、彼女たちの迂闊さが見逃せぬ火種としてくすぶり続けていたことは確定的と言えるだろう。

　本人たちは入念な準備を整えたと思っているようだが、何もかもが場当たり的すぎた。

　ただ強引に進められる能力があったからこそ、ここまで来られただけの話だ。

「みなさんと私は、まず拓斗さまが未知の方法を用いてこちら側に攻撃を行っていることを理解すべきでしょう。あらゆる状況を疑い、常に対処できるようにしておいてください。これより私も皆さんと行動を常に共にしますので決して離れないように。いまこの瞬間から戦いが始まってもおかしくないのですから」

「……そうね、警戒を高めるのは同意だわ。そして聞かせて汚泥のアトゥ。イラ＝タクトが生きていると仮定して、わざわざコソコソ動く理由は分かるかしら？」

「──まぁ十中八九私の身柄でしょうね！」

　はぁ……と誰ともなくため息を吐く。

　それで終わりだ。これ以上はまたぞろのろけ話を聞かねばならぬだろう。

　否、彼女とて理解していないのだ。イラ＝タクトが何をしてきているかを。

「アトゥちゃんは囚われのお姫さまってわけね。──ならもう少ししおらしくして欲しいものなんだけどなぁ」

「このご時世、そういうの流行りませんよ？」

「どういうご時世だよっ！　ここはファンタジー世界なんだけど!!」

　嫌味も出尽くしたのか、適当に返事をしながらエラキノはいままでにもたらされた情報を吟味する。

　アトゥの言葉は相変わらずバイアスがかかりまくっていたが、だが彼女の身柄を求めてイラ＝タクトがこのような暗躍を重ねているというのはある種正しい推測かもしれない。

　あれほど入念な準備を行って取るに至った破滅の王がそのじつ生きているとは業腹だが、ここに至ってはその事実も受け入れなければならぬだろう。

　イラ＝タクトは生きている。そして今この瞬間もその手をこちらへと伸ばしてきている。その前提で行動を起こすべきである。

　破滅の王は、何らかの未知の手段を用いて彼女たちが持つ絶対的な能力を封殺してみせたのだ。

　でなければ、《裁定者》としての能力を有するこちら側がここまで手こずるはずがなかった。

　エラキノたちが各々考え込む態度を見せていることから奇妙なまでに静かな時間が訪れる。

　そのまま永遠に続くかと思われた沈黙を破ったのは、自然な動きでピンと人差し指を立てたアトゥだ。

　その仕草に全員の視線が彼女に集まる。

「私が知る限り拓斗さまは間違いなく一般人で、《指導者》としての権能以外は物理的な力をお持ちでありませんでした。しかし、今起こっている出来事はそれらを全て否定している」

　アトゥは滔とう々とうと語る。

　イラ＝タクトという人物が持つ危険性を。他ならぬ仲間のために。

　拓斗は……彼は間違いなく一般人だった。『Eternal Nations』の国家指導者としての力を持つ以外はなんの変哲もない、重病によって若く命を落としただけのちっぽけな普通の人間。

　だが本来ありえないはずのことを成し遂げる。それを普通とは決して言わない。

　伊良拓斗は、異常だ。

「用心なさい。拓斗さまは私たちの理解が及ばぬ高みにいて、全てを見通し行動されていると言うことです。そう、敵である私を奪い去るために！」

　一番言いたい台詞を言い放ったアトゥは、むふーっと満足気にソファーへと深く座り直す。話したいことを全て話し終えたのか無駄に機嫌が良い。

「はぁっ……。結局、何も分からず仕舞い。分からないことが分かっただけか。アトゥちゃんの役立たず……」

「いいえ、とても役立ちますよ私は。だってみなさんが生きながらえる唯一の助言ができるのですから。──さっさと降参しなさい。それだけが生き延びる術すべです」

　そう断言し、満足そうに瞼を閉じるアトゥ。

　まだ話は終わっていないとばかりにエラキノが彼女へと質問を繰り返すが、結局この後はイラ＝タクトへの熱い思いを語られるだけで、本当に意味のない時間がすぎるのであった。







第四話　　火事場泥棒




　レネア神光国。

　正統大陸の南部に位置する新しく生まれた国家は、すなわち暗黒大陸と地理上接続していることとなる。

　当然それは暗黒大陸の国家と容易に交流ができることを意味し、比例して領土に関する問題が発生することを意味する。

　いわんや、このような状況下である。様々な思惑が入り乱れ、予期せぬ出来事として現出するのは当然の帰結だ。

「話になりませんね！　もっと偉い人を出してきてください！　貴方ではお話になりません！」

「こ、これは参ったな……」

　部隊を率いる上級聖騎士の男は、目の前にいるやたらと自己主張が激しいフォーンカヴンの人間にほとほと困り果てていた。

　全ての始まりはいつだったか。

　新たな国家が誕生する激動の日からさほど時間を取らず、支配地域の各村落から陳情が山のように送られてきたことは記憶に新しい。

　その中でも緊急性が群を抜いて高かったのが、暗黒大陸との接続地域に現れた未知の怪物に関するものだった。

　最初の陳情は誰からのものだったか、おそらく暗黒大陸と正統大陸を行き来する行商人からのものだったはずだ。

　暗黒大陸付近で未知の魔物を発見したため、聖騎士による討伐を求める。と、このような内容であった。

　発見場所からさほど距離をあけずに小さな村落があったこと、更には確度は低いものの非常に凶悪な存在であることが報告に示唆されていたため、ひどく焦ったことを上級聖騎士の男は記憶している。

（ただでさえ魔物の脅威が残っているというのに、このままでは時間ばかりが取られてしまうではないか！）

　上層部が建国の混乱で身動きが取れない中、慌てて手の空いた仲間の聖騎士や部下の兵士に声をかけて討伐隊を組んだのだが、そこで見た光景は想像を超えたものだった。

　見るだけで精神を汚染されるかのような奇異な化け物共。

　巨大で、凶悪で、どのような生物の特徴からも外れている。

　まるで聖書に記されし異界から湧き出たような異形の者共は、見た目以上の危険性をはらみ、決死の覚悟をもって討伐を行わなければならなかった。

　そのような中で偶然遭遇し、彼らと同じく地域の平定のために魔物の討伐に訪れたと主張するのが、彼らフォーンカヴンの一団であった。

「だーかーらー！　やることが同じなら、国同士で一緒に協力する方がいいと僕は言ってるんです！　何でそれが分からないんですか!?　いい加減にしないと僕も怒りますよ！」

「いや、すでに怒っているような気もするのだが……」

「そりゃ当然でしょう！　本当に分からず屋ですねぇ！」

　参った。

　それがレネアの聖騎士たちが一様に抱く感想である。

　彼らはもとより民の安寧のためにこの地に訪れている。当初より目標は未知なる魔物の討伐であり、なんとか形だけでも整えた準備は全てその目標のために存在している。

　ゆえにこの場における政治的な対応は予想外で、できれば判断を避けたいところであった。

　レネア神光国は聖王国クオリアから枝分かれした宗教国である。

　全てにおいて聖書をもとにした法治が国家の基礎となっており、祖霊を信仰する独自の宗教観を持つフォーンカヴンとの交流は慎重を期す必要性が多分にあったのだ。

「と・り・あ・え・ず！　非公式でも良いので偉い人とお話をさせてください！　このままだと貴方の国も、僕の国も大変なことになるんですよ。あっ、できれば聖女さんと仲良くなりたいので、聖女さんをよろしくおねがいします！」

　仲間がざわめき、慌てて背後に落ち着くよう合図を送る。

　何を考えているのかはわからぬが、神から直接恩おん寵ちょうを賜りし聖女を指名するとは傲岸不遜にもほどがあるとの反応だ。

　仲間たちの怒りももっとも、だがここでこちらから手を出すのは悪手に等しい。暴言や非難も控えるべきであろう。

　彼らにも危機感があり、それは一定の理解もできる。

　先に戦ったコウモリの羽を持つ蛇の魔物を思い出し、この部隊の取りまとめを行う隊長の聖騎士は冷静さを取り戻さんと小さく深呼吸する。

　余計な諍いさかいを起こして使命を忘れるほど、上級聖騎士という存在は無能ではない。

　もっとも、忌き憚たんなく自分に意見をぶつけてくる少年になぜか好感を抱いているという点もあるが……。

「聖女さまはおいそれとお姿をお見せにならない。それに現在は最も重要な時期ゆえにお越しいただくのもまた難しい。貴殿も理解しているかと思うが、そもそも時間が足りぬ。この状況は我々だけで解決する必要があると思うが」

「うーん、たしかに！　わかりました！　じゃあ別に貴方でもいいのでクオリアとフォーンカヴンの取り決めをしましょう！　今！　ここで！」

「さ、流石さすがにそれは私の権限にない！　そんな勝手が許されるわけなかろう！　あとクオリアではなく我々はレネア神光国だ！」

「そうなんですか。どっちにしろ僕はちゃんと権限がありますので大丈夫ですよ。というか面倒ですしここで正式に国交樹立しちゃいましょうか。これだけお話ししたらそれでもういいでしょう」

「いや、だめだろう！　貴殿は良くても我々が問題なのだ！」

「え〜〜」

　いきなり話が飛躍しそうになり、慌てて少年の言葉を止める。

　子供の戯ざれ言ごとだとは思うが、放置するには危険すぎる。

　果たしてこのような子供にその権限があるのか？

　万が一にでもどこかの道楽息子の越権行為だった場合には自分たちの権威にも傷がつく。

　そんな保身にも似た考えが自らの脳裏によぎるが、どちらにしろ是と答える論拠も権利もないのが幸いであった。

　無論外交的対応を保留にしたところで、現実として存在する問題──すなわち未知の魔物がどうにかなるわけではない。

「問題ないと思いますけどね。……でもこれ、正直まずくないですか？　この魔物、想像以上に強いですよ。僕らはなんとか撃破できていますが、この様子だとそれなりに数がいるみたいです。討ち漏らしがクオリアの村に行ったら大変だと思うのですが……」

「クオリアではなくレネアである。だが、それは確かにそうだ。むぅ……」

　少年──ぺぺの話を聞いていた聖騎士たちは思わず仲間や部下に視線を向ける。

　高い戦闘能力を持つ中〜上級聖騎士たちは問題ないが、下級聖騎士や兵士たちの消耗が激しい。

　幸い死亡者や重傷者は出ていないものの、この状況が続けばいずれ犠牲者が出るのは明らかだろう。

　暗黒大陸との接続部は地理的に窄すぼまった狭い形とは言え、手勢で網羅するには広大にすぎる。

　フォーンカヴンの力を借りることができればどれほど助かるか。

　彼らが持つ謎の武器は、一言であれば奇妙であった。

　杖のようなものであるが、先端から破裂音とともに小さな石のようなものが発射される。

　何らかの魔道具の一種であろうか？　だが数十人ほどいる彼らフォーンカヴン軍全員が装備をしている。

　その威力と練度の高さから精鋭部隊か実験部隊だと思うが、部隊を率いる者がこのやけに馴れ馴れしい少年である辺り、違和感の方が強い印象を受ける。

　隊長である上級聖騎士は答えに窮す。

　ここで話にならぬと相手を追いかえすのは簡単だ。

　だが自分たちが新たなる指導者を迎え産声を上げたこの国は、まだまだ不安定な状況に晒されている。

　いくら聖女と神の加護があれど、眼前にある問題がすぐさま解決するわけでもない。

　少なくともかつての故郷であったクオリア本国との関係は緊張を強いられているであろうし、更にはエル＝ナーとの関係も懸念される。

　加えて建国に伴う混乱で上層部からの司令も錯綜気味だ。

　聖女名義の指令書と聖騎士団長名義の指令書が別々に届き、内容も真逆と来ている。

　自分たちも半ば強引に動いており、処罰も覚悟でこの地に赴いてきた。

　だからといって自分の咎とがをことさら増やしたいわけではないし、加えて現状で他国と問題を起こす余力など自国のどこにもない。

　かつて大国であった頃とは違い、いくら暗黒大陸に住まう文化に劣る国家といえど軽視できぬ事情があった。

「とりあえず協力して魔物退治しましょうよ。僕はちゃんと黙ってるのでバレませんよ……」

　なぜか悪巧みをするかのように小声でそう諭してくる少年。

　彼に釣られてかそれとも偶然か、仲間たちも小声で意見を進言してくる。

「隊長……ここは一時的にでも協力した方が。まずもって魔物を退治し、犠牲者を出さないことが優先です」

「いや、信徒の見本たる聖騎士が越権行為など、いくら緊急とは言えこれ以上は許されぬことです！　最低でも国防の権限を持つ司祭様の許可が必要かと」

「それよりも彼らが使う武器です。あの威力は看過できませぬ。すぐさま調査することを具申いたします！」

　三者三様の物言いである。

　否、引き連れた騎士団員の数だけバラバラの意見が持ち上がる。

　急ぎ編成した部隊ゆえに統率に欠ける。

　聖騎士たちは皆一騎当千の猛者もさであるが、どちらかというと個々の任務が多かったため、このような突発的な政治的判断が必要な場面ではあまり使い物にならない。

　無論、この場で隊長を務める上級聖騎士の男とて例外ではない。

　相手が道楽息子かどうか不明ではある。だが一糸乱れぬ隊列を組み、彼の背後で警戒にあたりながら指令を待つフォーンカヴン軍に文化に劣るという評価は似つかない。

　これではどちらが文明国か分からないな。

　あまり褒ほめられたことではないと分かりつつも、差別の心が自然と出てきてしまうほどに男は追い詰められていた。

（くそっ、なぜこのタイミングで魔物などが現れたのだ。　もうあと一月もあれば問題なく対処できていたというのに……）

（正式な共闘は断った上で、互いに何か問題があれば援護するという形で動くか？　戦力の分散は痛いが最悪、村落近辺の防衛と周辺地域の警戒にのみ注力すれば可能だろう）

（しかしながら彼らの武器が問題だ。あれはどのような原理で動いているのか？　彼ら独自の魔法技術だろうか？　少なくともクオリアやエル＝ナーでは聞いたことがない。聖騎士ならまだしも、一般兵では手も足もでないだろう。早急に調査が必要だ）

（玉虫色……この場をうまく誤魔化し、なんとか魔物を退治できるような玉虫色の回答が必要だ。何か、何かないものか）

　最終的に回答の差し控えと問題の先送りという判断が下されようとする。

　早く何らかの方針を定め、まずは魔物討伐に力を注ぎたいという思惑があった。

　だが少しばかり、その判断は遅かった。

「──敵襲!!」

「「っ!?」」

　周辺を警戒していたフォーンカヴン兵士より報告の声が上がる。

　皆が皆だんまり考え事をしていたために良く通ったその声は、この場にいる全ての者の意識を切り替える。

　報告のあった先には、何度か目にした未知なる化け物がこちらへ突進してきていた。

「くそっ！　総員抜剣！　中級と上級の聖騎士は前へ！　神の威光を示すのだ！」

「わーっ！　わーっ！　総員戦闘態勢！　クオリアの皆さんへの誤射だけはしないように！」

「クオリアではない！　我々はレネア神光国である！」

　魔物が放つ心臓が鷲わし掴づかみにされるかのような不気味な雄叫びを合図に、光の国の騎士たちと多種族国家の戦士たちが共通の敵へと狙いを定める。

　かようにして、正統大陸と暗黒大陸の接続地域は混乱を極める様相となってゆく。

　テーブルトークＲＰＧのキャラクターとして制作され、暗黒大陸の抑えとして召喚されたＧＭの監視と管理から外れた怪物たちを原因として。

　混乱は混乱を呼び、状況の緊急性もあってその後はなし崩し的に共闘態勢が取られていく。

　聖騎士たちは己の職務を全うするだけだ。彼らの任務は民の剣であり盾であること。

　その本質はどこまでいっても戦士である。

　だからこそ、彼らを非難することはできない。

　このドサクサに紛れてフォーンカヴンの部隊が旧クオリア南方州地域──すなわちレネア領土まで進軍を行い、素知らぬ顔でそこに居座る算段をつけているなど……想定外にもほどがあるのだから。
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「ぐわーーーっ!!」

　夜も更けた頃合い。フォーンカヴンによる魔物討伐隊の野営地にて無垢で無鉄砲な少年の叫びが木こ霊だまする。

「何で勝手に部隊を動かすような真似をしたんだいこのお馬鹿！　この状況で動くだなんて国を滅ぼしたいのかい!?」

　天幕の中央で正座をさせられ、巨大なたんこぶを頭に作っているのはフォーンカヴンの指導者であり杖持ちのペペ。

　対するは同じ杖持ちで彼の指導役でもあるトヌカポリだ。

　牛頭の老婆は、毎度のことながら突拍子もないことをしだす眼の前の少年に怒髪天を衝つく勢いで説教をおこない、その行動を咎める。

　いつもより容赦がないのは、彼が行ったことの重要性と危険性を加味したがゆえだ。

「いやぁ、ちょっと新しい土地がほしいなって思ったので。このタイミングならイケるんじゃないかと僕の中の悪魔がささやきまして！」

　あっけらかんと言い放たれたその言葉に二の句が継げなくなる。

　そんな適当な理由で軍を進軍させられてはたまったものではない。

　子供がおもちゃを欲しがることとは違うのだ。

　トヌカポリは頭を抱え、フォーンカヴンが突き落とされたこの状況をなんとか反はん芻すうし理解しようと努力する。

（土地は……確かに重要だ！　ドラゴンタンを譲渡した今、フォーンカヴンの支配域は縮小している。マイノグーラから提供された兵器によって国防の見通しもたった今、正統大陸の肥沃な土地は魅力的さね。だが残念ながら理由としては弱いね）

　フォーンカヴンがわざわざここで軍を進める必要性は実のところそう多くない。

　土地に関しては暗黒大陸に手つかずのものが広大に存在しているのだ。

　無論それらは荒廃し作物の育ちが悪い、上等とは到底言い難い粗悪なものだ。

　だがマイノグーラと共同で開発している大地のマナと大地の軍事魔術を利用すれば、それらの肥沃化と開かい墾こんも十分に行えるのだ。

　であればわざわざ火種となる場所に手を出す必要はない。

　確かに未知の魔物についての懸念はあろう。

　かつてフォーンカヴンを苦しめた蛮族の大侵攻を彷彿とさせる現象は、すぐさま調査が必要な緊急性の高い事象だ。

　だからといって聖職者たちの庭先でこれ見よがしにやることではない。

　それどころか、すでに庭の中まで入っての軍事行動だ、問題にならないはずがなかった。

　ペペは馬鹿だ。

　馬鹿で考えなし、目上への礼儀はなっていないし、突拍子もないことをいつもしでかす。

　だが愚か者ではない。

　それどころかフォーンカヴンを率いるにあたって、重要な局面では常に最善の選択を行ってきていた。

　よしんば本人がただの思いつきで行動した結果だったとしても、重大な意味が秘められていたことは枚挙にいとまがない。

　今までそうだった、であれば今回もそうである可能性は高い。むしろあの行動の素早さを考慮するに無策でないことだけは明らかだ。

　その糸口を、トヌカポリはなんとか見つけ出そうと試みる。

「ペペ。何を考えているんだい？　流石にこれ以上誤ご魔ま化かしは駄目さ。そろそろ企みを聞かせな」

「うーん……」

　ペペは天然でありながら類たぐい稀な政治センスを有している。

　そんな彼がここで軍を侵攻させる危険性に気づいていないはずがない。それが直感であれ……いや、直感に優れた彼であるからこそだ。

　であれば必ず持っている。

　この危険きわまりない決断を後押しするだけの材料を。

　聞かせたくないのか、それとも聞かせられないのか。

　何やらうんうんとうなり続けるペペに対して、その口が軽くなるよう、慣れたものとばかりに老婆は追撃を放つ。

「今のマイノグーラはちょっと事情が事情だ。何らかの問題を抱えているだろうに、うかつに動くと相手の機嫌を損ねるよ？　あんたもお友達に嫌われたくないだろう、そこはどう思っているんだい？」

「あっ、タクトくんからは相談の上で直接許可もらってるんで大丈夫ですよ」

　トヌカポリは再度頭を抱える。

　全く大丈夫ではなかったからだ。

　フォーンカヴンは杖持ちたちによる合議によって国家の運営方針を決める。

　件の老人たちはもうすでに隠居気味で、対外交渉や国家の舵取りについては後継者であるペペに任せる腹積もりであることは半ば周知の事実だ。

　だとしても国家の方針をこうもポンポンと決められては流石に問題が多い。

　しかもだ。相手は、かの破滅の王。報告ぐらいはちゃんとせよと言いたい。

（と言うか、いつの間にイラ＝タクト王と会談を持てた!?　かの王は暗殺未遂事件以降、姿を見せていない。臣下たちの拒絶もありフォーンカヴン側ではその行方を把握していない。ペペのお目付役からもそのような報告はないし、どういうことさね）

　むくむくとトヌカポリの中で疑念が湧いてくる。

　まず話の流れをまとめてみる。

　マイノグーラとフォーンカヴンによるドラゴンタン譲渡式典にて、イラ＝タクト王は何者かによって暗殺されかけた。

　その後、かの王の無事は臣下であるエルフール姉妹から内々に連絡を受け確認したが、なぜか側近であるはずのアトゥの存在とともに行方をくらましている。

　ほどなくして聖王国クオリアの南方州が聖女の主導により離脱。レネア神光国と名乗り建国を宣言した。

　同時に正統大陸と暗黒大陸を分断するかのように未知の魔物が出現し始める。

（マイノグーラからの対応を考えるに、全ての情報がフォーンカヴン側に伝えられているわけではないさね。暗殺未遂事件とクオリアでの政変、そして今回の魔物発生は別個の事象かと思っていたが、もしかして繋つながっているのかい!?）

　ここに至り、トヌカポリは真実に到達する。

　厄介ごとがいくつも同時に起こったと彼女は思っていたが、実のところそれらは全て一つの事象だったのだ。

　パズルのピースがはまるかの如く、様々な情報が一つに向かって収束していく。

　と同時に、トヌカポリの心臓はより鼓動を早め、心の中で警鐘がガンガンとかき鳴らされ始める。

　嫌な予想に思い至ったからだ。

　レネア神光国なる国家は、聖王国クオリアを元にする新興国である。

　かの国がどのような性質でありどのような法理を説いているかはわからぬが、少なくとも聖神アーロスを信仰していることは確かである。

　クオリアと同じ神を信仰しているのであれば容易に手を出すことは憚はばかられる。

　かの国は暗黒大陸の国家や民族を下に見ている部分があり、頭が固くプライドに凝り固まった聖職者たちは聖神を信仰しない他国に神より賜りし土地を切り取られるという事実に耐えられないはずだ。

　それがたとえ袂たもとを分かった別の国家だとしても。

　そしてクオリアが動けば同盟国であるエル＝ナー精霊契約連合も動く。

　正統大陸へ手を伸ばすということは、眠れる獅子の尾を踏むことと同義。

　これが先ほどまでトヌカポリが認識していた事実だ。

　だからこそトヌカポリも今回ペペがやらかしたことに血相を変えてやってきたわけだ。

　いくらマイノグーラと同盟関係にあるとは言え、クオリアやエル＝ナーに真正面から敵対して生きのこる術すべはないのだから……。

　だがその前提を覆す道筋が一つだけある。

　例えばそう、報復戦争を行う余裕すらないほどに激しい混乱が聖なる国々にて引き起こされるといった、ある種荒唐無稽なシナリオだ。

　そのような状況に陥るのであれば、むしろここで動かぬことは悪手に等しい。少なくとも後手に回ってはこちらにどんな悪影響が起こるか分かったものではない。

（そうか！　狙いは北部の肥沃地帯じゃなく正統大陸と暗黒大陸の接続地域。大陸北部に蓋をするつもりかい!?）

　トヌカポリは思い出す。

　かつて破滅の王たる存在に初めて出会い、言葉を交わした時の畏おそれを。

　自らの魂が感じた、這い寄るような得体のしれない恐怖を。

　そしてかの王がその瞳の内に抱く、狂気的なまでの排他性を。

　同盟であるがゆえに、少し忘れていたかもしれない。

　相手は世界に破滅をもたらす終末の存在。破滅の王イラ＝タクトである。

　彼が、自らの敵対者にどのような裁定を下すか。

　考えればすぐに分かることであった。

　あれは、自らの敵対者を放置して良しとするような存在では決してない。

　あれは、己おのが敵対者のその身ひとかけらが焼き尽くされるまで止まりはしないだろう。

　それこそがトヌカポリが感じた、イラ＝タクトという存在であった。

「言いな。どこまで聞いてる？」

　トヌカポリは、今度は静かに問うた。

　その瞳はまっすぐペペを見つめ、下手な誤魔化しは決して許さぬと言外に圧力をかけている。

　ペペが描く図を……いや、破滅の王イラ＝タクトが描く図を。

「いやいや。僕とタクトくんは友達ですけど、流石に何でもかんでも知っているって言うわけじゃないし……。親しき仲にも礼儀ありってやつですよ！」

「じゃあ何を聞いているんだい？」

　やがて、ペペは観念したかのように両手を軽く上げると、彼にしては珍しく少し困った様子でその言葉を口にする。

「レネア神光国だっけ？　あの国って、近いうちになくなるんじゃないかな！　文字どおり！」

　まるでそれがすでに決定された事実であると言わんばかりの言葉に、トヌカポリは事態の深刻さが想像以上であったとめまいを覚える。

　クオリアとエル＝ナーが存在する正統大陸。そしてマイノグーラやフォーンカヴン、いくつかの中小都市国家が存在する暗黒大陸。

　その両大陸の接続地点である場所のすぐ側そば、すなわち両大陸の中心にて、全てを巻き込み爆発せんとする破滅の火種が、今まさにくすぶっているところであった。
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第五話　　怪人




　レネア神光国聖騎士団団長、上級聖騎士フィヨルド＝ヴァイスターク。

《誉れ高きフィヨルド》と呼び讃えられ、旧クオリア南方州にて最高の名誉と権限を与えられたその騎士は、かつての威厳と覇気に満ちた表情とは裏腹に、ひどく憔しょう悴すいしきった様子で配下の騎士からの報告に耳を傾けていた。

「一般信徒居住区、第三教区の四番です。連絡が途絶えている下級聖騎士ビークと、候補生のフランコかと」

　場所は聖騎士団本部。今回の聖騎士団員連続殺害事件のために用意された、大広間に作られた臨時の指揮所だ。

　様々な情報が記載された書類が壁に貼り付けられ、鬼気迫る表情の騎士団員や聖職者たちによって情報の精査が行われている。

　南方州における聖騎士団と隷下の兵士や聖職者。彼らの威信をかけた戦いが、今まさにここで行われている。

　その最前線、全ての情報を集約せんと不寝ねずの番と化している男は、決死の努力にもかかわらずまた起こってしまった悲劇にギリと強く歯を鳴らす。

「そう、か……彼らの遺体に関して何か情報は上がっているかね？　ケイマン医療司祭はなんとおっしゃっている？」

「はい、相変わらず火炎によって焼き尽くされております。ただ以前に比べて顔の損壊など冒涜的行為は確認されませんでした。司祭曰く、おそらく純粋に殺害のみを目的にしている可能性が高いとのこと」

　騎士団員の殺害は終わっていない。相手は相変わらず未知なる方法で神の戦士たちの命を奪い、闇から闇へと渡り歩いている。

　聖女たちへの高らかな宣言とは裏腹に、被害だけがいたずらに増えるのが騎士団の現状であった。

「殺害を目的……我々の数を削りに来ているということか？　しかし複数人で警らに当たらせてなお、こうも一方的にやられるとは……目撃者に関しては？」

　問われた年若い聖騎士は静かに首を振る。その代わりに「ただ」と一言付け加え、手元の報告書に視線を落とし内容を確認する。

「周辺の住民に聞き込みをしましたところ、深夜に男性の争う声を聞いたとのことです。おそらくここが殺害時間かと」

　殺害時間の特定は比較的容易に行える。それは毎回のことだ。

　だが目撃者だけがなぜか一切確認できない。それほどまでに鮮やかな手腕とも言えるが、だとしてもなんの予兆も痕跡もないのは不気味にすぎる。

「不審者の情報などでもいい、この時間帯に何かおかしい点はなかったかね？」

「残念ながら。それに人々の間でも聖騎士団員を害する怪人の噂は広まっております。教区担当の司祭が独自に夜間外出禁止令を出していることもあり、この件に関しては他の件にも増して情報は少ないでしょう」

　すでに名と実力のある聖騎士含め十数人がその被害にあっている。

　時として白昼堂々と行われることすらある聖騎士団員殺害は、本来であれば何らかの予兆があってしかるべきだ。

　その殺害の前後に一切痕跡がない。これではいくら聖騎士団といえど相手のしっぽを掴むのは困難を極めるであろう。

　まるで人ではないかのような振る舞い、ゆえに誰からともなく名付けられたそれは……。

「レネアの怪人……か。栄光ある聖騎士団が無様なものだな」

　行き詰まりを感じたフィヨルドは小さくため息を吐いた。

　この頃やけに老け込んだ。

　それは肉体的な面よりも、どちらかと言うと精神的な面によるものが大きい。

　再度ため息を吐く。

　あれほどの啖たん呵かを切った手前、今ここで聖女たちの力を借りることはできない。

　フィヨルドは清廉潔白で信仰厚き聖職者の鑑かがみとも言える人物である。

　だがその体が石でできているわけでもなく、心が鉄でできているわけでもない。

　彼はれっきとした人間であり、名も知られぬどこかの誰かたちと同じように泣き、笑い、怒り、喜ぶ存在だ。

　だからこそ、誰しもが持つような羞恥心が拭い去れず事態がより悪い方へとずるずる引きずり落ちてゆくさまを眺めることしかできない。

　本来であれば、このような己の弱さを律することこそが聖騎士に求められる素質なのだろう。

　しかしながら過ちを犯さぬ人間などいない。

　完全完璧などという言葉や行いは、他ならぬ神の領分である。

　フィヨルド＝ヴァイスタークは他人より心が強いだけの、どこまでいっても普通の人間であった。

「フィヨルドさま……」

　苦悩に満ちたフィヨルドを見て、報告を行っていた聖騎士もまた沈痛な表情を浮かべる。

　聖騎士団の団員たちもまた、同じく人間であった。

　彼らはフィヨルドの判断が間違いであると理解しつつ、彼に異を唱えることができずにいる。

　尊敬する騎士団長を支えたいという強固な仲間意識に加え、その進言を行った際の周りからの目や、責任を押し付けられることへの危惧と保身があったためだ。

　だからこそお互い目を合わすばかりで何も言えず、彼らもまたずるずるとここに来てしまった。

　本来であればこのような問題を避け、軌道修正を図るため告こっ解かいや懺ざん悔げの制度があるのだが……。

　残念なことに今までそれら罪の告白を聞いていた仕事に不真面目で暇な聖職者はおらず、幾ばくかの袖の下を対価に身内の失態をもみ消しその栄光に陰りなしと保証する聖職者もまたいなかった。

　屍しかばねは彼らの足元に横たわっている。

　死したる者は何も言わない。ゆえに彼らが確かに担っていた役割を伝える者は、もはやどこにもいなかった。

　結局のところ聖騎士団の捜査は一向に進んでいない。

　ただ当てもなく穴を掘り、落胆とともに埋め戻す。

　そんな無意味に思える苦行にも似たやり取りを何度も行い、貴重とも言える時間がただいたずらに消費されていく。

　明確に敵対者が存在すると分かっているにもかかわらず。

　答えは薄暗いヴェールに包まれたまま、一向にその姿を見せはしない。

　その間に、仲間は次々と焼かれていく。

「……火か」

　鈍った頭でしばらく報告の内容を反はん芻すうしていたフィヨルドは、気が付かぬうちにポツリとつぶやいた。

　騎士団員は全員が火によって殺されている。

　無論その事実は団員全員が知るところであり、魔なる火に対する聖なる防御手段なども用意している。

　加えて複数で警らに当たらせているのは安全性を高めることもあるが、何より逃げて仲間へと知らせることを想定したものだ。

　今回であれば聖騎士ビークがレネアの怪人と相対し、その間に騎士候補生のフランコが逃げて仲間を呼ぶ手はずになっている。

　無論そのことは全員が承知の上であり、情報の収集が第一であることに異を唱える者は誰ひとりとしていない。

　しかし現実はそれら全ての対策が不発に終わっている。

「相手は知れず、逃げることもできず。我々の監視と警戒の目を抜くように、一方的に……焼き尽くす。一体どのように」

　ただ……。

　フィヨルドには少しだけひっかかるものがあった。

　何かを見落としている。というよりも何か違和感を覚える。

　それが何かは分からない。

　実のところ、彼は破滅の王イラ＝タクトが未だこの世界に留まっているという恐ろしい事実をエラキノより密かに教えられていた。

　この一連の事件が、イラ＝タクトによる魔の手である可能性が高いこともまた、知らされていたのだ。

　だからこそ日に日に奇妙な違和感が強くなっていくことをフィヨルドは焦燥感と共に感じていた。

　もしかしたら自分たちは何か致命的な間違いを犯しているのかもしれない。だがそれが何か分からない。

　魔の手はすぐ目の前までやってきているのに、自分たちにそれを見る術すべは存在していない。

　その事実が、仲間の仇を討てない不甲斐なさが、何よりも歯がゆかった。

「少し休憩してくる。神への祈りも行うので、できれば誰も通さないでくれたまえ」

　目頭を揉もみみながら、フィヨルドは気分を変えるために席から立ち上がる。

　頭を整理したかった。神への祈りを行えば、この頭痛のような違和感も拭えることができるかもしれないと考えたためだ。

　自分が自分でないような、そんな奇妙な感覚の答えを知ることができるかもしれないと。

　フィヨルドはもう何度目かになる、そんな淡い期待を抱いた。

「わかりました、偉大なる騎士フィヨルドさま。その、しばらくでしたら指揮はこちらでなんとかしますので……」

「すまない、頼む」

　年若い聖騎士のぎこちないフォローにすら満足な返しをすることができず、聖騎士団長フィヨルドは指揮所を後にした。

　………

　……

　…

　パタンと扉が閉じられる。

　あれほど大きいと思っていたはずの背中が小さく見え、残された聖騎士は自分の考えを振りほどくかのように頭を左右に軽く降った。

「よしっ、故人の動向を再度洗いましょう。見逃しがあるかもしれません。兵士たちにも市民への調査をもう一度行うよう通達します。今度は多少こちらの事情を打ち明けることも必要かと思いますが皆様はどうお考えか？」

　フィヨルドの穴を埋めるために聖騎士は、なけなしの気力を振り絞り相談を始める。

　今回もまた仲間が減ったため、そのフォローも必要なのだ。

　加えて新たな対策も必要だろう。全てをフィヨルド任せにはできない、少なくとも彼の助けになる案を今のうちにまとめておきたい。

　そう気炎を上げるが、その出鼻をくじくかのように扉が勢いよく開かれる。

「失礼します！」

　現れたのは騎士団に所属する一般兵だ。

　服装から伝令などを主任務とする者と思われたが、やけに息を切らせて慌てた様子を見せている。

　その態度に何事かと視線が集まる。

　伝令の兵士は、自分よりもはるか上の身分である聖騎士たちの視線を受けギョッとした様子を見せると、小さくつぶやいた。

「その、聖王都より……使者が参っております」

　今度は聖騎士たちがギョッとする番であった。

　ついに来たかという思いと、まだ放っておいて欲しかったという思いが同時に交錯する。

　聖王都、つまりは聖王国クオリアからの使者である。

　議題はもちろん此こ度たびの離脱と建国、つまりはレネア神光国に関する詰問であろう。

　ただでさえ敵対者が国内にいる現状でクオリアへの対応をするには問題が多く、万が一内情を知られては内政干渉を受ける可能性すらあった。

　そうなればいわゆる裏切り者である聖騎士団の団員とレネア神光国が迎える末路は悲惨なものとなる。

　彼らはなんとしてもこの問題を隠蔽しなくてはならなかった。

　そのため、もっとも重要な事柄が存在していた。

　すなわち……。

「それで、誰がお越しになったのかね？」

　再度騎士団員たちが驚き、目を見開く。

　そこにいたのは先ほど退室したはずの騎士団長フィヨルドであった。

「フィヨルドさま！　先ほど自室に向かわれたばかりですが、もうよろしいので？」

「ああ、どうやら休んでいる状況でもないようだ。そこの君、私も話を聞こう」

　思わず助かったと内心で胸をなでおろした騎士団員たちを否定することはできない。

　流石さすがにこの場面で何らかの決断を独自に行えるほど彼らは経験が豊富でも胆力があるわけでもない。

　どちらにしろそんな権限もないわけだから、フィヨルドを呼びに行くのは確定事項だったわけだ。

　ある意味で渡りに船と言ったところだろう。

　騎士団員たちは静かに事の成り行きを見守る。

　クオリアが寄越す人物で相手がどの程度今回の問題に介入するつもりかが判断できる。

　相手によってはこちらのコネなどが通じる可能性もある。

　袖の下が通るようであれば、一番良い。

　だが騎士団員たちの興味とは裏腹に、伝令の男は何やら言い淀んでいる様子だった。

「どうしたのだ？　どなたがお越しになったかでこちらも準備が必要だ。突然のことで慌てるのも分かるが、安心して冷静になりたまえ」

「──さま、です」

「ふむ、済まないがもう少し大きな声で頼む」

　小さな声である。身体能力に優れるとは言え、疲労が溜まった騎士団員たちの聴力では聞き取れないような声。

　不思議そうに首を傾げながらフィヨルドが再度尋ねると、ふるふると震えていた伝令の男はやがて意を決したように、今度は大広間にいる全員がハッキリと聞き取れる声でこう叫んだ。

「に、《日記の聖女リトレイン＝ネリム＝クオーツ》さまです!!」

　その言葉に、事態を見守っていた聖騎士や兵士たち全員からざわめきが起こる。

　おおよそ予想しうる限りの最悪の名前が放たれた。

　この状況下において、クオリアの聖女からの接触。

　難題に藻も掻がく自分たちが更に泥中に引きずり込まれるであろうことが確定した。

　今後は更に難しい舵取りが必要になってくる。

　間違えれば亡国は免れぬ。それだけの相手。

　聖騎士たちが祖国が迎える新たな局面に一様に苦虫を噛み潰したかのような表情を見せる中、南方州にこの人ありと謳われた上級聖騎士フィヨルド＝ヴァイスタークもまた同じように眉間に皺しわを寄せ……。

　誰にも気づかれることなく、静かに嗤わらった。
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　騎士団の詰め所にある応接室では、少しばかり緊張した空気が漂っていた。

　一人はフィヨルド。

　誉れ高き騎士と謳われし聖騎士団団長フィヨルド＝ヴァイスターク。

　対面するソファーに腰掛けるのは、齢二桁にようやく達したかと思われるような幼い少女であった。

　可愛らしく結われた三編みに、美しく煌きらめく法衣。

　服に着られていると言った表現が正しいその装いは、彼女のオドオドとした態度も相まってどこか庇護欲をそそられてしまう。

　だがわざわざこの場に案内された者だ。そんな感想を抱いて良い人物ではない。

「ようこそ、おいでくださいましたリトレインさま」

「あ、あう……はい、は、はじめまして、その……フィヨルドさま」

　目の前の少女……そう、少女と言って差し支えない娘こそが《日記の聖女リトレイン＝ネリム＝クオーツ》。《イドラギィア大陸救世七大聖女》の一人で、クオリアに所属する神に愛されし者の一人だ。

　その体躯が隠れそうなほどに巨大な書籍を大事そうに抱える彼女に対し、フィヨルドは挨拶もそこそこに主題へと切り込む。

「此度の来訪、クオリアの意向を携えてのものと思われますが、クオリア中央は如何いかに？」

　まずもって確認しなければならないのはクオリアの考えだ。

　水面下ではすでにクオリアとレネアは交渉を行っているが、あくまでそれは高くても枢機卿レベルでの話。

　クオリアの舵取りを行うのは彼らではない。更に上位の聖職者たちが最終的な判断を行うのだ。

　中央の司祭や枢機卿など所詮は手先でしかない。本体の判断こそ重要であった。

「よ、《依より代しろの聖女》さまは、この件に関して興味がないみたい、です」

　その言葉にフィヨルドは「ほぅ！」と内心の驚きを隠さずに感嘆の言葉を漏らした。

　依代の聖女はクオリアにおいて最も重要な意味を持つ存在である。最初の聖女とも呼ばれる彼女は一部の高位聖職者しか謁見することを許されず、一説によると建国よりクオリアを見守っているとさえ言われている。

　クオリアの国家運営は三人の法王が主導となってその方針を決定するとされているが、何を隠そうその背後にいるのがこの依代の聖女なのだ。

　つまり彼女こそがクオリアの意志そのもの。

　その彼女が静観を選択した。

　まさに僥ぎょう倖こう。神の思し召しと言っても過言ではない。

　だがフィヨルドはその行動に少しばかり疑問を抱く。依代の聖女と面識はないが、いささか奇妙に感じられたからだ。

「しかし依代の聖女さまはなぜ？」

　フィヨルドの言葉にリトレインがビクッと肩を震わせる。

　特に語気を荒らげたわけでもないのにその怯えようにどのように対応して良いものかとほとほと困り果てていると、リトレインは彼女の二つ名の元ともなった大きな書籍──日記を素早くめくり出し、その内容を読み上げる。

「せ、精霊契約連合から、救援の依頼が来たんです。えと、ま、魔女ヴァギアと名乗る者と配下のサキュバスたちによる襲撃で、精霊契約連合は、あう……壊滅しました。依代の聖女さまはそのことにとても悲しんでいて、すぐに対応しろと」

「なんと！　エル＝ナー精霊契約連合が!?」

　どうやらイドラギィア大陸は自分たちが思っていた以上に混乱と混沌に見舞われているようだ。

　エル＝ナーに不穏な空気が流れていたのはフィヨルドとてすでに知っている。

　それどころか市井の民はともかくそれなりの地位にいる聖職者の間では周知の事実だ。

　曰く新たな魔女による侵略を受けている……と。

　だが、たかが魔女一人でどうこうなるような国ではないという信頼もまたあった。

　エル＝ナーには聖騎士と同程度の力を有する精せい霊れい闘とう士しという存在がいるし、何より聖女が存在している。

　領土一面に広がる新緑萌もゆる深き森はエルフたちが最も得意とする地形であり、彼らの庭でもある。

　ありとあらゆる状況が、エル＝ナーの勝利を示していた。

　だからこそクオリア中央も事態を把握すれど積極的に介入することはせずに静観の構えを見せていたのだ。

　聖なる同胞が、得難き盟友が、必ずや勝利を掴み取ると確信して。

　その願いが邪悪の前に脆もろくも敗れ去った。

「──なるほど、それは好都合」

「へっ？　な、何か言いましたか？」

　小さく漏らしたフィヨルドの声を、聖女が持つ超人的な聴覚で耳ざとく聞きつけたリトレインがびっくりした様子で問う。

　その反応にフィヨルドは動揺することなく、言葉を繋つなぐ。

「いえ、それはとんでもない問題が起きたと申したまでです。未だ北方の魔女の行方すらわからぬ現状、さらなる魔女の出現は我々にとっても憂慮すべき事態。世界が確実に悪なるものに蝕むしばまれつつあります。我々聖なる神の使いが世界の守り手として奮戦せねばならぬ時でしょう」

「えと……そうですね」

「さて、リトレインさま。もう少し詳しい話をお聞かせいただきたい。何分我らには情報が不足しております。ここで情報共有をし、邪悪なる存在への対策としましょう」

「は、はい……」

　若干歯切れの悪い返事にふむと頷き、フィヨルドはこのどこか気の弱そうな少女の真意を探るため話を続けた。

　………

　……

　…

　いくらか重要な情報を入手し、代わりに相手が求めているであろう情報を渡す。

　幼いリトレインが全て覚えられるとは思わぬし、万が一漏れがあっても問題だ。

　ただ彼女から聞いた情報は、世界が危機的状況下にあることを知らせている。

　よもやエル＝ナー精霊契約連合が落ちるとはフィヨルドも思っておらず、今後の対応に関して修正を余儀なくされるだろう。

　しかしながら時間はわずかばかりだが残されているようにも思えた。

　正統大陸においてクオリアとエル＝ナーの領土は隣接している。

　だが実際には間に巨大な山脈が両国を分断するかのように連なっているのだ。

　このため交流は山脈を突っ切る細く険しい道をゆくか、山脈北部もしくは南部をぐるりと迂回する形でしか行えない。

　クオリアが満足な情報収集を行わなかったのもこれが原因の一つであり、その地理的要因はそのままクオリアとエル＝ナーを隔てる天然の要塞と化している。

　つまり敵に落ちたエル＝ナーがこちらに手をのばすとしても、自然と行軍に時間のかかる迂回ルートしか存在しないのだ。

　ただ暗黒大陸方面を経由して移動する南ルートを取られた場合、真っ先にぶつかるのはこのレネアになるのだが……。

（とは言え……まず考えるべきは別だ）

　対応しなくてはならぬ問題が山積されるのはすでに承知のこと。その問題が一つ二つ増えたところで今更どうしようもない。たとえそれが生まれて間もない国家にとって致命的であってもだ。

　フィヨルドはどこかある種の冷酷さをもって、まず目の前の問題を一つ片付けることにした。

「なるほど、重要な情報感謝いたします。しかしながらリトレインさま。貴女さまほどのお方がわざわざ出向くほどのことではありますまい。よろしければ、こちらにいらっしゃった別の要件をお伺いしたい」

「あっ、えっと」

　彼女からもたらされた情報はどれも重要なことばかりであった。

　だが弱い。南方州が離脱し聖女が二人消えた中で、クオリアが保有する戦力はひどく少ない。

　依代の聖女は中央から動かないことで有名だ。である以上、争いの矢面に立つのはこの日記の聖女だ。

　精霊契約連合が敗北し、支配されたということは、すなわちかつての仲間であるエルフたちがそのまま敵に回るということ。

　無論、精霊契約連合に所属していた三人の聖女も含めて……だ。

　わざわざレネアに状況を知らせ協力を求める程度のことで、クオリアが保有する唯一の決戦兵器とも言える聖女を動かす理由がどこにもなかった。

　であれば本旨は別にある。

　例えばそう、目の前の少女が持つひどく個人的な事情など、だ。

「あ、あの……上級聖騎士ヴェルデルさまに会わせて……じゃなくてその、取り次ぎを、お、お願いしたいのです」

　おずおずと、だがはっきりと告げられた目的にフィヨルドは内心で呟く。

　やはりか。

　どこか緊張気味の彼女を安心させるよう静かに頷く。

　そうしてフィヨルドは視線を少しだけ外し、彼女とヴェルデルの関係を思いだしながら神妙な面持ちで口を開く。

「ヴェルデル……ああ、ああ！　なるほど。そう言えば彼はリトレインさまの元養父でしたな。これは失念しておりました。つまりはこの政変にてお父上が何か面倒な出来事に巻き込まれていやしないかと、その身を案じていらっしゃるのですな」

「え、えと、あう……」

　コクリと縦に振られた首から肯定の意を受け取ったフィヨルドは、彼女が安心するようにとぎこちない仕草で馴れない笑みを無理に浮かべた。

「騎士ヴェルデルは現在この街で任務についております。無論、元気にしておりますぞ」

「あの、手紙送っても、ずっと返事なかったから……」

「なるほど。彼は最近まで独自の潜入任務についておりましたからな。おそらく職務上返信が叶わなかったのでしょう。決して貴女さまのことを蔑ないがしろにしていたわけではありますまい」

「そう、ですか……」

　どこか安心した様子のリトレインを見つめながら、フィヨルドはこの幼い少女と聖騎士ヴェルデルの関係を更に思い出す。

　元々はなんの変哲もない貰い子と騎士の関係だったはずだ。

　敵対する派閥の司祭からの嫌がらせとして押し付けられたか、それとも父性と正義に目覚めたか、ともあれヴェルデルが孤児となった少女を引き受け父親代わりとして育てるという行為は、市民の模範としての振る舞いを求められる聖騎士にとって取り立てて珍しいことではなかった。

　問題は、彼の娘が神によって聖女として選ばれたということだ。

　その後は特に語る必要もない。

　嫉妬が原因か、政治的影響力を削ぎたい思惑が原因か、ヴェルデルとリトレインは離されることとなり、更には事実無根の醜聞まで流されるようになった。

　果ては親子関係の強制的な解消である。

　聖騎士ヴェルデルには味方が多かったが、それ以上に敵の多い人物でもあった。

　ただの娘として父を慕うリトレインと、ただの父親として娘を愛するヴェルデル。

　平凡なはずの関係とは裏腹に、取り巻く悪意は深く底知れない。

　それが……終わってしまった、とある一つの物語だ。

「えっと、それで、フィヨルドさまにお願いが……」

「ご安心くださいませリトレインさま。このフィヨルドに万事お任せを、騎士ヴェルデルに関しては貴女さまとお会いできるよう早急に手配いたしましょう」

　言われずともとばかりにフィヨルドが先に提案を持ちかける。

　この程度のことであれば今の彼にとってなんのことはなく、また目の前の哀れな少女のためにも最善と言えるであろうから。

「ほっ……本当ですか!?」

　食い気味に喜びの声を上げる少女に、フィヨルドは「ただし」と条件を付け加える。

「申し上げにくいのですが、貴女さまと騎士ヴェルデルの間にはあらぬ疑いがかけられていることもまたご理解くださいませ。無論私はそのような下劣な醜聞、悪心に惑わされた不信心者の戯たわ言ごとと理解しております。だが残念ながらそう思わぬ者もおります」

「その……えと？」

「迂う遠えんに過ぎましたな。お許しを、歳としを取るとどうしても話が長くなる。つまりはあまり表立ってリトレインさまに動かれると、少々良くないということでございます。こちらで万事取り計らいますので、騎士ヴェルデル──お父上に会われるのは人目につかぬ場所でお願いしたい。よろしいですかな？」

「は、はい！　そ、それくらいなら、だ、大丈夫です！」

　もはや彼女の心には父しかないのだろう。

　聖女は神から見いだされ、その祝福を受ける際に何らかの代償を払うと言われている。

　果たして彼女が払っている代償は何だっただろうか？　唯一の肉親とは言え、これほどまで父親に執着していることにも何か関係していたはずだ。

　ともあれ、今のフィヨルドにとってそれは些細なことであった。

　彼女にレネアに出現する怪人について知られ、巡り巡ってクオリアの介入を招くわけにはいかない。

　そのためには彼女の興味を父親に縛り付ける必要がある。

　幸い彼女も父親以外にさして興味はないようで、全くもってこの提案は両得と言える内容だった。

「それは良かった。幸い我が部下は口が堅い。貴女さまがこのことを胸にしまっていただく限り、今日のことは誰にも漏れぬと断言できましょうぞ」

「は、はい……わかりました」

「奇妙な申し出に思われるやもしれませぬが、我が国も未だ改革の途上にあります。その中にあってこれ以上混乱が増すような情報はできるだけ隠しておきたいのです」

　なるべくわかりやすく説明するフィヨルドだったが、リトレインが少し困った表情を見せていることに気づき、しまったとばかりに顔に手を当てる。

「いえ、また話が長くなりましたな。では場所と時間をお伝えしますぞ」

　その言葉にぱっと表情を輝かせた少女は、何かを思い出したかのように胸元からペンを取り出し、慌てた様子でそれらを書き記していく。

　それを満足気に眺めながら場所と時間を告げ、フィヨルドは今後の予定を組み立てる。

「リトレインさまが私を頼ってくださって助かりました。主張の細部は違えど同じ神を信仰する者。クオリアと事を構えることだけは避けたいですからな。特にエル＝ナー精霊契約連合でそのような事変が発生しているのであればなおさらです」

「あ、ありがとうございます！」

「互いの国が持つ目的が同じであることを認識できてよかった。華葬の聖女さまと顔伏せの聖女さまへは私の方から伝えておきましょう。では、むさ苦しい場所で恐縮ですが騎士団員宿舎の空き部屋に案内しますゆえ、時間までそちらでお待ち下さい」

　流れるような自然な態度で、少女をエスコートし応接室の扉へと向かうフィヨルド。

　扉をゆっくりと開け、廊下の左右を確認する彼の背後から言葉がかかる。

「あ、あの……」

「いかがされましたかな？　気になることがあればどうぞ何でもおっしゃってください」

「レ、レネアの建国の際、神が降臨されたと、き、聞きました。その、神は本当にいるのでしょうか？」

　その言葉にフィヨルドは少しばかり驚きの表情を見せる。

　聖女が神の存在に疑問を呈するなどあってはならないことだからだ。

　リトレインも口に出してからまずいと思ったのか、アワアワと慌てながら誤ご魔ま化かそうとしている。

　そんな彼女の様子に少しばかり表情を崩したフィヨルドは、心配ないと言葉にする代わり軽く首を左右に振り柔らかい笑みを浮かべる。

「ええ、神はおりますよ。そして我々のことをすぐ側で見守っていることでしょう」

　その言葉にどこか安心した様子でリトレインは胸を撫で下ろす。

　フィヨルドはその様子を少しだけ観察し、思い出したかのように彼女を案内するのであった。
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第六話　　閃き




　レネア神光国の中枢部がある種の機能不全に陥っている最中。

　まるで他人ひと事ごととばかりにマイペースにその生活を満喫している者がいた。

《汚泥のアトゥ》、その人である。

「事件の全容。全く分かりませんね！」

　国家運営機能を集約したレネアの本拠地である聖アムリターテ大教会。

　その中にある個人用の一室を与えられたアトゥは、現在彼女たちを悩ませている問題に対して無理に解決しようと足掻くことをやめ、そうそうに機が訪れるのを待つことにしていた。

　一人部屋であるからだろうか、それともマイノグーラのナンバーツーでありイラ＝タクトの腹心であるという立場から解き放たれたためか。

　彼女はベッドの上にゴロンと自分の体を投げ出すと、品悪くゴロゴロと怠惰を享受し始めた。
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「あー、昼間からベッドでまどろむの、最高ですね……」

　怠惰の極みである。マイノグーラでこの状況がモルタール老あたりに見つかれば、間違いなく説教コースであろう。

　だが今の彼女はレネア所属であり、正確に言えばテーブルトークＲＰＧ勢力所属のＮＰＣ──ノンプレイヤーキャラクターだ。

　ゆえに半ばニートと化して良い空気を吸っている彼女に苦言を呈するものはいない。

　とは言え、彼女の行動を一方的に責めることもまた酷であろう。

　ＧＭの能力によって完全に洗脳されているとは言え、アトゥは敵国側に所属していた魔女だ。

　万が一を考えれば慎重な対応が求められるし、いくら混乱期にあるとは言えレネアの国家運営に組み込むなどもっての外ほかとも言える立場にある。

　結局のところ、マイノグーラのくびきから解き放たれたアトゥ生来の自由さも相まって、ソアリーナたちはこの頭お花畑な魔女を持て余していたのだ。

　だがアトゥの態度だけが問題であるかと問われれば、そうとも言えない事情もまたあった。

「というかグダグダ過ぎて全然駄目ですねぇ。聖女のソアリーナとフェンネはなんだか隔意がある様子ですし、魔女のエラキノはあれで甘ちゃん。実働部隊のフィヨルド団長は暴走気味で連絡が取れない。そして私はピリピリした空気が嫌で一人退散……あれ？　割とこの国の上層部、ピンチでは？」

　そもそも論として、上層部の意思統一が完全に行われていないのだ。

　なまじ二人の聖女が同じだけの権力を持つことに加え、魔女とＧＭというイレギュラーも存在している。

　各街や村を治める司祭は大教会からの指示が遅れていることを理由に独自の裁量で行動をし始めている。

　聖騎士団に至ってはご存じのとおりで、最近ではフィヨルドもろくに聖女たちと顔をあわせようとしない。

　各々の頭が勝手に好きな方向に進もうとして結局、その場から動けずにいる多頭の獣、といった状態がレネアの現状であった。

「これでは拓斗さまにあっという間に滅ぼされてしまいますよ。ねっ、拓斗さま？」

　いつの間に作ったのやら、懐から謎の拓斗人形を取り出して話しかけるアトゥ。

　暇にあかして作ったお世辞にも良いとは言えない布と綿の塊だが、この程度の手慰みを行う程度に彼女は暇をしていた。

　とは言え、彼女自身も聖騎士団員殺害事件について全くの無関心というわけではない。

　他ならぬ拓斗が引き起こしているであろう問題なのだ。

　敵対しているとは言え、拓斗第一主義である彼女がこの問題に思考を割さかぬ理由はない。

　よってここ最近はひたすらベッドの上で拓斗人形とにらめっこしながら、かつての主の企みを推測することが日課となっていた。

（拓斗さまがこの一連の事件を起こしているとして、何らかの目的があるはず。いえ、私を取り戻したいという素晴らしい目的が第一なのは確かですが、それにしてはやり方が少々まどろっこしい）

　ドタドタと部屋の外を誰かが駆けていく音が聞こえる。

　自室で仮眠をとっていた聖職者の誰かが、寝過ごして慌てて仕事場に戻っていく音だろう。

　今のアトゥに仕事の概念はない。

（ＧＭの能力を警戒している？　いや、現在起きている事件の犯人が依然として判明していない以上、拓斗さまがＧＭの能力に対して何らかの防御手段を確立していることは確か。であれば普通はすぐに私を取り返しに来るはず）

　窓からぽかぽかと暖かな陽気が流れ込んでくる。

　アトゥは邪悪な存在であるが、所属がテーブルトークＲＰＧ陣営になっている影響か意外と悪くなく、むしろ瞼が重くなってくる。

（拓斗さまは何を考えている？　いや、何を待っている？）

　すでに何度も繰り返した問答だ。

　今回も答えはでず、ただ無為な時間だけが過ぎていく。

　未だ対抗手段を確立していないのではないか？　という思考実験は何度も行った。だがそれならば前提として聖騎士団員殺害という事件を起こすはずがない。

　無論相手の戦力を削るなどというわかりやすい見せ札は間違いだ。

　聖騎士団員殺害は目的ではなく手段。この事件を通じて、イラ＝タクトは何かを行おうとしている。

　それが何か、いくら考えても答えは出てこない。

　きっと……たとえ。

　アトゥの仲間たちの意思が統一され、円滑なコミュニケーションができていたとしてもそれは叶わぬことだろう。

　目の前の拓斗人形をじぃっと見つめるアトゥ。

　想いがこもってしまったのか存外に力が入り、ただでさえ見た目が悪い拓斗人形の顔面が更に潰れる。

「も、もしかして……拓斗さま、実はちょっぴり怒っていらっしゃるとか？」

　ここに至って嫌な予感が湧き上がる。

　拓斗の心臓を打ち抜いたのはアトゥのせいではないとしても、たしかにそれは彼女の手によって行われた。

　どのような形であれ配下が主を裏切るという最悪の行いが拓斗の逆げき鱗りんに触れていないとは言い切れない。

　一度考えると不安がむくむくと膨れ上がり、潰れた拓斗人形が「……アトゥなんか大嫌いだ」と呟いているようにさえ聞こえてくる。

「そんなの生きていけない！」

　思わず大声で叫ぶアトゥ。

　次いで隣の部屋からドンという壁を盛大に叩く抗議の音が鳴り、思わず口に手を当てる。

　無論その行動の意味は隣室の相手への配慮ではなく、この嫌な懸念を払拭するためのものだ。

「そう、拓斗さまは敵対する人を決して許さないお方。舐められたら終わりなので復讐はきっちりかっちり百倍返し。甘えや許しという言葉を過去に置き去ってきた切り裂きナイフ！　ああお許しください拓斗さま！　私は、私はなんということをしでかしてしまったのでしょうか!!」

　などと言いつつもその瞳からは殺意と害意が溢れんばかりに感じ取れる。

　おそらく、きっと彼女は目の前に拓斗が現れても殺すことができるのだろう。

　淡い恋心にも似た崇敬の念を変わらず抱きながら、それでもなお相手を殺せる。

　果たしてそれはＧＭの洗脳の結果によるものか、彼女が生来、内に宿す悪徳によるものか。

　少なくとも……アトゥは魔女と称されるにふさわしいだけの精神性を有していた。

「しかし拓斗さま？　拓斗さまはどのような手段を使ってこの状況を作り出しているのでしょうか？」

　今までと同じ、何度も繰り返され何度も徒労に終わった疑問がアトゥの中に再度わきあがる。

「『Eternal Nations』の英雄にそのような能力はなかったはず。たとえあのいけ好かない英雄が召喚されていたとしても、少なくともＧＭの能力を封じ、さらに現在起きているようなミステリーじみた事件を引き起こすことはできないはずです……」

　今までアトゥは聖騎士団員殺害事件の手口から、拓斗の能力や手段を見抜こうとしていた。

　だがそれはある意味で枝葉の部分でしかない。

　何か本質を一つだけ見失っている気がした。その本質が、パズルの最後のピースが足りないのだ。

　そもそも通常であればあの襲撃の際に負った傷で生きているはずがない。間違いなく何らかのからくりがあるのは確かだったが、彼女が持つ記憶の中でそれを可能とするものは残念ながら存在しなかった。

「うーむ、むむむ……？」

　存在しなかった、はずだ。

「はて……？　何か忘れているような」

　小さな棘とげのような違和感があった。

　何かが喉まで出かかっている。だがそれが何かは一切分からない。

　それは奇妙な感覚だった。

　拓斗とともに何百回何千回とゲームをプレイし、『Eternal Nations』のデータについてはほぼ知っているはずの自分が抱く小さな違和感。

　問題は──それがイラ＝タクトに関する事柄であるというおおよそありえない予感。

　本来ならこのまま忘れ去られるはずの懸念。

　だがこの日は幸運が彼女に味方した。

「あっ、そう言えば。忘れていると言えばあれがありましたね。今の私はテーブルトークＲＰＧ陣営なので、ダイスを振ることができるんでしたっけ」

　アトゥにしては珍しく、天啓が降りた。

　聖騎士団員殺害事件の答えを知ることは不可能だ。それは何度繰り返しても同様の結果だったし、質問内容や手段を変えても成功していない。

　拓斗の秘密を直接解き明かすこともまた不可能だ。

　それはすでにエラキノたちが試しており、結果としては徒労に終わっている。

　だが自分が抱くこの小さな違和感の正体であれば、答えを導きだすことは簡単なはず。

　何せ忘れているだけなのだ。きっかけがあれば思い出せるはずのことをどうして阻害できようか。

　この程度ならＧＭの強力な権能を使う必要もなく、彼女がダイスを振って成功するだけで事足りる。

　失敗したら……まぁその時は業腹だが時間を見つけてエラキノにＧＭへの口添えを頼めば良いだけだ。

　なんらデメリットのない、ごく簡単な作業だった。

「この状況で少し不謹慎ですが、ちょっとワクワクしますね」

　考えても思い出せない位なので、実際のところ本当に大したことはないのだろう。

　だがシミュレーションゲームのキャラとして生きてきた自分が全く別のゲームのシステムを利用するというのは新鮮なものがあった。

　何事も最初が一番楽しいものだ。結果が取り留めのないものだったとしても、まぁ良い思い出になるだろう。

　そんな気軽な気持ちで……。

「えっと──閃き判定！　拓斗さまについて忘れていることを思い出せ！」

　汚泥のアトゥはダイスを振った。




　アトゥの《閃き》判定　1d100＝【98】

　判定：成功　アトゥは記憶をより鮮明に思い出せるようになった！




　そして、運命が決まる。

「おや？　随分と奇妙な感じですが成功ですかね？　えーっと、あー、なんとなく思い出して来ました。破滅の王と称されしイラ＝タクトさま……」

　しばらくウンウンと唸っていたアトゥだったが、その表情がキョトンとしたものとなり突如、目が見開かれる。

　やがて先ほどとは打って変わってその顔がどんどんと青ざめていき……。

「──っ！　まさか!!」

　彼女は自分がこの世界に来てからずっと忘れていた情報を、今ようやく思い出した。

　それは彼女にとって、あまりにも致命的な内容であった。
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「話……ですか？」

「ええ、その通りですソアリーナさま。実は件の怪人について一つ懸念がございまして、どうか相談に乗っていただきたいのです」

　聖アムリターテ大教会のいずことも知れぬ場所。

　人ひと気けのないその場所で、聖女ソアリーナは聖騎士フィヨルドから奇妙な申し出を受けていた。

　意図が読めぬ、不思議な提案だった。

　加えて状況がまた奇妙であった。

　めったに人が来ない、大教会の地下深くに存在するこの資料室にいる自分を簡単に見つけたことが一つ。

　人目を避けるように話を持ってきたことも一つ。

　更には聖騎士フィヨルドから普段では決して見られない何か得体の知れない気迫のようなものを感じたことが一つ。

　今までの報告や相談とは、何かが違った。

「えっと、では私の方から皆を集めるように──」

「──いえ」

　戸惑いがちな提案に否が返ってくる。

　やはりフェンネやエラキノには聞かせたくない話なのであろう。

　いよいよもって疑念が増すが、今のソアリーナには困惑することしか許されていない。

「どうか内密に、ソアリーナさまだけにご確認したい。私の懸念が確かなら、事は慎重に進めなくてはなりませぬゆえ」

　有無を言わさぬ言葉である。

　はたして彼は何を語るつもりだろうか？　鬼気迫るフィヨルドの態度に、ソアリーナはただ困惑したように頷くことしかできなかった。
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第七話　　号令




　嵐が起こる前の夜は、時として得も知れぬ奇妙な感覚を人々に与えることがある。

　暗黒大陸にあってはめったに見かけない雨がしとしとと降り続けるその夜も、どこか奇妙な感覚を与えるものであった。

「むぅ……」

　ドラゴンタン市長執務室に臨時で用意された小さな机に座りながら、モルタール老は一枚の紙片に目を向けていた。

　達筆な文字で書かれたその内容は、以前彼の主である拓斗が復活の折に出した宿題とも言える問いかけであった。

　曰く、どのようにしてイラ＝タクトはあの襲撃を生き残ったのか。

　彼が残した文面は次のとおり。




　一つ。アトゥの攻撃は確かに僕に直撃し、それは僕を死に至らしめるものだった。

　一つ。聖女ソアリーナの火炎についても、僕を死に至らしめるものだった。

　一つ。僕は自身の傷を癒やす回復スキルを持ち合わせていない。

　一つ。攻撃を受けたのは僕本人で、分身や別存在、影武者、幻覚等ではない。

　一つ。僕はリスタートを含め死んで復活したわけではない。

　一つ。僕は第三者の介入なくこの危機を脱した。

　一つ。これら一連の出来事は、全て現実である。




　これが問いかけの全てであり、ここに全ての秘密が隠されている。

　だが前提条件が複数あり一筋縄には答えられぬそれは、まるで難易度の高い謎掛けのようにこの賢者の頭を悩ませている。

「いくら考えても分からぬ……。王が我らが知らぬ何らかの手段を用いたのは確かだろうが、果たしてどのような手段を用いればあの状況から復活なさることができるのだ？」

　お手上げだとばかりに椅子に深く体をあずけると、ギィという音ともに木が軋きしむ音がなる。

　テーブルの上に載せられたロウソクの明かりがゆらりと一際大きく揺れ、外から聞こえる雨音がやけに心地よく耳に流れ込んでくる。

　静かな時間は溜まった疲労をいくらか取り除き、やがてモルタール老が肩を揉もみながら休憩は終わりとばかりに残された仕事を片付けようとしたところ……。

「あっ、まだそれ考えてたんだ」

　不意に背後から声がかかった。

「おお！　これは王よ、このような姿で失礼致しました。おっしゃっていただければこちらから……」

　思わず反射的に自らの主へと言葉を返すモルタール老であったが、その状況がありえぬことを理解し、絶句する。

「お、王！　いつの間に!!」

「なんだか二回目な気もするけど、これやるとみんな驚いてくれるからちょっとうれしいんだ」

　まるでいたずらが成功した子供のようにカラカラと笑うのは、彼が信奉しその心身を賭して仕えるマイノグーラの王である。

　突如出現した自らの主にモルタール老の緊張が一気に高まり、同時に頭の中で様々な情報や疑問が濁流の如き荒々しさで渦巻く。

「お、王よ。一体どのようにしてこちらに、今はクオリアに潜入しているのではありませんでしたか!?」

　まずもって第一の疑問はこれであった。

　クオリア──正確にはレネア神光国へとアトゥ奪還のために潜入している拓斗がこの場にいることは、何をもってしても考えられないことだった。

　ドラゴンタンの存在する暗黒大陸とレネア神光国が存在する正統大陸では相当な距離が存在している。

　いくら二ヶ所の立地が近いとはいえ、人の足で歩くにはそれなりの時間を必要とする。

　無論彼らの王の力をそこらの平凡な行商人や旅人と比べるには不敬がすぎるが、だとしても普通に考えれば移動に数日は必要となるだろう。

　加えて今は二ヶ国の国境付近に未知の魔物が出現しており、聖騎士団とフォーンカヴンが警戒と対処にあたっている。

　そのような危険地帯を突破してやってくるには、あまりにも早すぎであり、あまりにも気軽すぎるように感じたのだ。

「まぁね。まほうを使ったんだよ」

　思わせぶりでやや特徴的な発音の言葉に思わず首を傾げる。だがそれ以上拓斗が何も言わぬことからモルタール老も質問を控える。

　魔法の深しん淵えんは果てしない。

　きっと、彼も知らぬ技が自らの王には存在しているのだろう。

　そう納得するうちに話は別の話題へと進んでいく。

「っと、それより皆はどこかな？　もしかしてもう寝ちゃってるとか？」

「いえ、ちょうど休憩をしていたところでございます。すぐにこちらに戻ってくるでしょう。……いや、王が帰還されたとあれば一大事、すぐに呼んでまいりますじゃ！」

「あっ、別にそこまで急がなくても……」

　モルタール老が年甲斐もなく血気に逸はやるのを見て思わず諌める拓斗。

　だがその後に続く言葉に思わず冷や汗をかいてしまう。

「いいえ！　王にはいろいろとお話しせねばならぬこと、聞かねばならぬことが山ほどございます！　時間は有限。すぐに会議の準備をしますゆえ、どうかそちらでお待ちくださいませ！　良いですな！　勝手にどこかに行かず、お待ちいただくのですぞ！」

「は、はははは……」

　こりゃあいろいろと絞られる可能性があるな。

　例の襲撃以来、散々と配下のダークエルフたちを振り回して来た拓斗だ。

　無論それだけの意味はあったし成果もあった。

　だとしてもやはり説教は免れないなと実のところ目をそらしていた現実をようやく受け入れるのであった。

　………

　……

　…

「王よ!!　よくぞご無事で！　不甲斐ない我らにどうか罰をお与えくださいませ！」

「本当に、本当に良かったです。一時はどうなることかと……」

「王さま、おかえりなさいー」

「おかえりなさいなのです」

　ギアとエムルが感激の涙をこぼし、すでに山ほど念話でやりとりをしていたエルフール姉妹が比較的あっさりと歓迎の意を示す。

　その他にも都市長であるエルフのアンテリーゼや比較的役職の高い者たちも何人か集められている。

　それら少なくない人数から口々に喜びの言葉を捧げられながら、何とも面おも映はゆい気持ちで拓斗はソファーに腰をおろした。

「いやぁ、なんだか一気に気温が上がった気がするね」

　場所を移して現在は応接室である。

　来客用のソファーにはまず拓斗が座り、その左右を当然のようにエルフール姉妹が占拠する。

　対面にはモルタール老とエムル。

　残りの者たちはソファーを囲むように立っているため、少々圧迫感がある。

　本来であればもう少し大きめの会議室でも用意すべきだったのだが、拓斗自身がそれを断ったためにこのような奇妙な形となっている。

　この方がより声が通りやすいため雨の日には良いとの判断であり、事実雨足はどんどんと強くなっている。

　立ったまま会議に参加している者が少々気の毒ではあったが、この程度で弱音を吐いたり思ったりする者はこの場にいなかった。

「さて……じゃあどこから聞こうかな。まずはこちらが指示しておいた準備はできている？」

　そして、会議が始まる。

　議題は言われずとも誰しもが理解している。今の今まで念入りに王が仕込んできた復讐の種が、ようやく芽吹く時が来たのだ。

「はい、そちらは滞りなく。国内の安定は無論のこと、市民への情報統制なども問題なく済んでいます」

「王の不在に関しても訝いぶかしんでいる者はおりましょうがそれまでですな。レネア神光国が何やら聞くに堪えぬ妄言を撒き散らしておりますが、国内で動揺している者はおりませぬのぅ」

「うん、ありがとう」

　エムルとモルタール老が我先にと答える。

　国内の統制はどうやら問題ないらしい。拓斗自身も指導者としての権能により配下や国民の目を通じて知っていたが、報告を受けることでより一層実感を得る。

　自らの手を離れて国家の舵取りを任せるのは少々不安があったが、彼らは拓斗の期待によく応えてくれたようだ。

　最も当初はモルタール老ら大人組がほとんど使い物にならなかったため、一番の功労者は両隣の幼い姉妹かもしれないが……。

「フォーンカヴンに関しては現在国境に出現した魔物の処理にあたっております。すでにクオリア──失礼、レネアでしたね。そちらの領土に食い込んでいるようですが、いかがなさいますか？」

「そのあたりはすでにペペくんと協議したから問題ないよ。彼らとしても実戦経験や旨味のある土地が欲しいだろうし、今後を考えるとあそこを押さえるのは正しい判断だ。こちらから横槍を入れる要素はどこにもないかな」

　おや？　という視線がいくらか飛んでくる。

　曰く「いつフォーンカヴンと協議を行ったのか？」という疑問である。

　その問いに答えることもできたが、今宵その話をするには少しばかり時間が足りなかったため拓斗はあえて無視をする。

『まほう』について説明するのはいつでもできるし、今重要なのはどのようにやったか？　という手段よりも、フォーンカヴン──つまりペペと両国の対応について協議したという結果だ。

　モルタール老たちもそれを理解しているのか言及はない。無論、両国の指導者が決定した内容についても特に追求するつもりはなかった。

「内政的な部分は安心だね。軍事面についてだけど即応部隊ってどのくらい揃っている？　キャリアとメアリアを通じて用意するように伝えておいたはずだけど」

　これが今回の作戦における肝の一つだ。

　すぐさま行動に移すことのできる部隊が少なくとも一部隊は必要だ。

　加えて今回はある程度数が必要なため、個で戦闘能力の高いマイノグーラのユニットはもちろんのこと、銃器で武装したダークエルフの部隊の運用が重要になってくる。

「なんとか準備できたー。本当になんとか……もう二度とやりたくない」

「戦士団の人たちは大丈夫でしたけど、鳥頭さんや蟲さんが王さま以外の言うこと聞きたくないってわがまま言い出して本当に大変だったのです。王さまは勝手にお出かけできてよかったですね」

「そ、そう……」

　双子の姉妹のあたりが若干強いことから、そう言えば月は出ていなくとも今は夜だったなと思い出す拓斗。

　この二人には自分の身勝手から散々に迷惑をかけたため、必ず時間をとってお礼とフォローを入れないとなぁと内心で苦笑する。

　だが、二人の心労と引き換えに結果は上々のようだった。

「詳細はこのギアが説明します。武装ダークエルフ銃士団はすでに出撃準備が完了しております。命令があればいつでも。更には《足あし長なが蟲むし》などの王配下の魔物も指定の数を編成して大呪界にて待機させております」

「うんうん。完璧だね」

「では、いよいよレネア神光国に宣戦布告し軍を派遣するのですね。先陣は是非このギアめに！　過日の屈辱を晴らし、必ずやアトゥ殿をお救いしてみせましょう！」

「あっ、皆には別のことをやってもらうつもりだから、アトゥを取り返すのは僕がやるよ」

　あっさりと却下されたギアの言葉に、全員がおや？　と不思議そうな表情を見せる。

　ギアが猪突猛進気味なのは毎度のことであるが、彼らも同じくレネアへの進軍を予想していたのだ。

　マイノグーラとレネアが用意しているであろう聖騎士がぶつかり、その間に一部の者がアトゥの奪還と聖女の撃破を試みる。

　その前段階としての調査が、拓斗が行っていた敵国への潜入だと判断していた。

　だがその予想はあっさりと覆される。

　どうやら彼らにはおおよそ見当もつかぬ、壮大な計画がまだ姿を見せていないように思われた。

「しかしそれでは……せめて露払いや矢避けとしてでもお役立ちせぬわけには面目が立ちませぬ!!」

「うん。気持ちは嬉しいけど、正直みんなではちょっと厳しい相手なんだよねー」

　その言葉に、ギア以下興奮気味だったものは全員が冷水を浴びせられる気持ちになった。

　どこかで考えないようにしていたが、今回の作戦、つまりアトゥの奪還と敵の撃破を考えるに決して避けることのない事実。

　すなわち──マイノグーラの戦力は敵に有効打を与えることが不可能であるという残酷な現実である。

「王よ……あの者たちは何なのですか？」

　代表してモルタール老が尋ねる。

　あの日、彼らは本物の絶望を知った。

　自らの目の前で王が害され、自身たちが行う決死の抵抗がその一切を無為に帰される。

　一体どのようなからくりがあったのか、一体どのような力を用いたのか。

　拓斗が復活したその御業もさることながら、敵対者の能力もまた未知に包まれていた。

「あれはテーブルトークＲＰＧの権能を持つ者たちだ。僕と同じような……けど全く別の力を持っている」

「テーブルトークＲＰＧ？」

　静かに告げられた言葉は、だがその場にいる誰もが知らないものだった。

　聞き慣れない単語から、それが普段王がよく口にする神の国に由来するものだと推測するが、推測できただけで答えが分かるわけでも当然ない。

　だがこの話題だけは拓斗も説明が必要だと判断していたのか、先のいくつかの話題とは違いおぼろげながらもその詳細が語られ始める。

「うーん、説明が難しいな。まぁあらゆる行動をダイスの結果によって判定できる能力を持つ……とでもしておこうか」

　やがて驚愕の事実が語られる。

　テーブルトークＲＰＧの能力とは、すなわち賭博の能力である。

　あらゆる行動をギャンブルに見立て、ダイスが示す運命の介入を許す。

　つまりどれほど努力し絶大なる力を持とうが運が悪ければ死に、どれほど無能で非力であろうが運が良ければ生きる。

　あらゆる前提条件を否定する、その場限りの勝負の連続。

　それが相手が持つ権能であった。

　拓斗は更に彼が知り得た情報を明かしていく。

　ＧＭと呼ばれる存在。その配下である魔女。そして魔女を受け入れ手を組んだ聖女と旧クオリア南方州。

　ともすれば役者を替えた自分たちと同じ存在とも言える勢力。

　それが彼らがいま相対している存在たちであった。

　無論ダークエルフたちの動揺は大きかった。

　敵に聖女がいることはすでに知っていたが、加えて魔なる者を受け入れたこと。

　その魔女と、彼女を使役する主が拓斗と同じ神にも等しき存在であること。

　ただ最も彼らを驚愕せしめた内容は、彼らの王が襲撃されたあの日に一切の抵抗を許されなかった敵の未知なる力。その正体であった。

「つまり、我らの攻撃が届かなかったのもその判定で攻撃失敗が出たからだと」

　あまりにも無謀にすぎる賭けだ。

　一歩間違えれば敗北は敵側にあり、その可能性の方が高かった。

　だが勝利したのは敵であり、すなわちその無数に等しい賭け事の連続に敵は見事勝利したのだ。

　モルタール老はそう思っていた。

「いや、あれはＧＭが《裁定者》の権能で無理やり成功判定出したからだよ」

　その種明かしは、あまりにも理不尽で理解するのにしばし時間を要した。

「敵の首しゅ魁かい、ＧＭはあらゆる事象を判定する権限を有している。たとえ黒が出ようと彼が白と言えば白となる。どれだけこちらが戦力を揃えて向かっても、相手が自分の勝ちを判定するだけで僕らは負けるって寸法さ」

　その場にいる誰しもが……魔女となったエルフール姉妹ですら絶句した。

　それは自分の命運を天に任せる賭け事ではなかった。はなからイカサマが仕込んであり、それは当然彼らに有利な判定しか行われない。

　勝負などどこにも存在しておらず。相手の勝利、そして自分たちの敗北という確定された未来しか存在していなかったのだ。

「アトゥが奪われたのもこの権能のせいさ。本当ならいくらダイス判定で成功してもそう簡単にはいくはずないのに、強引に持ってかれた」

　この時ばかりは、拓斗も苦虫を潰したかのような表情を見せる。

　彼自身、自らの敗北よりも何よりアトゥが奪われたことを後悔しているようだった。

　それほどまでに……敵は強大だった。

「──王よ！　アトゥさんは、アトゥさんは大丈夫なのでしょうか!?」

　アトゥの名が出たことによって、エムルがついに自分を抑えきれず叫ぶ。

　誰もが心を痛め、そしてその安否を気遣っていた問題だ。

　エムルは同じ女性ということもあり、またマイノグーラ運営における様々な部分でアトゥの世話になっていたため思いもひとしおなのだろう。

　揺れる瞳からは今にも涙がこぼれ落ちそうで、その安否を気遣う言葉は不安により震えている。

「アトゥか……」

　静かな、何とも言えない思いのこもった言葉にエムルはビクリと肩を震わせた。

　もしかして自分たちが想像する以上に事態は深刻なのではないか？　そんな嫌な予感が胸中を支配する。

　王が無事だったこと、そしてわざわざ王が潜入してまで調査を行ったことからアトゥの安否を楽観視していた部分もある。

　だがその根拠のない楽観が次第に消え去り、拭い去れない不安が押し寄せてくる。

　拓斗は、動揺を見せるエムルたちを見回すと、努めて冷静を装って彼女の状況を説明した。

「な、なんかね。僕が想像していた以上にいい空気吸ってたから、そこは大丈夫だと思うよ」

　え？　となった。

　まさしく「え？」という空気が一瞬にして先ほどの重い空気を吹き飛ばし、どういうことでしょうか？　という視線が方々より拓斗に突き刺さる。

「……はて？　王よ、いい空気とは？」

　モルタール老が全員の疑問を代弁する。

　その眉間には強い皺しわが刻まれており、何が何やら分からぬと言った様子で顎あご髭ひげに手をやっている。

「仕事もせずに毎日ダラダラしながら向こう特産の美味おいしいものを食べてた……」

　全員が押し黙った。

　神妙な空気だったはずなのに盛大にぶち壊されたのだ。

　双子などは笑顔で頭に青筋を浮かべているし、あれほど心配していたエムルですら頭を抱えている。

　誰しもがその安否を気遣っていた英雄は、どうしたことか完全に相手側に順応していた。

「僕の配下じゃなくなるとああも自由になるんだね……」

　その言葉に応える者は誰もいない。

　彼女の名誉のために拓斗はあえて言及を控えたが、彼はアトゥが知らぬところで彼女の行動の一挙一動を観察していた。

　無論聖女と魔女を交えた会議の際に盛大なのろけを撒き散らしたことも、下手くそな拓斗くん人形に昼夜問わず語りかけていることもだ。

　知らぬはアトゥ本人ばかり。このことをアトゥ本人が知れば羞恥のあまり叫びながら床を転げ回るであろうことは確実だったが、幸いなことに拓斗はこの記憶を墓場まで持っていくことに決めていた。

「ま、まぁあれだよ！　敵によって狂わされていると考えるのが妥当じゃないかな!?　早く連れ帰ってあげないとね！　このままじゃかわいそうだ！」

　とフォローにもならないフォローをしていたが、そもそもアトゥは拓斗の配下であった時からわりと自由人であったので、この主張は表面的にはともかくあまり同意はされていなかった。

　何をやってるんだあの人？　という困惑と怒りが半分。

　それでもなお無事であり良かったという喜びと安堵が半分。

　結局のところ、ダークエルフたちはアトゥの奇行を飲み込み、今はマイノグーラが直面する危機への対処について、自らがどれだけ貢献できるかということに注力することにしたのだ。

「けど王さまー。どうやって敵をたおすのー？」

「そうですねお姉ちゃんさん。相手が神の如き力を振るうのであればこちらの負けは必定。付け入る隙があるとも思えないのです。それにアトゥさんも無職になったとは言え今や敵側、連れ戻すには洗脳を解く必要があるのです。無職ですが」

　相変わらず双子のあたりが強い。

　やっぱり昼間に来るべきだったかな？　などと気弱な思いを抱きつつ、確かに彼女たちの疑問も最もだと納得する。

　テーブルトークＲＰＧ勢力の能力は凶悪の一言だ。特にＧＭがその能力をなりふりかまわず使っていることが致命的である。

　全ての事象を裁定するその権能。本来であれば節度と良識を持って振るわれるはずのそれがくびきから離れてしまえば、抗う手段はないに等しい。

　そう、ないに等しい。

　つまり……僅かながらではあるが手段は残されているということである。

「この世に完璧なんてものはそう多くはない。特にそれが人であれば、不完全という言葉の方がふさわしいくらいさ。そして神の如き力であっても、人によって使われる限りやりようはいくらでもある」

　事実、拓斗はある手段を用いて自分の行動をＧＭから秘匿することに成功している。

　その成功こそが拓斗がレネアの地でもっとも欲したものであり、絶対無欠なる《裁定者》の権能を撃破するヒントとなるものであった。

　拓斗は……今回の作戦における全ての準備を終えて、ここドラゴンタンに戻ってきていたのだ。

「「むぅ！」」

「えっ！　な、何で？」

　そんな彼に両サイドから抗議の文句が上がる。

　何が気に障った？　と慌てふためく拓斗であったが、彼にしては珍しく今回は言葉に出されずとも双子の主張がよく分かった。

　すなわち、そろそろ種明かしをしろということである。

「あー、そうだね。いい加減答え合わせの時間にした方が良いね！　というか、流石さすがにこれは難しすぎた気がするね……」

　そう言いながら、拓斗はおもむろにモルタール老の胸元を指差し、次いで指先で四角を作る。

　その仕草に数秒考えたモルタール老だが、おおと声を上げ胸元から宿題の紙片を取り出す。

　テーブルの上に神妙な仕草でその紙切れが置かれたのを見て拓斗は語りだす。

　その日、何があったか。

　彼が何を行ったかを……。

　………

　……

　…

「さて、じゃあもう一度確認しようか。今回の作戦における第一の狙いはアトゥの奪還。次いで敵対する聖女と魔女の撃破」

　誰もが……口を開けずにいた。

「ＧＭが使う《裁定者》としての権能は僕が対処するよ。あれには致命的な欠点がある」

　拓斗が持つ権能。その一端を垣間見たためだ。

「皆に主だってやってほしいのは後始末。レネア神光国という国を地図から消すには僕だけじゃちょっと大変だからね」

　理解が追いつかなかった。

　それが可能だという判断は無論できる。能力も確かに法外であり、それはかのＧＭとやらが持つそれに並ぶだろう。

　だがどこからその発想が出てくるのだ？　という思いが強く胸中を占める。

　それは、おおよそ意思を持つ存在が成しうるものではなかった。

「多分、今回の作戦が終われば大陸中が混乱することになるだろうけど、まぁ仕方ないね。アトゥを僕から奪ったんだし」

　ただ一つ分かったのは。

　目の前にいる存在は自分たちの想像の外にいる、まさしく神の如き存在なのであると。

「あっ、そう言えばせっかくだし作戦名を考えようか！　えっと……じゃあ『神光国斬首作戦』にしよう！」

　そして同時に、破滅の王を名乗るに相応ふさわしき悪意と害意、何より言葉にすることも憚はばかられる悍おぞましき邪悪をその内に秘めているということを……。

「徹底的にやってね。僕はやられたことには、きっちり落とし前をつけるタイプだからさ」

　ここに、破滅の王による号令が下される。

　その作戦名は、まるで意趣返しをするかのように聖なる陣営がとった手段と同じものだった。
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第八話　　急変




　聖アムリターテ大教会の一室。

　元々は祭具などを保管する部屋であり、現在は代わりに様々な書類が保管されているその部屋にて、一人の女性の叫びが上がった。

「なっ、何をなさっているのですか!?　おやめください！」

　涙目で非難の声を上げるのは年若いシスター。

　南方州にあるのどかな農村から半ば強制的に招集され、なんの因果かこの部屋にて各種決裁書類などの保管を命じられている哀れな元村娘である。

「ええい！　だまりなさい、今はそれどころではないのです！　後で片付ければ良いでしょう！」

「そんなご無体なっ!!」

　対するのは元マイノグーラの英雄《汚泥のアトゥ》。

　彼女は怯えながらも神より賜りし仕事への責任感から必死で抵抗の声を上げるシスターの声を無視して書類をひっくり返している。

　真面目まじめで手を抜くということを知らぬシスターによってしっかりと整理された書類の束は、現在そのアトゥによってバラバラにほどかれ、まるで紙吹雪の如く部屋を舞っていく。

　次から次へと山のようにやってくる、すでに用を終えた書類。

　それらを、もしかしたらいつか必要になる時が来るかもしれないと健気に夜なべまでして整理した過去が走馬灯のように過ぎ去っていく。

　一体自分が何をしたというのか。シスターの瞳に涙が溢れ、いよいよもって限界に来た時であった。

「フェンネさま！　こちらです！」

「ああっ！　顔伏せさま！」

　その場の状況を動かす助け船が現れる。

　同じく書類整理を任されていた同僚のシスターが顔伏せの聖女であるフェンネを連れて来てくれたのだ。

　今現在この部屋で狼ろう藉ぜきの限りを繰り返しているアトゥと呼ばれる人物は、その立場が非常に難しい賓客である。

　正式な指示系統には入っておらず、だがレネアにとって重要人物とされる彼女に対して何かを強制しようとすると聖女の命令が必要になってくるのだ。

　だが日々忙しくなかなか掴まらない聖女を連れてきてくれるとは……。

　シスターは神へ感謝の言葉を捧げるとともに、もう少し早ければと心の中で盛大に泣いた。

　そんなシスターの嘆きはさておき、この光景を目にしたフェンネはその惨状に開いた口が塞がらなかった。

「アトゥ……貴女、何をやっているのかしら？」

　過去の資料に何らかの興味をいだいたことはフェンネも理解した。

　だとしてもあまりにもやり方が杜ず撰さんかつお粗末だ。

　現在のレネアが依然として逼迫している状況であることはアトゥとて理解しているはず。

　自分たちの仲間であるはずの彼女が、仕事をせぬだけでは飽き足らず仕事を増やすような行いをしていることに強い困惑を抱いたのだ。

　その意図を聞き、場合によっては説法すら必要であると考えたフェンネは一歩を踏み出し部屋へと入ったのだが……。

「──っ!?」

　その行動にアトゥは奇妙なまでの反応を見せた。

「……？　どうかしたのかしら？　貴女、少し変よ」

　それは、明確な拒絶であった。

　否、疑心といったところだろうか？　聖女として様々な人々と会い、過去様々な経験を経てきたフェンネはこのような態度や感情にことさら敏感である。

　アトゥがこちらに疑心を抱いているのは簡単に理解することができたが、だとしてもその理由が一切分からなかった。

　ＧＭが行った洗脳が解けている……ことはない。

　そうであれば彼女はすぐさま自分たちにその刃を向け、この場にいる生きとし生けるもの全てを皆殺しにしようと試みるだろう。

　それがやることと言えば過去の資料をひっくり返すだけ。

　これはむしろ自分がまだ気づいていない隠された何かにいち早く気づいたと判断する方が正しいように思われた。だが……。

「フェンネ。貴女は……自分が本当に正しく自分であると、証明できますか？」

「……へっ？」

　フェンネはアトゥから突如尋ねられた言葉の意味が分からず、思わず素っ頓狂な声が漏らしてしまう。

　取り繕いが崩れるほど、質問は彼女の心を動揺へといざなったのだ。

「哲学的な話かしら？　それとも神学的な？　今は時間がないのでそのような問答をしている場合ではないのよ……」

　少し考えての回答。

　意図が読めぬが話を聞かぬことには埒らちが明かない。よもや彼女が自己のあり方を求めて深い思索の領域へと埋没することになろうとは予想外ではあったが、それでもなお話を聞いてやるのが仲間というものであろう。

「私もですよ！　あーっ、もう！　この仕込みは厄介すぎですよ拓斗さま！　フェンネ！　ちょっとこっちに来なさい！」

「あっ、ちょ、ちょっと引っ張らないでよ……」

　と思ったのだが、何やら一人で悩んで一人で爆発する様子のアトゥを見る限り、フェンネの予想は外れたようだ。

　それどころか先ほどの態度とは打って変わって、今度はむしろある種の強引さまで持ち合わせて彼女をグイグイと室内へと引っ張り込む。

「これを見なさい」

　全く何事かと文句を言う暇もなく、アトゥは素早く何枚かの書類を見せつけてきた。

　怪け訝げんな様子でその書類を確認するフェンネではあるが、すぐさまそれが最近見慣れた書式であることに思い至る。

「これは私が出した命令書ね。騎士団に関するもの、各村の運営に関するもの、それから……これは一体何？」

　聖女の命令は一定の効力を持つ。

　神から直接神託を賜りその役目を担う彼女たちの立場は非常に繊細で、聖神アーロスを信奉する人々にとってその言葉は神のそれにも等しく扱われる。

　ゆえにその言葉を正しく伝えるために、必ずある形式に基づいてその記録が書類として残される。

　現在に至ってはどちらかと言うと命令系統と命令内容の伝達に支障をきたさないための事務的なものではあったが、確かにその言葉は一字一句違えず記録として残され、本人の確認のもと承認されるのだ。

　そして彼女が手渡され確認した一枚は顔伏せの聖女が直々に下した指令書。

　押印された特殊な印章も、書かれたサインも、全てフェンネ本人の物だ。

　だが……ありえぬことに。

「……私は、こんなものを書いてないわ」

　フェンネは、そんな命令書を記した記憶が一切なかった。

「おいーっす。こんちゃーっす。ソアリーナちゃん知らないー？」

　異常な事態に困惑するフェンネを他所よそに、部屋の入り口から声がかかる。

　どこからか聞きつけたのか、それとも偶然その場に立ち寄ったのか、部屋の入り口からエラキノが顔を覗かせてきた。

「あーっ……もしかして、お邪魔かな？」

　部屋の惨状に顔を引きつらせ、慌てて踵きびすを返して厄介事から逃げようとするエラキノ。

　だがこれ幸いとアトゥとフェンネに引きずり込まれ、彼女たちはすぐさまこの奇妙な異変に関する対処を相談し始めた。

　………

　……

　…

　シスターたちを退室させ、部屋への立ち入りを厳禁とする。

　聖魔が集うその乱雑とした部屋で、アトゥとフェンネは神妙な面持ちで自身たちが出した指示書の内容を精査していた。

「指示書に矛盾が複数存在しています。会談などのスケジュール──予定も改ざんされていましたね。フェンネ、その辺りの管理はどうしていましたか？」

「予定に関しては任せっきりね。そうだと言われたら、疑問も持たず『はい』と言ってたわ。そもそも私たちにとって慣れない仕事だったもの」

　ピッと一枚の紙を見せつけられ、フェンネは困惑したように首を振りながら答える。

　ここ最近の多忙は誰しもが理解しているとおりで、その原因は組織における事務方の層がごっそりと抜けたことに起因している。

　フェンネとて目の前の仕事にかかりっきりだった部分もあるし、そもそも聖女は組織を運営するために存在しているわけではない。

　その仕事は民への慰撫や権威付けのための式典を執り行うこと、そして有事の際にその外敵を神がもたらしたる真なる奇跡でもって打ち払うことだ。

　むしろフェンネやソアリーナがここまで国を引っ張ってこられたことが奇跡的な行いに近い。

　ゆえに、日々の忙しさに翻弄されて自らの仕事の内容に疑問を持たなかったからと言って責められる理由はない。

　それらに大きな矛盾が存在し、自分たちの混乱が意図的に作られたものだったとしても、彼女たちが気づかぬことを非難はできないのだ。

「エラキノ。貴女は？」

「そもそもエラキノちゃんは自由人だから仕事はあんまり……」

　エラキノもまた然り。彼女は魔女でありＧＭの尖兵だ。

　組織を運営するための存在ではないし、そのように作られてもいない。

　もしＧＭがそのような設定を彼女に付随させていたらまた話は別だっただろうが、彼女たちとてこの状況は予想外であった。

　そして唯一この状況に対応できるアトゥは……その来歴ゆえに長らくレネアの中枢から離れるよう措置が取られていた。

「では続けて質問を。最近やけにすれ違いが多かったと思いませんか？」

「それは、みんな忙しいだろうから。何か困ったことがあったら言ってくるだろうってマスターも言ってたし……」

「私もエラキノに同意見よ。特に私の場合はあまり歓迎されていないようだったし、避けられていると思っていたわ」

　矛盾していた書類。その中でもフェンネが自らのものではないと判断したそれは、ほどよく真実味を感じさせられるよう作られていた。

　むしろ彼女たちが見逃していた問題にすら適切な采配を行われるよう手配されており、事実人々の生活は向上し、聖女たちの権威は今まで以上に高まっている。

　だが……明らかにこちら側を意識している点が一つだけあった。

　それは彼女たちが集まって言葉を交わせる時間を極力削るように巧妙に細工されていたのだ。

　まるで彼女たちの意思や意見を統一されるとまずいとでも言うかのように。

「明確に、何者かがこの書類を改ざんしています。おそらく間違いなく拓斗さまでしょうが……手段については、今は説明を控えさせてください。私もまだ確信が持てていませんので」

「目的はどこにあるのかしら？　確かにこれで私たちの行動は邪魔できるでしょうね。私も貴女に教えてもらうまで疑問にも思わなかったわ。アトゥ、貴女は以前破滅の王の目的は自分だと言ったわね。これが貴女を取り戻すことに関係するの？」

「聖騎士団殺害事件に伴い、こちらは散々とＧＭの能力を使ってきました。もし拓斗さまがＧＭ対策のためにそれらの法則を見極めようとしているとしたら、辻つじ褄つまはあいます」

「私たちを混乱させて、その行動の中に隙と対抗策を見つけるということね。確かに納得だけど、本当にそれだけなのかしら？」

　フェンネは自らの記憶を掘り起こす。

　確かにＧＭの能力に関しては騎士団殺害事件の解決とイラ＝タクトの撃退を完遂するために何度も検討を行ったことを記憶している。

　その中で様々な情報が出たし、時には問題解決のためにＧＭにこの世界に降りてくるようソアリーナが強く迫ったことすらある。

　反対にフェンネはその意見には否定的で、身を隠していた方がより優位に働くためやめた方が良いと発言し、それ以来関係性がこじれるほどだった。

　それほどまでに忌き憚たんなく意見を言い合い、全てを明らかにしていた。

　だが……その全てが秘密裏に行われており、人選は細心の注意を払って行われている。

　ソアリーナ、フェンネ、エラキノ、アトゥ、そして時折、聖騎士団長フィヨルド。

　その全員が信頼に足る人物であり、執拗にまで行われたＧＭの調査で〝本人〟であると明示されている。

　無論盗聴への備えも万全に行われており、聖女が使う奇跡による結界とＧＭの権能による盗聴阻害によって完璧な防御が行われていた。

　破滅の王がこの地で密かに根を張り活動しているとして、その内容を知る術すべはどこにもないのだ。

　だからこそ、ＧＭの能力の推測が目的だったとしていささか疑問に思うところがあった。

　そして何より、ＧＭの権能である《裁定者》の力は、知ったところでどうこうなるものではないのだ。

　フェンネが黙考する様を見せ、アトゥは何かを口にしかけ、閉じる。

　そして代わりとばかりにこの話題に区切りをつけ一旦の結論を述べた。

「どちらにしろ警戒段階を上げる必要があります。というか全ての予定をキャンセル──あー、中止して全員で一度話し合いの席を設けましょう。ちょっと……いえ、私の予想が正しければかなりまずい事態です」

「ええ、そうね。とにかく、こちらが気づいたということが相手に悟られてはいけないわ。ここまで深く入り込まれている以上、必ず何か罠を仕掛けているはず。行動に移される前にこちらが先手を打たないと」

　まずは意思の統一と、お互いの情報のすり合わせが必要だろう。

　この場にいないのは聖女ソアリーナと聖騎士団長フィヨルド。

　特にフィヨルドに関してはかなりまずい状況にあると考えられる。もっとも聖女たちに近い位置にいながら、聖騎士団としてのプライドから半ば独断とも言える別行動をとっているのだ。

　その戦力は隷下の聖騎士団とともにレネアになくてはならないもの、決して邪悪なる存在の手にかかって良い存在ではない……。

　フェンネとアトゥの危機感が高まり、その意識はすでに戦いのそれへと移行している。

　五感は研ぎ澄まされ、今から起こるであろう全てのことに対して一切の油断を許さず、人外の能力を与えられし者たちが動こうとする。

　だがその勢いを挫くじいたのはその場にいた最後の一人、魔女エラキノだった。

「あの、さ……」

　どこか青ざめた表情で、絞り出すように声を漏らす。

　危機感を共有するのは大切ではあるが、この反応見る限りそうではない。

　彼女やＧＭは予想外の出来事に弱いことは今までの出来事から予想されることではあるが、この反応はまた別のものに思われた。

「普通に仕事中で、その、忙しいだけかと思ってたんだけど──」

　そして、恐怖が伝でん播ぱし……。

「ソ、ソアリーナちゃん……どこかな？」

　今度はアトゥらが顔を青ざめさせた。

「──エラキノ！　ダイスを振りなさい!!」

　アトゥが叫ぶ。

　その言葉にハッと表情を切り替えたエラキノは慌てて瞳をつぶってＧＭへと助けを求める。




　GM：Message

　ゲームマスター権限行使。

　華葬の聖女ソアリーナの居場所を明示せよ。




　一瞬の静寂。




　結果：ソアリーナの居場所は不明です




　結果は最悪の一言。

　その一挙一動を見守るアトゥとフェンネはエラキノが初めて見せる泣きそうな表情で結果の深刻さを理解する。

　騎士団殺害事件における絶対的な解明不可能の理ことわりが、今、聖女に向かった。

「何で!?　な、何が起こってるの？　何で答えが出ないんだよ！　ソアリーナちゃんは関係ないはずでしょ!?」

「ゲームマスター！　エラーの原因は特定できますか!?　一か八か、システムに問い合わせてください！」

　やぶれかぶれで叫ばれた言葉。

　だが時としてこのような無鉄砲な行いがてきめんに刺さることもある。

　偶然の産物により、その答えがここに一つ明かされた。




〈！〉実行エラー

　現在イベント再生中です。

　ゲームマスター権限は実行できません。




【イベント名】

　騎士団員連続殺害事件の犯人を追え！




　だが真実が常に光明をもたらすとは限らない。

「イ、イベント!?」

　その結果にアトゥは思わず頭に手をやり叫ぶ。

　ここに至り、自らがずっと抱いていた粘つくような悍おぞましい予感が現実のものであると理解したからだ。

　イベントという言葉は拓斗より聞いたことがある。確かそれは──マイノグーラが苦汁を飲まされた時のことだったはず。

　そう……ＲＰＧ勢力ブレイブクエスタス魔王軍のとある魔人にによって英雄イスラが敗れた際に。

　だが、そんなことはありえない！　ありえるはずがない！

　否──ありえる！　その英雄なら！




「そこまで模も倣ほうしますか！

　　　　　　《名も無き邪神》!!」




　アトゥが叫ぶ。

　その名前を誰よりもよく知っていたはずなのに……名前が存在しないがゆえに記憶から霞かすみのように消え去ってしまっていた恐ろしい英雄を。

　アトゥを生み出したと言われる、光の神と対なす存在を。

　ゲームのプレイヤー。すなわちイラ＝タクトと同一視されるその存在を。

『Eternal Nations』における、マイノグーラの神の名を。

「ゲームマスター！　聞こえているわね？　ソアリーナの居場所を知る者をここに呼び出しなさい！　すぐによ！」

　アトゥの混乱を他所に、フェンネが冷静に次なる一手を放つ。

　すでに幾度となく繰り返されたＧＭ能力の影響についてその性質を把握していた彼女は、イベントに直接影響を及ぼさない範囲で能力行使を試みたのだ。

　そしてその推測はまさしく正せい鵠こくを射る。

　言葉より一瞬遅れ、光り輝くエフェクトとともに一人の聖騎士がその場に現れた。

「うぉぉっ！　な、何事ですか!?」

「貴方──先日昇格した中級聖騎士ですね。事情は後です。聖女ソアリーナの場所について答えなさい」

　突然のことで驚いた様子で尻もちをつき、辺りを見回す聖騎士。

　だがフェンネの血気迫る様子に何やら深刻な事態が発生していることをすぐさま把握し、自らの混乱を強引に抑え質問に答える。

「えっ、はっ、はい！　その、ソアリーナさまは旧大教会跡地にいらっしゃるかと」

　その言葉を言うや否や、しまったという表情を見せる聖騎士。

「何でそんなところにいるの!?」

　だがその表情もエラキノの悲鳴にも似た叫びによってかき消える。

「そ、それがその……騎士団長が何やら内密な話をするとのことで。私も万が一にと伝えられただけで詳しくは知らないのです」

　言葉がだんだんと弱くなるあたりどうやら口止めをされていたらしい。

　おそらく知っているのも彼一人のみ。

　緊急時に事態を知らせる役目を担っていたのだろう。

　そして旧大教会跡地とは、聖アムリターテ大教会が建築される以前に利用されていた教会だ。

　その歴史は古く、大教会とは名ばかりの一般的な教会を少し大きくしただけの朽ちかけた木造建築物。

　すでに使われなくなって久しく、解体費用も捻出できないことから長らく放置されていた場所になぜ二人が……。

　答えは、言わずとも容易に分かる。

　ついに、魔の手がソアリーナへと伸びたのだ。

「すぐに向かいましょう……おそらく、今のやりとりも感づかれています」

　アトゥの言葉にフェンネが頷き、エラキノが小さく息を呑む。

「いえ、もしかしたら……すでに準備が整った、ということかもしれません」

　アトゥは内心で盛大に罵声を吐く。

　なんと無様でなんと不甲斐ないことか……。

　心はざわめき、先ほどから恐ろしい考えがぐるぐると頭の中を駆け巡る。

「気を引き締めなさい。相手は……破滅の王イラ＝タクトです」

　絞り出した声に、聖女と魔女が無言で頷き覚悟を決める。

　同時に自分たちがこれから相手にする存在が、厄災という言葉そのものであることを理解するのであった。
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第九話　　名も無き




　三つの影がレネアの空を疾駆する。

　一つは《汚泥の魔女アトゥ》、一つは《啜りの魔女エラキノ》、一つは《顔伏せの聖女フェンネ》。

　この場にはいない聖女ソアリーナを案じ、その内に秘めたる膂りょ力りょくとＧＭによる援護が許す限りの速度で都市の屋根を凄まじい勢いで駆けていく。

　その姿に気づいた眼下の人々が指さす暇も与えぬほどの中、アトゥは風切り音を吹き飛ばすように仲間の二人へと声をかける。

「簡潔に言います！　拓斗さまの英雄としての名は《名も無き邪神》！　その性質は──」

　ダンッと屋根を蹴り一跳躍。数十メートルはあろうかという大通りを易々と飛び越えたアトゥは大きく息を吸い込み叫ぶ。

「──名前が無いゆえに誰でもなく、同時に誰でもあること！」

《名も無き邪神》については『Eternal Nations』においてもその設定が記される場所が非常に限られる。

　そもそもゲーム上におけるデフォルトの指導者という存在はプレイヤーを世界に没入させるためにその設定が極めて限定的だ。

　これがイスラなどの指導者として使用できる英雄であれば話は別だが、こと《名も無き邪神》については、『Eternal Nations』における様々なデフォルト指導者の中でも群を抜いてその存在が未知に包まれていた。

　ただ一つだけハッキリとしていることは……。

　マイノグーラの神である以上、それが世界に対してありえぬほどの害をもたらすということのみである。

「その権能は《完全模倣》！　ゲーム上では設定を再現できずに戦闘力を強化するだけのものでしたが、状況や行動を踏まえるにこの地では完全に行使できると見て間違いありません！　本来はありえぬがゆえに判断に窮していましたが、もはや確定的です！」

　アトゥがその結論に達した理由はいくつか存在している。

　まず第一に『Eternal Nations』における膨大なストーリーの中に存在している、《名も無き邪神》が相手になりきる能力を有しているというごく僅かな描写から。

　第二に、本人たちにしか到底不可能であるレベルの情報操作を拓斗が行っていたという事実から。

　そして極めつけは、イベントの行使。

　それはＲＰＧ勢力であるブレイブクエスタス魔王軍の専売特許だ。

　先のエラー内容の問い合わせでシステムより通達された「騎士団員殺害事件を追え！」というイベントが果たしてブレイブクエスタスにて存在していたイベントなのかどうかはアトゥに知る術すべはない。

　だが一つ確実なのは、魔王が討滅されその配下が全て排除されたブレイブクエスタス魔王軍において、イベントを行使できるものはもはや現存していない。

　ゆえに唯一の例外として魔王軍を模倣した拓斗が行ったと判断するしかほかならないのだ。

　かつて自分たちを苦しめ、英雄を一人死に追いやった強制イベント。

　すでに終わったはずの過去が、死人のように蘇り彼女たちを苦しめていた。

「けど！　ならどうしてマスターが見破れなかったの!?　そんなのありえないじゃん!!」

「言ったでしょう！　本人だと！　おそらく拓斗さまが宣言し模倣した存在は、全てデータ上で本人と設定されるのです!!」

　本人をいくら疑ったところで、本人であるがゆえに模倣を見抜くことはできぬ。

　もはやそれは模倣ではないのだ。何者にもなれぬ邪神が、何者かになろうとあらゆる情報をそうあれと偽る。

　そこに一切の疑念を挟む余地はなく、まるで呪いのように現実を書き換える。

　それが《名も無き邪神》という存在であった。

「本人なんですよ！　だから偽の命令書も作ることができた！　だから騎士団員に気づかれることなく近づくことができた！　だから──」

　一呼吸おき、叫ぶ。

「私たちに交ざり、その対策の一挙一動を観察することができた！」

　その言葉に、フェンネとエラキノは言葉を失う。

　そしてこの世界のどこでもない次元の狭間に隠れこもり、この状況をつぶさに観察するＧＭもまた、そのありえぬ能力に絶句した。

《名も無き邪神》は全てを模倣する。

　いや……模倣という言葉はそれを表すのに些いささか不適だ。

　それは自らをそうであると定義した瞬間、それになるのだ。その能力は盤上に置いて絶対。

　アトゥがエラキノの持つ《啜り》の能力によってその所属を強制的に変更させられたように。

　イラ＝タクトという存在の定義が根本から書き換えられている。

　相手が完全に本人であるからには、並大抵の方法でその違いを看過することは不可能だろう。

　よしんば、《名も無き邪神》など存在していないと思い込んでいる状態ならばなおのこと……。

（けど、だとしたら拓斗さまは──）

　ぎりっと歯を軋きしませ、アトゥはその足に力を込める。

　その表情は、なぜか悲痛さが溢れ、瞳には薄っすらと涙が浮かんでいた。

　………

　……

　…

　開け放たれた扉の先には、ソアリーナ唯一人が呆然と立ち尽くしていた。

　教会の礼拝堂は事前情報どおりに荒れ果てており、盗人でも入ったのかボロボロに破壊された椅子と装飾品が根こそぎ奪いつくされたであろう内装が、忘れ去られし物が持つある種の物悲しさを引き立てている。

　天井は一部が崩れ落ち、空いた穴から入り込む陽の光が幻想的な光景を作り出している。

　その光のもと、ソアリーナは司祭が説法を行う壇上の前にいた。

　その場にいるのはただ一人、《華葬の聖女ソアリーナ》。

　いや、その場に生きているものはただ一人と訂正せねばならぬだろう。

　なぜならその胸に大きな穴を空け、憤怒と絶望の表情で血の海に沈み絶命している聖騎士団長フィヨルドの遺体がそこにはあったのだから……。

　誰かの息を呑む声が聞こえた。

　目の前の聖女は、ぼんやりとした視線で眼下に倒れ伏すフィヨルドを眺めていたかと思うと緩慢な動作でアトゥたちに視線を向け、やがてポツリと呟いた。

「あっ、エラキノ……」

「ソアリーナちゃん！」

　その言葉にエラキノが叫びを上げる。

　間違いなく何かがあったことは明らかで、フィヨルドが地面に倒れ伏している様子からも襲撃を受けたことは間違いなかった。

「大丈夫だった!?　怪我はないっ!?」

「ええ、問題ありません。ただフィヨルドさまが……」

　その安否を心から案じていたエラキノは、両隣にいる仲間の気配が変わらず強い警戒を抱いていることも忘れ、駆け出す。

「まっ、まちなさ──」

　フェンネが慌てて声をかける。

　アトゥがエラキノの突発的な行動にその瞳を見開き驚愕する。

　全員が一瞬、一瞬騙された。

　ずっと警戒していたにもかかわらず、ソアリーナを見た瞬間それがどちらであるか判別がつかなかった。

　奇妙なまでに仕組まれた密会。そして倒れ伏すフィヨルド。

　その状況全てが目の前のソアリーナが本物ではないと告げているのに、もしかしたら……というありえない懸念が沸き起こり、行動を止めた。

　この一瞬こそが致命的。

　刹せつ那なの時におけるミスが命に直結する超常者たちの世界において、三人は理解していながらも、エラキノがソアリーナへと駆け寄ることを止められなかった。

　だから──。

「迂う闊かつに過ぎますよ、エラキノ」

　その結果は当然だった。

「がっ!!」

　ドスンという衝撃とともに口から血が吐き出される。

　腹に強烈な熱と痛みを感じ、エラキノはようやく自らがソアリーナから攻撃を受けたのだと理解した。
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「な、何で──」

　くすくすと、目の前の女が笑う。

　エラキノの友人であり、かけがえのない人であり、命に替えてでも助けるべき人が……。

　彼女の大切な友達、ソアリーナが。

　いや、違う。

　へばりつくような異質な認識を意志の力で引き剥がし、エラキノは目の前の相手をにらみつける。

「簡単すぎませんか？　本当に雑魚ざこなんですね……」

　いつしか誰かに言った言葉が、そのまま自分に返される。

　友の顔で、侮蔑の籠もった言葉が投げかけられる。

　すぅっと掲げられたソアリーナの右手は血に濡れ、だがまだ足りぬとばかりにエラキノの頭蓋を砕くべく振り下ろされようとしたその時。

「させるかぁぁぁぁぁ!!」

「神よ！　我が瞳に魔を祓う奇跡を与え給え！」

　エラキノの本当の仲間が、彼女の窮地を救った。

　振り下ろされたソアリーナの腕がバチィという強烈な破裂音とともに弾きあげられ、同時にエラキノに巻き付いた触手が凄まじい速度で彼女を引き戻す。




　GM：Message

　ゲームマスター権限行使。

　魔女エラキノのＨＰを全快します。




　次いで《裁定者》の能力が発動し彼女の傷を完全に修復する。

　結果として見れば、この場所に突入した時と同じ状況まで戻ったと見えよう。

　だがエラキノが受けた衝撃は生半可なものではなかったらしく、顔を青ざめさせながらその場にうずくまっていた。

「がはっ！　げほっ！　げほっ！　こほっ……」

「大丈夫ですかエラキノ!?」

「だ、だいじょうぶ。間かん一いっ髪ぱつ助かったよ……」

　刹那の攻防でこちらの首を刈りに来た。

　分かっていながらも、相手の先手を許してしまった。

　ソアリーナの攻撃を弾いたフェンネ、エラキノを引き戻したアトゥ。

　そして彼女の傷を癒やしたＧＭ。

　一人でも欠けていれば、エラキノはこの場より失われていただろう。

　相手の……イラ＝タクトの持つ異質な気配と攻撃に、この場にいる誰もが口を開けずにいる。

「くすくす……失敗してしまいました」

　朽ちた教会に笑い声が響く。

　およそソアリーナが出すには不釣りあいな酷薄な声こわ音ね。

　本人であるはずなのに本人ではないかのような、そんな悍おぞましい音色がその可憐な口より汚泥の如く流れ落ちる。

　ふと向けられた視線に心臓を鷲掴みにされたかのような怖おぞ気けが走り、だが同時にまるで何者かに強制されているかのように目の前の存在をソアリーナであると認識する自分たちがいる。

　ああ、どうしてあれをソアリーナだと思ってしまうのだろうか。

　ああ、どうしてあの心優しく民を思う娘の笑顔を思い出してしまうのだろうか。

　その顔はべっとりと、まるで世界から切り離されたかのように黒い影で塗りつぶされているというのに……。

「迂闊すぎるわよエラキノ！　その可能性は説明されていたでしょ！」

「あっ、いや……だって！」

「いいえ、残念ながらエラキノを責めることはできません。これが、これこそが《名も無き邪神》の能力。情報として知っていようが、心が誤った認識を継続している。洗脳でも認識阻そ害がいでもない、本人であるがゆえにそうとしか判断できない力。当たっていて欲しくなかったですけどね……」

　思わず叫ばれたフェンネの叱責にアトゥは否定をもって説明する。

　自分たちもまた、一瞬の遅れを生じさせ窮地に陥っただろうと。

　それは、想像以上に厄介な能力であった。

　目の前にいるのはソアリーナではない。間違いなくイラ＝タクトである。

　だがソレがソアリーナとして振る舞っている限り、本人であるとして認識される。

　意識を強くもって疑念を打ち払う、もしくは本人だったとしても殺す気で当たれば解決するかと思われるかもしれない。

　だが違う。いくら拭い去ったとしてもそれは少しでも気を抜くと心の奥から湧き出てくる厄介さを有している。

　加えてソアリーナはどこまでいっても彼女たちの仲間だ。

　そして仲間を攻撃するべき手を彼女たちは持ち合わせていない。

　愚かにも魔女と聖女がこれだけ揃ってなお、甘さを捨てられた者は一人としていなかったのだ。

「迂闊に……手を出すのは危険ね。アトゥ、貴女は何か対策が考えられるかしら？」

　フェンネはアトゥに助言を求める。

　イラ＝タクトと一番親しい彼女であれば、何らかの対策を導き出すことができるのではないかと考えたのだ。

　もっとも、このような状況下にあってなぜ目の前のイラ＝タクトが行動を起こさないのか終始不思議であった。

　イラ＝タクトは依然としてその場に佇たたずんでおり、まるで様子を見ているとでも言わんばかりの態度に誰しもが寒気を感じる。

「ソアリーナをここに呼び出してください。おそらく……犯人の発見によりイベントは終わっているはず。ＧＭの能力が通ります」

　アトゥはちらりと、もうひとりのソアリーナの反応に注意を向ける。

　すると彼女──そう表現して良いのか不明であるが、ソレはまるでどうぞとでも言わんばかりに手をゆっくりと前に出し促した。




　GM：Message

　ゲームマスター権限行使。

　聖女ソアリーナをこの場に召喚。




　華葬の聖女ソアリーナが全員この場に現れました




　果たして、皆が予想していたとおりに本物のソアリーナはそこに現れた。

　アトゥの発言どおりイベントはすでに終了しており、犯人の解明を阻む不可視の強制力はすでに消え去っているらしい。

　それも当然だ。今ここに本物のソアリーナがいる以上、壇上のソアリーナがイラ＝タクトの模倣であることは明らかなのだから。

　だが……それでもなお、くすくすと嗤わらうあの顔が真っ黒なソアリーナが同じ仲間のように思え、エラキノたちは怖気を抱く。

　敵は、確かにそこにいる。

　戦いの狼煙のろしはすでに上がっていた。

「え？　私は……どうして？」

　だがその前に、ソアリーナに確認せねばならないことがいくつかあった。

　無論本物に、である。

　フェンネは突然のことでわけが分からず目を丸くしている彼女へと矢継ぎ早に質問を投げかける。

「ソアリーナ。貴女、今までどこにいたのかしら？」

「え？　国境地帯まで進軍しているフォーンカヴン代表者との交渉に向かうと伝えたはずですが……」

　ソアリーナは不思議でならなかった。

　現在自分は国境地帯における領土問題と、未知なる魔物の対処のために馬車に揺られて移動している最中のはずだ。

　休憩も必要だろうからと気を利きかされ馬車の中では久方ぶりにゆっくりとした時間を過ごすことができていたのだが……。

　気がつけば目の前に数日前に別れたはずの仲間がいる。

　加えて、記憶にはない朽ちた教会らしき場所。

　自分は夢でも見ているのだろうか？　混乱というよりも、困惑が強かった。

「なぜそんなことに？　せめて誰かに声をかけるべきでしょう!?」

「いえ、その、フェンネさまに直接ご挨拶をしましたよね？」

　そう、彼女は自分が責められている理由が分からなかった。

　ちゃんとした手続きは行ったし、仲間たちの了承も得た。

　何も問題なかったはずだ。なぜなら……。

「ええ覚えています。とても丁寧な挨拶でしたね」

　フェンネは、確かに彼女に激励の言葉をかけてくれたのだから……。

　くすくすと、壇上のソアリーナが嗤う。

　その態度と言葉で全てを理解したアトゥとフェンネが顔を歪める。

　ソアリーナに偽りの命令を出し、この地から遠ざけていたのはフェンネを模倣したイラ＝タクト。

　彼女はその間にソアリーナになりすまし、悠々と彼女たちの仲間として振る舞っていたのだ。

「え？　私？　こ、これはどういうことでしょうか!?」

　もうひとりの自分を発見したソアリーナがぎょっとした表情で動揺の声をあげる。

　説明する間も惜しく、相手の行動を警戒するのであればそのような余裕はない。

　だが今の彼女たちにはどのような無法も貫き通せる必殺の御み業わざが存在していた。

「ＧＭ。《裁定者》の権能でソアリーナに事情を説明して下さい」




　GM：Message

　ゲームマスター権限行使。

　聖女ソアリーナは一連の事情を把握した。




　瞬間。

　ソアリーナの脳裏に全ての出来事が刻み込まれ、破滅の王がこの国で演じていた恐ろしい企みを理解させられる。

「ば、ばかな……こんなことが！」

　その驚愕にソアリーナの瞳が揺れる。

　この場がすでに戦場であると叱責するものは誰もいない。

　なぜなら、その驚愕はエラキノたちがすでに経験したことでもあるのだから……。

「これで主だった役者は全員揃いましたか……」

　ソアリーナ……否、イラ＝タクトが嬉しそうに呟く。

　その口調と声音がどこまでもソアリーナ本人と似ており、強い違和感と不快感をエラキノたちにもたらす。

　ただそれ以上に、相手が何も行動を起こさないのがひどく不気味であった。

　床に倒れ伏すフィヨルド騎士団長へと視線を向ける。

　床一面に広がるその血は明らかに人が流して良い許容量を超えており、ピクリとも動かぬその真っ白な肌から彼の生存が絶望的であることが容易にわかる。

　ソアリーナは騎士団長によって内密の話があると呼び出されたとアトゥたちは説明を受けた。

　つまり彼はいち早くイラ＝タクトの企みに気づき一人でこの問題を解決しようとしたのだ。その結果がこの有様。

　無謀にもほどがある……だが今は彼の心の内を慮おもんぱかるには時間が足りなすぎた。

　ここが分水嶺。迂闊な行動は死と破滅をもたらす。

　アトゥは相手の意図と出方を見極めるために慎重に言葉を選び目の前の存在へと声をかけた。

「ずっと私たちを観察なさっていたのですね拓斗さま。それよりも、《名も無き邪神》イラ＝タクトと言った方がよろしいでしょうか？」

「好きに呼んでくれて構わないですよ。そちら側になったアトゥには、アトゥなりの立場というものもあるでしょうから」

　ソアリーナの姿でクスクスと嗤うイラ＝タクトはアトゥが知る彼とは違ってまさに破滅の王に相ふさ応わしき悍おぞましさと不気味さを有している。

　それは自分が敵対者となったからか、それともまた別の理由によるものか。

　判断のつかないアトゥは何か相手を攻略する糸口はないかと探りを入れ、最大の慎重さをもって一斉に攻撃を行う機会を窺うかがう。

　先のエラキノはただ運が良かっただけで、まだどんな手を相手が隠し持っているのか分かりはしないのだから……。

「配慮はありがたいですが、役者が揃ってなお何もなさらないのですね拓斗さま？」

「ええ、少し驚いていたのです。アトゥがとてもよく働いていると、貴女がいなければエラキノは今頃胴体と首が分かたれていたでしょう。そちらでもよく頑張っていますね」

　その言葉に少しだけ笑みが浮かび、だがすぐさまアトゥはその感情を捨て去る。

「私は貴方の敵です。依然として拓斗さまを敬愛しておりますが、かといって己の領分を違えることはありません。かつて貴方の配下だった者の言葉として申し上げます。どうか不忠をお許しください。貴方を──破滅の王イラ＝タクトをここで完全に滅ぼします。私と私の仲間のために」

　それは決別の言葉だった。

　どれほどの想いがそこには込められていたのだろうか。

　だが今まで時折浮かべていた悲しげな表情は失せ、そこには完全に戦士としての顔があった。

「……素晴らしいですね。それでこそ汚泥のアトゥ。私が信頼する唯一無二の英雄です」

　その決別に対し、ソレは心底嬉しそうにそう言った。

　イラ＝タクトの言葉にアトゥは悲しみとも怒りとも何とも言えぬ感情を抱く。

　彼女の信じる拓斗はそのようなことを言うのだろうか？　自分が裏切っていると言ってなお、このように冷静な態度で言葉を交わすのだろうか。

　一体自分の目の前にいる存在は、何者なのだろうか？　だがそんな彼女の心のざわめきをまるで理解していないとでも言うかのように……。

　イラ＝タクトは嬉しそうに手を叩いて喜ぶばかりであった。




[image: ]




　状況は、最悪の一言であった。

　汚泥のアトゥは『Eternal Nations』において常に拓斗が使い続けてきた英雄だ。

　もっとも彼の近くでその采配を見続けており、もっとも彼の近くでその人生を眺めてきた。

　ゆえに拓斗の性格は嫌というほど理解しており、だからこそ戦力的に優位に立っているにもかかわらず自分たちが窮地に陥っていることを理解していた。

　……拓斗が余裕を見せる時は基本的に二つある。

　一つは相手に対して油断がある状態。手を抜くというか楽しむと言うか、遊び心を出す時だ。

　この時であれば問題ない。むしろこれ幸いとその心臓に再び刃を突き立てることが可能だろう。

　もう一つは……。

　全て終わっている状態。

　ゲーム上の優劣が完全につき、勝負の行方が確定した際。

　どう転んでも終わりが一つしかない場合、その時にもまた彼はこのように余裕を見せて遊ぶ。

　まさしく、今の状況。

　だがそのような状況下にあってもなお、気勢を失わぬ者がいた。

「はんっ！　どうせ何もできないから余裕ぶっこいてるだけでしょ。さっきの攻撃も最終手段だったんじゃない？　エラキノちゃんを殺やれなくて残念でした〜♪」

　エラキノである。

　大切な友人であるソアリーナの無事が判明したこともあるのだろう。彼女は途端にいつもの調子を取り戻し、言葉の刃でもってイラ＝タクトを攻撃する。

　見た目も雰囲気もソアリーナである相手に罵声を浴びせるのは少なくない動揺があるだろうが、今の彼女には本物がいる。

　まるで自分を守るかのように横で敵に向けて身構える本物のソアリーナに、エラキノはどこからともなく勇気が湧いてくるような気さえしていた。

「…………」

「ちっ、だんまりかよ──あっ、そうだ！　お前ってばアトゥちゃんを取り戻すのが目的だって言ってたよね。それって本当？」

「そうですね。アトゥを取り戻したいと思っています。彼女は私にとって、とても大切な存在なのですよ」

　当初は沈黙を貫き……同時に興味深そうにエラキノを眺めていたイラ＝タクトであったが、アトゥの名前が出てきてからようやく思い出したかのようにエラキノへと反応を見せる。

「ギャハハハハハ！　やっぱり！　やっぱりそうなんだーっ！　残念でした♪　エラキノちゃんの《啜り》の能力によってアトゥちゃんはもう完全にこっちの仲間になっちゃってまーっす！」

　エラキノの言葉に、ピクリとイラ＝タクトが反応した。

　今までどのような言葉であっても──まるで闇の塊に向けて投げかけるかのように感情の揺らぎを見せなかったソレは、ようやく何か思案するかのような仕草を見せた。

　それを動揺と受け取ったのか、エラキノが投げつける暴言は更に勢いを増す。

「つまりどういうことか教えてあげようか？　システム的にももうアトゥちゃんはこっちの勢力なの♪　洗脳によって一時的に所属が変わってるんじゃなくて、完全に変更されているってわけ！　だ〜か〜ら〜」

　そう、エラキノの《啜り》とはただ相手を洗脳するだけではなく、その所属勢力すら根本的に変えてしまう力を持つ。

　ＧＭによって二十二回目に作り出されたキャラクターである彼女は、様々な試行錯誤の末に敵対者を自らの陣営に加えるという能力を与えられた。

　通常であればいくらＧＭといえどもその権能によって別ゲームのシステム下にあるキャラクターの権限を奪うことは不可能だ。それはテーブルトークＲＰＧにおけるＧＭという裁量から大きく逸脱してしまう。

　だがその力をキャラクターの能力として落とし込めば、同じキャラクター同士による能力行使として判断される。

　敵対する別のゲームの勢力にすら、能力を通すことができる。

　それこそがＧＭがこの世界においてルールの隙を突いて編み出した必勝の方法。

　一度決まってしまえば、決して覆すことのできないテーブルトークＲＰＧによるシステムの強制であった。

　つまり、汚泥のアトゥという存在はすでにマイノグーラの手から離れ、二度と戻らぬところへと行ってしまった。通常の方法では取り戻すことは不可能。

　それが覆しようのない事実だった。

「だから！　いくらお前が頑張っても無理なんだよぉぉぉぉぉ!!」




　エラキノの《遠隔攻撃》判定　1d100＝【33】

　判定：成功




　エラキノの言葉と同時に、無数の斬撃が放たれる。

「……華葬に処す」

　広範囲にわたって障害物を破壊しながら殺到するそれを、イラ＝タクトはどこからともなく取り出したソアリーナが持つ杖の一振りでもって迎撃する。

　斬撃と炎の衝突により膨大なエネルギーが火炎の渦となって辺り一面を吹き飛ばす。

　教会の脆い外壁はそれだけで弾け飛び、よりみすぼらしい姿となって戦場を広げた。

「アハハハハ！　頑張って抵抗するねぇ！　そうやって他人の力を借りないと、何もできないもんねぇ！」




　GM：Message

　ゲームマスター権限行使。

　上級聖騎士フィヨルドを復活します。




「でもぜ〜んぶっ！　無意味でしたぁぁぁぁ!!」




　GM：Message

　ゲームマスター権限行使。

　上級聖騎士フィヨルドは一連の事情を把握した。




「せっかく殺した騎士団長くんもほらこのとおりぃぃぃ！　お前がやったことなんてなんの意味も価値もないんだよ！　いい加減自分が無能だって理解しろよこの引きこもり！」

　地面に倒れ伏していたフィヨルドが勢いよく起き上がり、油断なき様子でイラ＝タクトから距離を取る。

　一瞬両方のソアリーナを見比べていた彼だったが、すぐさま踵きびすを返して戦場を離脱する。

　聖騎士である彼が邪悪を前に逃走を選ぶはずがない。

　ちらりとエラキノたちに目配せを送ったことから、おそらく戦力不足を感じて他の聖騎士たちを呼びに行ったのだろう。

　事態は刻一刻と変化し、イラ＝タクトにとって不利なものへと変化していく。

　事実、これで彼が得た成果は全て無に帰した。

　あれほど用意周到に準備してフィヨルドを手にかけておきながら、それすらＧＭの裁量一つで覆されてしまうのだ。

　無論この場にいない騎士団員に対してですらそれは可能だ。

　イベントによる妨害が消えた今、そう遠くない内にＧＭは彼らを復活させるだろう。

　いくら努力をしようが、いくら策を弄ろうそうが……。

　ＧＭという全てを支配する者の前には、無力にも等しかった。

「酷い言われようですね。私は悲しいです。……暴言はいけませんよエラキノ。それは貴女のマスターの責任になります」

　だがエラキノが浴びせるあらん限りの暴言に、ソアリーナは……否、イラ＝タクトは心底嬉しそうにそう答えた。

　罵声を浴びて、暴言を受けて、無能の誹そしりと罵りをこれでもかと浴びて、それでもなお、まるでその言葉が自分を輝かせるとばかりに喜ぶソレは一体何を思っているのだろうか？

　理解のできぬ事象への不快感が、エラキノをより苛立ちへといざなう。

「気持ち悪いって言ってんだよぉ!!」

　エラキノが構え、更なる追撃の準備を行う。

　ソアリーナの姿を持つ彼は、また先ほどと同じように華葬の術式をもって迎撃を試みようとするが……。

「死ね！　今度こそ確実に殺してやる！　何をやりたかったか知らないけど！　マスターの力の前に、お前ごときが叶うわけねぇだろう！」




　GM：Message

　ゲームマスター権限行使。

　華葬の聖女ソアリーナ全員を、一時的に拘束します。




「あっ！」

「おや……」

　此こ度たびは、抗うことが許可されなかった。

　ＧＭの命令によりソアリーナはその動きを拘束される。

　無論、エラキノの仲間である本物のソアリーナの動きも止められることとなるが、この処置はあくまで拘束であるため危害が加わることはない。

　両者両様の反応を見せる中、ソアリーナ……イラ＝タクトはそれでもなお余裕を崩すことはなかった。

「これは困りましたね。少し待ってくれませんか？」

「はぁ!?　聞くわけねぇだろ──」

　後はただもう一度攻撃を加えるだけ。

　相手がソアリーナを模倣しているのであれば、今のエラキノが放つ攻撃を無防備に食らって無事なはずがない。

　もっとも、何らかの方法で耐えたとしてもＧＭの権能による拘束は未だアレを縛り付けている。

　何度でも、何度でも。

　二度と復活が叶わないほどに、チリ一つすら残さぬようすり潰し、消し去ればよかった。

　だが……。

「ああ。ではこう言いましょうか……」

　くすくすと、何が楽しいのかイラ＝タクトが嗤う。

　そして……。

「プレイヤー、伊良拓斗としてセッションの一時中断をシステムに宣言」

　思いもよらぬ奇手を放った。




　SystemMessage

　プレイヤーからセッションの中断が宣言されました。

　問題が解決されるまで参加者の全権限を凍結します。




　驚愕が全員を包む。

　エラキノを矢や面おもてに立たせ、事態の推移と相手の行動をつぶさに観察していたアトゥとフェンネですらこの行動に反応が追いつかず、その失態に顔を歪ませている。

　だがそれも刹那。

　すぐに意識を切り替えた彼女らは、互いの状況を確認。

　まずは仲間であるソアリーナの拘束が解かれていることから、異常事態が発生したことを確信。

　次いでイラ＝タクトの動向を確認するためそちらに意識を向けるが……。

「いない!?」

「は、破滅の王はどこへ!?」

　先ほどまでソレがいたはずの場所には、まるで初めから誰もいなかったかのようにただ静かな空間があるだけであった。

「なっ!?　まさか逃げたの!?」

　エラキノが叫ぶ。

　ＧＭの混乱が伝わってくる中、彼女も必死に状況を把握しようと意識を集中する。

　そして相手が不利を理由に撤退を選択したのかと判断しかけた時……。

「違う！　来ますよ!!」

　アトゥの警告が崩れた教会に響き──。

　その言葉を合図に、天井を突き破って無数の触手が彼女たちに降り注いだ。







第十話　　挨拶




　天井を突き破ってきた触手が縦横無尽に教会を駆け巡り、まるで一本一本が独自の意識を有しているかのように様々な軌道をとり襲いかかってくる。

　それらの触手にいち早く気づいたのは《汚泥のアトゥ》。

　彼女は目の前に広がる死の棘とげの大群が自らの持つそれと寸分違わず同じであることを理解しながら、大地より迎撃の構えを取る。

「背後に集まってください！　ちっ！　──させるかああああっ!!」

　びゅるりとアトゥの背後より無数の触手が生まれ、仲間を守るべく繰り出される。

　互いに放った触手がぶつかり、およそ有機物とは思えぬような金属音めいた不気味な交差音をかき鳴らしながらその衝撃の余波にてわずかに残った教会の残骸を破壊していく。

　アトゥに守られている者もまた、すぐさまその対策にあたった。

　フェンネは瞳から放つ不可視の衝撃刃によって少なくない数の触手を打ち払い──切断し、地面に落ちてビチビチと跳ね回るそれをソアリーナが焼却していく。

　そしてエラキノとＧＭはすぐさまこの異常事態への対応を取るべく、現状の確認を行った。

「マスター！　能力は！　……ちぃっ！　ふざけやがって！」

「どういうことですかエラキノ!?　ゲームマスターの能力がなぜ!?」

　口ぶりからして、ＧＭは現在何らかの方法においてその権限を凍結されているらしい。

　おそらく先のイラ＝タクトによる宣言が何らかの鍵となっていたのだ。

　無論ソアリーナもすでにエラキノたちからＧＭが持つ能力の詳細と、彼らがテーブルトークＲＰＧという遊戯を由来とする能力を有していることは聞き及んでいる。

　だがあまりにも荒唐無稽で異文化な概念だったため、詳しいことは分からないのだ。

　ゆえにまず事実確認として彼女に問うたのだが……。

「セッションの中断宣言だ！　あのくそやろう！　土台からひっくり返しに来やがった！　テーブルトークＲＰＧは会話とダイスによって進めるゲーム！　だからプレイヤーにも進行を止める権利がある！」

　イラ＝タクトが持ち出した反撃の剣こそ、この『ゲーム中断』であった。

　エラキノの言葉の通りテーブルトークＲＰＧは参加者の会話が重要なキーとなる。

　ゆえに一人が中断すると言えば、参加者はその言葉に耳を傾けセッションを一時的に中断する必要があるのだ。

　無論、その性質をシステムは従順に再現する。

　つまりはＧＭが行使する無法にも等しい絶対権限を一時的に制限することが可能なのだ。

　だがそれは……諸刃の剣でもあった。

「けど──あははは！　ばぁぁぁぁっか！　それ使うなんてまじで終わりだよお前！　《啜りの魔女エラキノ》がゲームマスターに代わり質問！　ゲームを中断する正当な理由を述べよ！」

　ＧＭとエラキノは、拓斗が用いた作戦の穴にすぐさま気づき指摘することに成功した。

　そう、ゲームの中断は可能だ。だがそれには理由が必要。

　理由なき中断にはペナルティが下される。むろんこの場合の対象はイラ＝タクトである。

　いくら《名も無き邪神》の権能によって存在を偽っているとは言え、盤上ではなくプレイヤーの次元から行われた申請だ。

　システムはその厳罰を下す相手を決して間違えないであろう。

「いやぁ、あんだけ余裕ぶってるから何するかと思えば、こーんなこととはね♪　確かにこれでゲームマスターの権限は一時的に凍結された。けどルールブックに記載のある通り、セッションの正当な理由なき中断は禁止事項！　円滑な運営を阻害するものは何者も許されない！　お前はもうおしまいだよ♪」

　おそらく、そのペナルティはゲームからの強制排除という形でなされるだろう。

　この世界で魔なる者たちを率いて国を興した破滅の王イラ＝タクトという存在ではなく、一度死んで二度目の生を受けた伊良拓斗という人間の敗北。

　それがどのような意味を持つかはわからない。

　ただ、全てが失われ二度と元に戻らないことだけはハッキリと理解できた。

「さぁ！　答えてみな！　まぁ口からでまかせの運任せだと思うけどねぇ！　残念だったねぇイラ＝タクトくぅぅぅん！」

　エラキノが狂喜に満ちた勝利の声をあげる。

　これで終わるのか？　いつの間にか止んでいた攻撃に事態の変化を感じ取ったアトゥの背後から……。




「挨拶です」




　突如言葉が紡がれた。

　アトゥたちは慌てて背後へと振り返り、勢いよく跳躍して距離を取る。だが……。

　その途中で視認した相手の姿に苦虫を噛み潰したかのような表情を見せる。

　揺蕩たゆたうかの如くその場で静かに佇たたずむのはやはり汚泥のアトゥ。

　顔面がべっとりと黒に塗りつぶされたイラ＝タクトによる模倣だった。

　そして同時にエラキノは異変を感じる。

　先ほどからあった能力に制限がかけられる感覚が継続しているのだ。

　すなわちそれは──セッションの中断が継続していることを意味していた。

「エラキノ。貴女がゲームマスターと共にこの世界に持ち込んだ『エレメンタルワード第４版』に関してですが、このシステムにはある特徴があります」

「──なっ!?」

　聞き慣れたアトゥの声こわ音ねでイラ＝タクトが語る。

　その言葉ぶりからするに、ソレが最初からセッション中断を貫き通せる方法──すなわち正当な理由を用意していたことは明らかだ。

　だが何よりもエラキノを驚愕せしめたのは、決して誰にも伝えなかった……エラキノと彼女のマスターだけが知るテーブルトークＲＰＧのシステム名を当然のように語ったことだった。

「このシステムの特徴は、プレイヤーの道徳について比較的多くその紙面を割さいていることです。例えば他人と楽しくプレイするコツだとか、相手にやってはいけない行いだとか……挨拶だとか」

　知っている。

　誰よりも、何よりも詳しく知っている。

　そのシステムによってエラキノは生まれたのだ。消えていった失敗作の数は二十一。

　ようやく完成品として生を受け、マスターとともに万難を排してこの世界での戦いに身を投じたつもりだった。

　どこから漏れた？　どうして漏れた？　答えの分からぬ問いを己に投げかける間にも、イラ＝タクトの独白は続く。

「これ、説教臭いという理由から賛否両論あるんですけどね。私は意外と嫌いじゃないんですよ」

　そう、それは理由。

「だって、ルールブックの最初に『参加者全員が名乗り、挨拶が終わるまでセッションを開始してはいけない』なんて書いてあるんですから」

　セッションを止め、ＧＭが持つ無敵の権能を止める唯一の方法。

「挨拶はとっても大切。幼稚園児でも分かることですね」

　同時に、ありえぬほどにくだらぬ内容でもあった。

　エラキノはその憎らしい言いぐさに歯ぎしりをしながら対策を考える。システム名を知られていたことは想定外にもほどがあった。

　彼女たちが扱うテーブルトークＲＰＧの能力はその元となったゲームのルールに準拠する。

　特にテーブルトークＲＰＧはルールの運用に厳格であり、またそれぞれ独特かつ特殊なシステムが用意されていることが特徴だ。

　それこそが彼女たちの武器の一つであり、だからこそひた隠しにしてきた秘密でもある。

　手の内を知られるということはエラキノたちにとっては致命的な損害に等しい。

　その証拠に、挨拶などというくだらない理由であっという間に窮地に陥った。

「おや？　何をそんな驚いた顔をして……ああ、なるほど。どうしてこの私が貴女たちのゲーム名を知っているか、でしょうか？」

　図星、だった。

　相手が気を良くしてべらべらとお喋りしている間に少しでも情報を収集する必要がある。

　どこまで把握しているか分からぬが、だが相手が情報面で圧倒的に優位な位置にいることは残念ながら認めなければならないだろう。

　エラキノたちは、常に翻弄されっぱなしであった。

「国境地帯に魔物を配置したのはまずかったですね。確かに暗黒大陸からの侵攻は阻めますが、あれでは見破ってくれと言ってるようなものですよ？　それに……そのゲームはオンラインセッションではありますが私も遊んだことがあるんです。なら推測できて当然でしょう？　ねぇ……汚泥のアトゥ？」

　くすくすと、汚泥のアトゥに似たナニカはそう本物に同意を求める。

　その言葉はアトゥを激発させるに十分であった。

「次は私を模倣しますか！　小こ癪しゃくな！」

「この中で直接的な戦闘力に最も長たけているのはアトゥですよ。ならばこのような手段を取るのは当然でしょう。……あっ、もしかして許可とか貰った方が良かったでしょうか？」

　挑発である。

　敵対したとはいえ、イラ＝タクトが自分に対してこのような手段に出ることが些いささか信じられないアトゥは己の中にある懸念がどんどんと膨らんでいくことに焦燥感を抱く。

　明らかにそれは彼女の知る拓斗とは違った。

「いいえ！　拓斗さまならば特別に許可しますよ！　拓斗さまならば!!」

「おや、思わせぶりな言葉ですね。何か懸念がありますか私わたし？」

　そう、確かに懸念があった。

　拓斗が《名も無き邪神》の権能を有していると知った時から。

　その能力がこの世界にやってきた時より備わっており、ただアトゥがその事実を忘れていただけだと理解した時から。

　つまり、彼女が抱く恐れとは……。

「もしかして、初めから伊良拓斗なんて存在しなくて。《名も無き邪神》がそう名乗ってるだけの人形遊びだったと、そう思っているのですか？」

　彼女の聞きたくなかった言葉を、イラ＝タクト……ソレは的確にぶつけてきた。

　アトゥの心の中で何かが折れる音がした。

　恐れていた事実の指摘に身体が震え、思わず膝から崩れ落ちてしまいそうになる。

　慌ててフェンネやソアリーナが彼女に気遣い近づいてくるが……。

「──っ!?　しまっ!!」

　イラ＝タクトにその隙を見逃すような甘さは存在していなかった。

「アハハ、アハハハハハハ！　動きに陰りが見えますよ！」

「くそっ！　くそっ!!」

　無数の触手が再度彼女を襲う。

　慌てて迎撃するアトゥであったが、受け止め切れない衝撃を与えられた彼女は精彩を欠いており、先ほどのように攻撃を相殺することが難しくなっている。

　フェンネやソアリーナもその奇跡を用いて迎撃に参加しているが、この場において最も戦闘能力の高いアトゥを模倣したイラ＝タクトの……その全力の攻撃をいなすのは困難を極めた。

　このままでは敗北は必定。

　やがて死を呼ぶ無数の触手の前に屍しかばねを晒すこととなろう。

　一方、彼女たちが作った僅かな時間に全てをかける者がいた。

「マスター！　名乗って！　早く名乗ってこの調子に乗った偽物引きこもり野郎を殺して!!」

　エラキノが叫ぶ。

　挨拶が重要とされるのであれば、挨拶を行えば良い。

　無論その後相手が挨拶を拒否した場合はセッションの進行妨害の咎とがでペナルティを与えることができる。

　ＧＭの声を盤上の世界に直接届ける方法も少ないながらいくつか存在している。

　てっとり早く行うならエラキノの口を借りても良いし、ＧＭの権能を用いて直接この場に声を流しても良い。

　後はなぜか先ほどから戸惑っている様子のＧＭが自らの名前を告げ、挨拶をする決断をすれば良いだけだった。

　決断をすれば、良いはずだった。

「あっ、そうそう」

　神速とも言える素早さで触手を繰りながら、まるで世間話をするかのような口調でアトゥを模したイラ＝タクトは無造作に投げつける。

「ブレイブクエスタスには真実の名前を用いて相手を呪殺する特殊なまほうがあります」

　ＧＭが本能的に懸念していた、死への恐怖という名の鎖を。

「──っ!!」

　エラキノが息を呑む、これでもかと憎悪の籠もった表情でイラ＝タクトを睨みつけるが、彼は何が楽しいのか終始クスクスと嗤うだけだった。

　また一つ。情報面で後れをとってしまった。

　致命的な……まさしく彼女たちの命にかかわる後れである。

「は、ハッタリだ！」

　エラキノは叫ぶ。

　相手がブレイブクエスタスのイベントを用いて妨害を行ってきたことはすでに周知の事実。

　これはすなわちイラ＝タクトがＲＰＧに出現するイベントを行使する何らかのキャラクターを模倣できることを意味している。

　彼は……ブレイブクエスタスに存在する未知なる呪いを行使することができるのだ。

　だが同時にその宣言が非常に怪しいものであることも事実だった。

　今までも何度も目の前の化け物のハッタリに騙されている。

　自分では何もできないから誰かの力を借り、そして口からの出まかせで翻弄する。

　すでにタネは割れた。どうせ今回もこちらを動揺させてＧＭの権限を封印しようとする浅はかな悪知恵だろうと。

　そう断じようとしたのだが……。

「ま、待ちなさい！」

「フェンネちゃん！　どうして!?　どうせ嘘に決まっている！」

「万が一それでゲームマスターが倒されては致命的……。死者すら復活させるその能力を優先するのが第一よ！」

　目に見えぬ恐れに立ち向かえる者はそう多くない。たとえそれが聖女であったとしても、時として後ろ向きな判断を下してしまうこともある。

　フェンネの言葉にエラキノは内心で歯噛みする。

　何を気弱なとも思うが、同時にその言葉に確かな正当性を感じたからだ。

　気勢を上げたところで名前を明かすことのリスクが依然として重く伸し掛かっていることはエラキノも理解していた。

「アトゥちゃん!!」

「分かりません！　わ、私はあくまで『Eternal Nations』のキャラクター。他のゲームとなるとその知識の範はん疇ちゅう外。一度ぶつかった相手ですからいくらかは知っているとは言え、その詳細は流石さすがに……」

　チィっと舌打ちをする。

　アトゥが知らぬように、当然エラキノもブレイブクエスタスというゲームについては知らない。

　名前だけはアトゥを通じて聞き及んでいるが、その細かな設定やシステムについては自身が保有する知識の外だ。

　ゲームに名前を知ると相手を呪い殺すことができる魔法が存在するか否かなど知る由もない。

「マスター!!」

　そして、非常にまずいことに……。

「ブレイブクエスタス。知ってます？　知らないでしょうね貴女のマスターは。あまりゲームに明るくなく、ただダイスの導きによって選ばれたなんの変哲もない人間。という話は私も聞いていますからね……そう、直接」

　ＧＭもまた、その内容については一切を知らなかった。

「あの時！　もうすでに貴方は!!」

　フェンネが叫ぶ。

　あの時とは果たしてどの時なのだろうか？　イラ＝タクトはいつ、どの話し合いに参加していたのだろうか？

　それはもはや本人しか分からず、全ては暗い闇に葬り去られている。

　ただ確かなことは、ソレが満足し薄ら笑いを浮かべ続けるほどに彼女たちは多くの情報を渡してしまっていたという事実だけだった。

　そして均衡は崩れる。

「そうですよ、《顔伏せの聖女フェンネ》。自分が幸せになりたいがために、魔女と手を組んだ愚かな女」

「なっ！　──ぐあっ!!」

「フェンネ！」

　怒りのあまり叫びを上げたことで一瞬集中が切れたのか、それとも長い攻防の間で神経をすり減らしていたのか。

　まずはじめにフェンネが落ちた。

　触手の一撃を脇腹に食らった彼女は、その勢いのままわずかに残った壁に激突する。

　よろよろと動いていることから致命傷は免れているようだが、白く美しい聖女の装いに鮮血が滲にじんでいる様子から戦線復帰は不可能に見えた。

「そのヴェールに包まれたみすぼらしい身体では、到底この戦いについていくことはできないでしょう。そこでゆっくりと見学なさっていてください」

　止とどめも刺さず、イラ＝タクトはそれだけ告げると興味を失ったかのように視線をエラキノたちへと戻す。

「あっ！　そういえばすっかり忘れていましたね。これは失礼しました」

　そして突然何かを思い出したかのように両手をぽんと打つと、アトゥが持つ超人的な脚力でその場から距離をとり、壇上へと場所を移す。

「あ゙あ゙、ん゙っ。ああ……」

「「「────っ!!」」」

　それは──突然の出来事だった。

　アトゥの姿をしたイラ＝タクトの輪郭が一瞬ぶれたかと思うと、そこに漆黒の闇が生まれる。

　まるで世界から拒絶されたかのようにそこだけ切り取られた暗黒。

　漆黒のその先、闇よりも深い闇より滲み出てくる悍おぞましき黒色。

　到底生きている存在と断じるのは不可能な相手は、だが僅かな身み動じろぎでもってその存在を世界に知らしめている。

「あ゙あ゙、ごほっ。ごほっ……んっ！」

　ソレは、喉を押さえながら聞くに堪えない音を出した。

　まるで喋しゃべるという行為が慣れていないとでも言うかのような仕草。

　咳せき込む音色と調律される声色は、聞くも悍ましき邪神のそれだ。

　やがてひとしきり調子も確認できたのだろうか……。

「僕の名前は伊良・拓斗。はじめまして、どうぞよろしく」

　聞くも悍ましき声音で、その全身がべっとりと黒に塗りつぶされた破滅の王は挨拶をした。
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　破滅の王が、神の国であるはずのレネアの地に顕けん現げんする。

　模倣された姿などとは比べ物にならないほどの吐き気を催す真なる闇に、聖女たちはおろか魔女であるエラキノやアトゥですら怖おぞ気けを感じていた。

　イラ＝タクトは襲撃作戦の時に一度その姿を確認している。

　いわんやアトゥはそのもとで配下をつとめてすらいたのだ。

　にもかかわらず目の前の存在は異様な圧力を有しており、この姿こそが破滅の王としての本当の姿だとさえ思わされてしまう。

　明確にこちらへその闇の意志を向けたイラ＝タクトはそれほどまでに恐ろしい存在なのだろうか。

　誰しもが、自然と沸き起こる震えを隠せずにいた。

「さて……そろそろかな？」

　気味の悪い、およそ人間には出せないような声音でイラ＝タクトは呟いた。

　その言葉に呼応するかのように、もはや原形をとどめていない教会の跡地に複数の足音がやってくる。

「フェンネさま！」

「フィヨルド団長！」

　それはまだＧＭの権能が健在の際、彼によって復活させられ援軍を呼びに行っていた聖騎士団長フィヨルドであった。

　すでにある程度の事情は説明しているのであろう。

　一騎当千の聖騎士たちはすでに完全武装で、その全員から強い意志の光と決死の覚悟が見て取れた。

「可能な限り、聖騎士を招集してまいりました。付近の住民の避難も兵に命じております。我ら聖騎士一同、この場所を死地と定め、世界の危機にあたりますぞ」

「フィヨルド……」

　誰もが死を恐れてはいなかった。

　むろんそれはＧＭの蘇生能力を当てにしているからではない。

　殆ほとんどの団員はその力については知らないし、よしんば知っていたとしてもそんなものより重要なことが今ここに存在していることをよく理解していた。

　すなわち、多くの仲間を殺した下手人である破滅の王と、その存在によって今まさに危機に瀕しているありとあらゆる生命についてである。

　まごうことなき光の戦士たちである彼らは、何をもってしてもここでイラ＝タクトを討ち滅ぼすつもりでいた。

　惜しむらくは……そのような決意など意にも介さぬほど、イラ＝タクトという存在が有する邪悪さは強大であったことだろう。

「では、そこにいる魔女を殺しなさい、聖騎士フィヨルド」

　気がつけば、壇上にいるソアリーナより命令が下っていた。

「ちっ！　あいも変わらず！」

　舌打ちはエラキノか、それともアトゥか。

　またもやソアリーナに扮したイラ＝タクトはまるで遊戯でもするかのように今度は聖騎士団を翻弄し始める。

「華葬の聖女さま……」

「ど、どういうことだ？」

「聖女さまがお二人!?」

「まさかどちらかが偽物であるのか!?」

「しかし、見分けがつかん！」

「これでは……」

　当然のように騎士団員から困惑の声があがる。

　状況からある程度事情を察することができる団員もいたようだが、ごく僅かだ。

　殆どはこの不可思議な現象に理解が及ばず、ただ二人存在するどちらも本物のソアリーナにうろたえるばかり。

　むろん、ＧＭの権能も封印されている状況ではすぐさま彼らに情報を共有することも叶わない。

　だがその困惑と混沌を切り裂く声が一つあがった。

「無駄です、破滅の王よ。貴方が相手を模して本物に紛れるのであれば、模倣された本人が戦えば良いだけのこと。たとえそれで命が尽きたとしても、次に繋つながれば良いのです」

　ソアリーナだ。

　聖騎士団員にはどちらも同じ聖女に見えるソアリーナの片方が、自らの命をなげうつような言葉を放ったのだ。

　それは無謀か、はたして聖なる意志によるものか。

　だが彼女の言うとおり、その作戦はこの場においてもっとも確実な方法でもあった。

「けどそれじゃあソアリーナちゃんが！」

　エラキノが悲痛な叫びを上げる。

　友が命を捨てると言い出して、心穏やかな者はいない。

　それが初めてできた友であれば特にだ……。

　だが強い決意を持つ友をどうやって止めようかと慌てふためくエラキノとは違って、アトゥはその決意の中にある種の強したたかさを見出す。

「いいえ、違いますエラキノ。忘れたのですか？　貴女のマスターが本来の力を行使すれば死した者すら蘇らせることができる。──すなわち、私たちは破滅の王であるイラ＝タクトを倒し、課せられた停止の宣言を無に返すことさえできれば勝利なのです！」

　たとえその過程でどれほどの犠牲が生まれようとも。

　そう断じたアトゥの言葉にエラキノはハッとした表情を見せる。

　アトゥは……ソアリーナごとイラ＝タクトを討ち滅ぼすつもりでいた。

　かつてあれほど敬愛していた主への哀愁はある。無論、未練もある。

　このような結末など彼女は望んでおらず、できれば穏便に自分が元のマイノグーラの勢力へと戻る未来を夢想していた。

　だがそれはもはや叶わぬ夢。

　アトゥが完全にテーブルトークＲＰＧ勢力に取り込まれ、その事実を覆す方法が存在しない時点で彼女の帰還は叶わぬものとなっているのだ。

　そして彼女が知る伊良拓斗はすでに失われてしまっている。

　彼女の心はイラ＝タクトより向けられた先の宣言によりすでにグチャグチャで、もはや冷静な判断すら満足にできない状態であった。

　だが確かなのは、この瞬間かつての主への敬愛と、仲間の無事と勝利を願う心が、アトゥの中でついに決着を迎えた……。

　そして戦いが始まる。

「「神よ！　我が手に魔を滅する聖なる炎を!!」」

　………

　……

　…

　聖女が放つ火炎の応酬は、その場にいる者たちに立ち入る隙を一切与えなかった。

　業火は教会を焼き払い、すでに周辺の建築物にまで燃え移っている。

　下級の聖騎士などこの戦いについていけない者たちが慌てて辺りの建築物へと向かい、延焼を防ぎながら事態を見守る。

　イラ＝タクトが姿を変える素振りはない。いや……自らの命を投げ売って行われるソアリーナの気迫に押されているのだ。

　今の彼に余裕はなく、ただ強い意志を持つ彼女の攻撃を必死で捌さばくのみ。

　両者のソアリーナに違いがあるとすれば……それは戦いにかける想いの強さ。

　ただそれのみが勝敗を決める要素となり、ただそれだけであるがゆえにイラ＝タクトは一対一となったソアリーナに勝利することは叶わぬ。

　それこそが、全てを模倣し嘲笑するイラ＝タクトの能力における弱点。

　……やがて、いつかの焼き増しかのように。

　イラ＝タクトの腹がソアリーナの持つ聖せい杖じょうによって貫かれ、次いで無限にも思える渦巻く火炎によって焼き払われた。

「やった！　イラ＝タクトを、破滅の王を！　私が！」

　勝利は、ソアリーナにもたらされた。

　無論本物の、である。そこに偽りはないし、覆せるだけの覚悟も偽物にはない。

　所詮は模倣であるがゆえに、極限状態における性能では明確な差が生まれてしまうのだ。

　イラ＝タクトは再び業火によって滅却されることとなる。

「華葬の炎の前では何人たりとも生きることはできません！　それはたとえ私であっても同じ！　今度こそ終わりです、破滅の王よ！」

　その光景を見て、アトゥは……これで全て終わったと思った。

　自らの主の敗北は、なんとなく理解していた。

　彼女が《啜り》の餌え食じきになった時点で、拓斗は戦略における完全なる敗北を喫していたのだ。

　彼女とその主の二度目の人生は、残念ながらここで終わりを迎えた。

　できれば、自分の手で全てを終わらせたかった。

《名も無き邪神》イラ＝タクトではなく、ただ一人の伊良拓斗として。

　それももはや叶わぬ。だからアトゥは……心の中で何度も謝り、涙を零こぼした。

　……この時の汚泥のアトゥに問題があるとすれば。

　それは拓斗自らの手によってその心をかき乱され、平静さを失っていたことだろう。

　だから重要な場面で見誤ってしまう。だから重要な事柄に気づくのが遅くなってしまう。




　イラ＝タクトは、この状況から一度復活していると言うのに。




「──ヒヒッ」

　厭えん世せいの笑い声が、業火に燃やされ続ける人影から漏れた……。

「ヒヒャハッ！　ヒャハハ！　ヒャハハハハハ！」

　沸き立つ炎が、逆さかしまに揺れた。

　それはまるで映像の逆再生を見ているかのように一箇所にゴオォと収束され、命と意志のある生き物のように一つの塊へと変貌する。

　やがて現れたるは男。

　そこにいたのは……異形の男だった。

「んーっ。清すが々すがしい気分だ。実に久しぶりに娑しゃ婆ばに出た気がするぜ！」

「あれは……まさかフレマイン!?」

　唯一それを知るアトゥが驚愕のまま叫ぶ。

　直接対峙したわけではないが、その姿形は聞いていたためなんとか判別が可能だった。

　およそ人と思えぬ痩やせこけた肌。上半身裸の見み窄すぼらしい衣装。

　目はギラギラと不気味に輝き、身体の至るところから炎が吹き出している。

　それは……かつてマイノグーラに苦汁を飲ませたブレイブクエスタスの四天王、炎魔人フレマインと呼ばれる存在であった。

「っと、そういや邪魔な奴らがいたな。集めるように仕向けたのは俺だが……少し減らしておくか、ほれ」

　大きく伸びをしていたフレマインは、聖騎士たちによる視線が自分に向いていることに気づくと眉を顰ひそめ、軽く手を振る。

　そして生まれる無数の火球。

　珍妙かつ軽快なサウンドと共に放たれたそれは、だが予想に反して致死の破壊力をもって聖騎士団を襲う。

　それがフレマインが得意とする火炎系のグループ攻撃魔法であると判断した者はこの場には誰もいなかった。

　ただ一つ明らかだったのは……その攻撃で少なくない数の聖騎士がダメージを負い、またその生命を散らしたという事実だけだ。

「アトゥ！　あれは何を模倣したの!?」

「ブレイブクエスタスの四天王が一人！　炎を操る魔人です！　まさか吸収能力!?　ちぃッ！　だから襲撃の際に無事だったのですか！」

　拓斗がドラゴンタンにおいてどのようにして襲撃のダメージから復活したのか？

　これがその答えだった。

　フレマインは炎を司る魔人である。ブレイブクエスタスにおいて彼は全ての炎属性の攻撃を吸収し、ＨＰを回復するという特性があった。

　拓斗はあの場で瞬時にフレマインに変化し、そして致命的なダメージを豊潤なまでに身を包むその火炎で癒やしたのだ。

　驚きの視線がフレマインに収束する。その視線に心底嫌そうな表情を浮かべ、フレマイン──イラ＝タクトは舌打ちをした。

「雁がん首くび揃えて見つめてんじゃねぇよ気持ち悪い、殺すぞ──づっ!?　……ああ？　なるほど。我がが強すぎて性格まで変わっちまうのか。ったく、面倒なこった」

　一瞬、イラ＝タクトが頭を押さえるような仕草を見せた。

　だが次の瞬間には諦念と憎悪と渇望に満ちた残虐な笑みを浮かべ、両手を大きく広げ話を始める。

「さてさて、俺の作戦がな〜んにも分かってない、頭の空っぽな馬鹿女しょく〜ん！　アホ面引っさげたお前らに一つ質問で〜っす」

　それは、挑戦状であった。

　フレマイン──いや、イラ＝タクトからの。

「俺はこれから何をするでしょう〜か？　ヒントはブレイブクエスタス魔王軍が使える特殊な能力だ！」

　アトゥは急速に頭を回転させる。

　イベント……はこの場においては不適格。

　すでに戦闘状態が発生している中で、行使できるイベントはそう多くないだろう。

　加えてイベントは常に解決できるように設定されている。

　同時に、最後は魔王軍が敗北するように決定されているのだ。

　ゆえにイラ＝タクトがイベントをここで使う意味はないに等しい。

　過去において本物のフレマインがイベントを行使したのは、単純に嫌がらせと道連れのためだ。

　結局彼は死に、英雄と勇者の能力を同時に有する新たな魔女が誕生した時点でその行為がどのような意味を持つかは明らかだ。

　今回もしかり、結局騎士団員殺害の真犯人は暴かれ、こうして戦闘状態に突入している。

　イベントは……違う。

「ま〜、わかんねーよなぁ？　お前ら頭の中に何も入ってねぇもんな？　目の前のことばかりに夢中で、大局を見通すってことを知らねぇもんな」

　他に何か手段があるのだろうか？　この状況を覆し、これだけの数の聖女と魔女……そして聖騎士を打ち砕くだけの手段が。

「あんだけ無駄におままごとみてぇな会議してりゃあ少しは予想できようってもんだが、まぁ無理か。んじゃそのおつむは来世に期待だな。んなもんがあるのか俺は知らねぇが」

　動いたのは、アトゥだけだった。

　闇の戦士として長年培われた経験が、イラ＝タクトに主導権を握らせてはいけないという勘が、彼女を攻撃へと移らせた。

　そしてその行動は成功に終わる。

　一手、彼女が早かった。

　四天王と言えど、所詮フレマインは魔法攻撃をメインとする魔術師系のキャラクターである。

　その速度においては純粋な戦闘系キャラクターに勝るべくもなく、この二人が同時に行動を起こせば何度繰り返そうがアトゥに軍配があがる。

　更に言うのであれば、今のアトゥの戦闘能力とスキルはフレマインが持つ戦闘能力を優に超える。一瞬で決着はつくはずだった。

「というわけでだ──」

　だが……、彼女の触手がイラ＝タクトが模倣したフレマインの顔面を破壊せんとするその刹那。

　痩せこけた男の輪郭がぶれ、ゴツゴツとした氷の肌を持つ怪人──ブレイブクエスタス四天王が一人、氷将軍アイスロックへと変貌し。

「──時間切れダ」




　アイスロックは優先行動を差し込んだ！

　アイスロックは仲間をよんだ！




「なっ！　しまっ!!」

　レネア神光国の壊滅を宣告する破滅の軍勢が呼び寄せられる。




《足長蟲》たちがあわれた

《首刈り蟲》たちがあわれた

《ブレインイーター》たちがあらわれた

《ダークエルフ銃士団》があらわれた

《暗殺者》ギアがあらわれた

《呪賢者》モルタールがあらわれた




《後悔の魔女エルフール姉妹》があらわれた




　獄炎に沈むレネアの街にて。

　聖神と邪神の手下どもの狂宴が、今まさに始まろうとしていた。
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第十一話　　決着




　それは異常な光景だった。

　この国に一人で乗り込んでき、一人で戦いを挑んできたと思われていたイラ＝タクトが氷塊の怪人に変化し、次いで何らかの能力を行使した瞬間。

　無数の闇の勢力がその場に湧き出てきたのだ。

　動作の一切ないその出現、ただ最後に現れた双子と思わしき少女を見た者は、それが自分たちに致命的な悪影響をもたらす存在であることを瞬時に見抜いた。

　そう、曲がりなりにも神の祝福を授かりし聖騎士たちには、彼女たちがどのような概念を内包する存在であるかひと目で分かってしまった。

「魔女だ！　魔女が現れ──がびゅ！」

　ゴウンと今まで聞いたことのない、鼓膜が張り裂けるような音が響く。

　同時に割れたザクロのごとき醜態を見せる聖騎士の頭蓋。

　その攻撃を成した双子の一人は、煙の沸き立つ短筒を片手にニコリと可憐に笑った。

「目標は〜？」

「手当たりしだい！　動くものはとりあえず撃つ、のです！」

「ひゃっはー！　にげまどえー」

　ガシャリと、エルフール姉妹がその身に余る巨大な装置を掲げた。

　複数の筒が一つに束ねられ、背負われた背はい嚢のうらしきものより金属製の何かが連なって繋つながっている。

　神の国にてミニガンと呼ばれるそれは、名前こそ矮小さを感じるものの、元となる20ｍｍガトリング砲が持つ殺傷能力を正統に受け継いだ破壊の権化である。

　通常であれば人が扱うには到底不可能なそれを軽々と持ち上げながら、姉妹は死を呼び寄せるその銃口を回転させる。

「いけない！　避けなさい！」

　アトゥが警告の言葉を発する。

　だがそれは、聖騎士たちを救うにはあまりにも遅すぎた。




「「ふぁいあーっ!!」」




「ぐあっ！」

「がぁっ！」

「ひぃっ!!」

　それからの光景は、まさに地獄絵図と呼ぶにふさわしいものであった。

　英雄となりし双子の腕力によって振り回されるミニガンは、不気味な唸り声をあげ手当たり次第にその銃弾をばら撒き、相手の区別なくその身体へと死を叩き込んでいく。

　攻撃を受ける聖騎士の不運は、彼らがその兵器の性質を知らなかったことに尽きるだろう。

　当たりどころの悪かった者はことごとくがその屍を晒さらし、たとえ致命傷を避けたものですら戦闘行動に支障をきたすほどの傷を負っている。

　頑強な聖騎士の鎧よろいと肉体を突き破りダメージを与えるその恐ろしき死の豪雨に、聖騎士ができることはただ物陰に隠れて己の身を守ることだけだった。

「部隊散開！　各自目標を押さえろ！」

　巨大なライフルを軽々と肩にかけ、殺意に満ちた表情で戦場に降り立ったギアが仲間の銃士団に指示を出す。

　同時に四方八方へと散り散りになるダークエルフの一団。

　させるものかとアトゥが触手を繰り出そうとするが、まるで想定済みとでも言わんばかりにギアと数名のダークエルフたちによる執拗な銃撃で阻止される。

「ちぃっ！　まさかこのような手段があるとは！　──手が足りない！」

「それもまた、王の采配によるものですぞアトゥ殿。よもや貴女とこのような形で相対するとは思いませんだがのぅ」

「モルタール老ですか！　やっかいな！　大呪界で研究所に引きこもっていれば良いものを！」

「ほっほっほ。そうはいきますまい。この老いぼれ、過日の失態を払拭せねばなりませぬゆえに、ほれ──《破滅の大地》！」

　更に背後ではモルタール老が素早い動作で軍事魔術を構築し、すぐさま行使する。

　途端。大地が腐り、空気に毒が混じる。

　神の威光が消え去った土地は、まるで地獄の如き魂を凍らせる気配を漂わせていた。

「なっ！　これは──！」

「聖なる属性の者の能力を低下させる特殊効果です！　これではこちらの戦力が大幅に削れてしまう！」

　いちいち説明が面倒だ。その間に敵の──マイノグーラ戦力が増大すると言うのに。

　ダークエルフが、異形の昆虫が、そして生皮を被った人型の化け物が。

　その全てが闇の空気を一身に受け、その気配を一ひと際きわ強大にさせた。

　対する聖なる軍勢は、初撃の蹂じゅう躙りんによって壊滅的な被害を受けてしまっている。

　相手が持ち出した銃器の恐ろしさを知っていたアトゥは、自分に攻撃が集中していたこともありなんとか仲間を守ることができた。

　だが逆に言えば負傷したフェンネや肉体的頑強さに欠けるソアリーナを銃弾の雨から守りながら戦うことを強制されてしまっているとも言える。

　加えて《破滅の大地》によって彼女たちの力は大きく削がれている。

　それはアトゥが持つ戦闘能力に枷かせをつけられたことと同意であり、より相手への対処が困難になったことへの証左でもあった。

　そしてアトゥの戦力低下はすなわちレネア側の危機に直結してしまう。

「さて、ではパーティーを始めましょう。とてもとても、素敵なパーティーです」

　言葉と同時に《名も無き邪神》の輪郭が歪む。




《全ての蟲の女王イスラ》が世界に出現しました。

　この世界に存在する全ての昆虫ユニットが戦闘力＋２の修正を受けます。




　目の前に、唾だ棄きすべき異形の存在が現れる。

　この世の存在ではおおよそありえないと思われるその巨大な蟲の女王は、ひどく美しい声こわ音ねで開戦の合図を下す。

　無論聖なる軍勢も残った力と正義の意志を振り絞る。

「聖騎士団前へ！　神の敵を討ち滅ぼせ！」

「「「神よ、我に邪悪を討ち滅ぼす力を!!」」」

　フィヨルドの言葉によって無事だった聖騎士が前に出た。

　各々が一騎当千の強者。

　それ単体で一軍に匹敵するとも言われる聖騎士たちの群れ。

　邪悪を討ち滅ぼすために鍛えられし神の剣が、今ここに抜剣される。

「さぁ行きなさい可愛い我が子らよ。マイノグーラの敵を討ち滅ぼすのです」

「複雑な気持ちですけど……ここは王さまに乗ってやるのです！」

「がんばるぞ、おー！」

「「「ギギギェェェ!!」」」

「「「素晴らしい！　これぞ人間！」」」

　対するはマイノグーラが誇る邪悪の軍勢。

　後悔の魔女を筆頭とし、戦闘能力の強化された足長蟲と首刈り蟲に人種特攻の能力を持つブレインイーター。

　互いにその数は数百の小規模な集団戦とも言えよう。

　だがそれぞれが内包する戦力を考えるのならば、万軍に匹敵する戦いがここレネアの地で繰り広げられることとなる。

「クソが！　クソがぁ!!」

　エラキノによる怒りの叫びを聞きながら、アトゥは必死で降り注ぐ銃弾の雨をしのいでいる。

　それ一つ一つは彼女にとっては取るに足らないものだ。

　だが背後にいる仲間をここで見捨てることはできない。

　アトゥはエラキノの《啜り》によってテーブルトークＲＰＧ勢力の仲間としてその性質を変えられている。

　その書き換えられた偽の仲間意識が、巡り巡って彼女たちを窮地に立たせていた。

「いけない！　ダークエルフたちが！」

「なんてことだ！　奴ら、街に火を放っている！」

　いち早く気づいた聖騎士が悲鳴にも似た叫び声をあげる。

　街に火の手が上がった。

　先ほどの散開したダークエルフの部隊が工作を始めたのだろう。

　密集した木造建築が数多く存在するこの都市部での火災は致命的だ。

　対処を怠ればいずれ大規模な都市火災に発展し、それはことごとく街を焼き尽くすだろう。

　住民もこの異常な状態に我先にと避難を開始しており、普段このような問題の対処を率先して行う聖騎士たちはこの場で命をかけた戦いを続けている。

　燃え広がる炎を止める者はいない。

　街の崩壊は、決定づけられたも同じだった。

「くっ！　このままでは！　聖騎士！　聖女とエラキノを命にかけても守りなさい！　私が巻き返します!!」

　その言葉に動けたのは数名。だが最も頼もしき上級聖騎士が駆けつけたのはアトゥにとって幸いであった。

　彼らは限界まで鍛え上げられたその肉体でもってエラキノたちを抱えあげ、銃弾の届かぬ場所へと退避する。

　ようやく反撃の糸口が見えたと足に力を込めるアトゥ。後は一跳躍して相手の懐に入れば同士討ちを恐れて迂う闊かつに銃撃が行われることはないはず。

　そのまま内側から食い破ればと、瞬時に作戦を組み上げる。

　だが……。

「もしかしてー、私たちを忘れてる？」

「まさかアトゥさんと戦うことになろうとは思ってもいなかったのです」

　その反撃を決して許さぬ者がいた。

　エルフール姉妹である。

　彼女たちはすでに撃ち尽くしたミニガンをどこかへと放り投げ、自らの得物とした魔王武器を手に、少女が放つにはひどく物騒な気配でもってアトゥへと斬りかかってくる。

「ちぃっ！　小こ癪しゃくな！　しかし来るタイミングを間違いましたね！　今は昼！　月はおろかまだ日が高いこの時間では、到底貴女たちの力は発揮できない！」

　二人の魔女の攻撃を優にいなしながら放たれた言葉は正せい鵠こくを射ていた。

　彼女たちは月の輝きと悲劇が生み出した魔女。その力と狂気が最大限に発揮されるのはまさしく満月の夜。

　真逆の天候であるこの時においてはその内に秘めたる能力を行使することもできず、ただ他よりも少し強力な戦士でしかない。

　だが……果たしてイラ＝タクトはそのことに気づかなかったのだろうか？

　その点を、考慮に入れなかったのだろうか？

「本当に、そう思いますかアトゥちゃん？」

「何を──」

　顔面が黒く塗りつぶされた異形の蟲が淑女の声音で尋ねた。

　アトゥはその言葉に一瞬怪け訝げんな表情を見せる。だがいくら戦闘時においては類い稀なる才能と勘を有する彼女と言えど、その可能性に気づけるはずもなく……。

「我が名は月。夜空に浮かぶ闇の標しるべなり──」

　その瞬間。世界は夜に沈み、煌々と輝く巨大な月に見下されることとなる。

「馬鹿なッ!!」

　ここに満月の夜が再現される。

　何者でもないがゆえに何者でもあるその邪神は、ついに世界の事象まで模倣してみせたのだ。

「「アハハハハハハハハハハハ[image: !!!!]」」

　そしてそれは同時に、後悔が生み出した二人の魔女が長い正気の眠りから目覚め、狂気のままにその力を撒き散らすことの宣言に他ならなかった。

「まただ！　またキャリーたちの幸せを奪おうとする奴らが現れた！　やっぱりそうだ！　世界は私たちが嫌いなんだ！　大嫌いなんだ!!」

「くすくす。馬鹿みたい。喧嘩なんてしないで静かに暮らしていればこんなことにはならなかったのに。誰も失うことがなかったのに」

「《疫病感染》」

「《白はく痴ち感染》」

　もっとも邪悪で、もっとも唾棄すべき能力が最大の出力でもって撒き散らされた。

　基礎能力で強引にレジストが可能とはいえ、それは魔女の能力だ。

　加えて同時に二つ。

　殆ほとんどの聖騎士は自らの使命を忘れないことに必死で、身体を蝕むしばむ病魔にただ膝をつくばかり。

「ぐぅ！　こ、これは！　こんなことが!!」

　フィヨルドが絶望の表情で叫ぶ。

　この場に連れてきたおよそ百数名の聖騎士団員。その位階と練度は千差万別なれど、どれも一騎当千の強者。

　その神の尖兵たる騎士が、民を守る光の盾が、ことごとくその悪意の前に無様を晒さらしている。

「ちぃっ！　クソが調子に乗るんじゃねぇぇぇぇぇぇぇ！」

「これ以上はやらせません！」

　エラキノとソアリーナが同時に飛び出してくる。

　ようやく体制を整えたのか、それともこの状況にもはや守勢では埒らちが明かぬとしびれを切らしたのか。

　だが放たれたソアリーナの火炎はメアリアによって忘却させられ、振り上げられたエラキノの爪はキャリアによって無残にもその腕ごと腐り落とされた。

「ねぇねぇどうするアトゥさん！　このままじゃ大切なお友達がどんどん死んじゃうよ？　それってとっても悲しいことだよね？　辛いよね？　もう生きていたくないよね!?　じゃあ忘れよう！　何もかも忘れよう!!」

「いくらアトゥさんが強いと言っても、キャリーたち二人を抑えることは不可能なのです。というより、キャリーたちはやることがあるのでタダ飯食らいの穀潰しは少し大人しくしておいてほしいのです」

　魔女エラキノと聖女ソアリーナを軽々しく撃退した二人がそういうや否や、その圧力が増す。

　無論アトゥも常に触手を操り攻撃の手を緩めていない。

　だが闇夜にまぎれてどこからともなく無数の弾丸が飛翔し、《足長蟲》や《ブレインイーター》と言った魔物たちがエルフール姉妹への接近を妨害してくる。

　その間に英雄と勇者の二つの性質を持つこの少女たちは仲良く手を取り合い、クスクスと全てを嘲笑しながら外道にも劣る所業を行い始めた。

「街ごと腐っちゃえ」

「街ごと忘れちゃえ」

「これはっ！　まさか！　──能力の範囲を都市全域に広げるというのですか!?」

　驚愕の声は無力に響く。不可視の力は、だが薄いヴェールのように都市へと広がり無む辜この民を蝕むしばんでいく。

　そもそも、彼女たちの目的はアトゥらの対処ではなかった。

　その真の目的は……都市の住民への疫病と白痴の蔓まん延えん。

　死なず、されど看病が必要な程度の病魔と、彼らが今まで信じてきた神への信仰心の忘却。

　神への信仰がその根底にある人々が、神を忘れてどう生きろというのか？

　信仰による奇跡と教会の権威によって守られてきた人々が、神の助けなしでどうやって病魔に勝とうというのか？

　イラ＝タクトにより呼び出された彼女たちの役目は、この地を真なる地獄へと落とすことに他ならなかった。

「ほっほ、ギアたちはよくやっておるようじゃのう」

　背後にいるモルタール老が各所の魔物に指示を与えながら満足気にその顎髭を撫でている。

　その姿は一見すると無防備。まるで攻撃してくれと言わんばかりに態度だ。

　無論それを放置しておくほど光の者たちも耄もう碌ろくしていない。

　すぐさまソアリーナが自らの炎にて攻撃を試みる。

　むろん狙いは指揮をとっているであろうダークエルフの呪賢者だ。

　だがその奮闘も無為に終わる。狙いである老人はいつの間にか闇夜に紛れその姿をくらましてしまったのだ。

　月明かりと燃え盛る都市の炎で視界が確保されているとはいえ、周囲の状況は暗く不明瞭だ。

　夜間の戦闘に慣れていない彼女では、夜こそをもっとも得意なフィールドとする老ろう獪かいなるダークエルフの賢者を見つけることは叶わない。

　その間にも、事態はどんどんと致命的な状況に陥っていく。

「ぐぅっ……くそっ！　くそっ！」

「──っ!?　だ、大丈夫ですかエラキノ！　怪我は……ああっ！　そんな！」

　腕が腐れ落ち、ぼたぼたと肩から血を流すエラキノの惨状にソアリーナが悲鳴をあげる。

　意識はあるようだが、その顔色はひどく悪い。

　魔女が持つ超人的な生命力でもってはいるものの、早く治療をせねばならぬことは明らかだ。

　そしてこの場において唯一それが可能なＧＭは変わらず黙して語らない。

　街への攻撃は彼らの余裕の現れだ。

　聖女と魔女を押し留めてなお絶望を振りまく余裕があるとの。

　いずれ……姉妹の能力は十分にその使命を果たすであろう。

　その後はイラ＝タクトによる蹂じゅう躙りんが始まる。

　ＧＭによる《裁定者》の能力を封じられ、聖騎士団を壊滅させられた彼女たちに残された戦力はもはやアトゥしか存在しない。

　エラキノはその成り立ちからＧＭのバックアップがあってこそ力を発揮できるし、ソアリーナの奇跡はフレマインによって完封される。フェンネは負傷により戦線を離脱しており、たとえ無事だろうがその力はひどく頼りない。

　そしてアトゥ一人で乗り越えられるほど、イラ＝タクトという存在は容易たやすくはなかった。

「ちくしょう。助けて、助けてよマスター……」

「気を確かにエラキノ！　誰か！　彼女を連れて下がってください！」

　ソアリーナの声に答えるものはいない。その殆ほとんどは得体のしれない人型の化け物に皮を剥はがされるか、もしくは蟻のような不気味な見た目の昆虫に貪り喰らわれるばかりだ。

　アトゥは必死で銃弾の雨を防いでいるし、フェンネはすでにこの場にはいない。

　そして自分はこの状況を覆す手段も知恵も持ち合わせていない。

　絶望がソアリーナの心を支配し、もはやこれまでかと思われたその時だった。

「俺の名前は──繰く腹はらだ」

　生死の境をさまよっていたはずのエラキノが、およそ彼女が出すには不釣りあいな男性の声こわ音ねでそう名乗った。

「繰く腹はら慶けい次じって名前だ。『はじめまして』、と言えばいいのか？」

　ぼたぼたと血をこぼしながら、まるでそのことに意を介さないようにエラキノは言葉を続けた。

　しかしながらその内容は彼女が発するにはおおよそ不可解で、まるで別人のような雰囲気が含まれている。

　その瞬間、ソアリーナは何が起こったのかを理解する。

　ＧＭが賭けに出たのだ。自らの名前を名乗ることによって、この窮地を覆すために。

　ここではない場所から干渉するために、エラキノの口を借りて。

「俺の親父が言っていたんだ。男ってのは人生どこかで一度はでかい賭けをしなきゃならねぇって……。きっとそれが今なんだろうさ」

　気がつけば夜は明け、その場に静かに佇たたずむイラ＝タクトがそこにいた。

　その全身は真っ黒に塗りつぶされ、だが視線はエラキノに向いていることが分かる。

　いや……その視線はエラキノの先にいる繰腹に向いていた。

「伊良拓斗って言ったか？　あんたゲームが随分上手うまいんだな。俺はゲームなんてやったことはないが。ギャンブルにはめっぽう詳しかった。……まぁ詳しいってだけで強いわけじゃなかったんだがなぁ」

　イラ＝タクトは黙して語らない。

　相変わらずその表情からは感情は読み取れず、ただ深い闇のみが存在しているように思われた。

「負け続けの人生だった。最後だってヤクザが元締めのしょうもねぇ違法カジノで大負けしてこのざまだ。その後も負けに負け続けて、今はお前にも負けそうになってる」

　エラキノの顔色はもはや命が失われたかと錯覚するほど悪く、その肩から流れる血はもう残っていないとばかりにその勢いを落としている。

　だがＧＭは彼女の口を借りて吐き続ける。己が持つ決意と意志を。

「だがな、こんなところで終わらせねぇ！　俺には目的がある！　最後にはこのゲームに勝って、夢を叶えるんだ！　だからよぅ──伊良拓斗」

　しんと、戦場にもかかわらず静かな時がそこにはあった。

　誰も命令されていないのにもかかわらず、両勢力は自然とその手を緩めて事態の推移を見守っている。

　まるで、これこそが両者の勝敗を決める本物の戦いだとでも言うかのように。

「勝負だ。──やってみろ。俺を呪い殺せるんなら、いま殺してみろ！」

「んっ、ああ゙、良かったね。そんなまほうは──ない」

　拓斗が答えるには、少しだけ間があった。

　喋しゃべり慣れていないのか、それとも別の理由か。

　繰腹の啖たん呵かを向けられた彼はそれだけを告げ、押し黙る。

　そこには、かすかな動揺が見られた。

「はは、はははっはは……」

　ＧＭの──繰腹慶次の渇いた笑いが響く。

　それは感動か、それとも安堵か。いくらか笑い続けた繰腹は、しばらくしてから笑いを止めて感慨深そうに空を見上げた。

「はは、ずっと負け続けの人生だったんだ。何をやっても上手くいかず、いつの間にかこんなわけの分からないことに巻き込まれている」

　ここではないどこかの場所。

　椅子とテーブルと、テレビのようなものだけがある暗い部屋で……。

　繰腹はあらん限りに叫んだ。

「けどなぁ！　あるんだよ！　俺にも意地が！　腹をくくるって、次は情けない生き方はしねぇって！　全力で足あ掻がいてやるって、死んだあの時に決めたんだよ！」




　GM：Message

　ゲームマスター権限行使。

　全ての戦闘を停止し、我が裁定を受けよ。




「俺の勝ちだ！　俺は賭けに勝ったんだ！」




　GM：Message

　ゲームマスター権限行使。

　マイノグーラ軍勢の完全排除。

　レネア神光国勢力の復活と完全回復。

　レネア神光国を取り巻く全ての悪影響の排除。




　死した者たちが再び立ち上がり、神の国に再度光がもたらされる。

　あれほどいた魔物たちやダークエルフが全て消え去り、かつての平穏が急速に取り戻されていく。

　燃え広がった炎が、破壊しつくされた教会が、死したる騎士団員たちが……。

　まるで映像の巻き戻しを見ているかのように急速にその形を取り戻し、かつてあった栄光の姿を映し出す。

　そこにはマイノグーラの軍勢はいない。

　あれほど猛威を振るった姉妹も、闇夜で暗躍したダークエルフも、悍おぞましき魔物も腐り落ちた大地も、いつの間にか消えてしまっていた。

　まるで全てが幻だったかのように……。




　SystemMessage

　全処理が終わりました。

　プレイヤーの削除はＧＭの権限を超えているため、スキップされます。




「……やっかいだな。でもこれならどうだ？」




　GM：Message

　ゲームマスター権限行使。

　伊良拓斗の《名も無き邪神》としての能力の封印。




「どうやら、これなら大丈夫そうだ」

　満足げな声が、元通りの形を取り戻した教会の中で反響しする。

　気がつけば、拓斗は聖なる軍勢に囲まれて壇上で一人寂しく立ちすくんでいた。

　こうして彼は全てを失った。

　仲間も、配下も、その能力も……全てだ。

「いくら負け越してもたった一度大勝ちすれば全てチャラ。それがギャンブルのいいところだよな。まさにダイスの神、サマサマってところだ」

　ここに勝敗は決する。

　繰腹は高らかに宣言する。自らが賭けに勝ち、運命を切り開いたことを。

　決着は意外なほどあっけなかった。

　彼の判断が全てを決める鍵だったのだ。

　イラ＝タクトは、ただでまかせとハッタリでここまでなんとかたどり着いた詐欺師未満の愚か者。

　それが、導き出された結論。

「もうお前に勝ち筋はない。ゲームオーバーだ、伊良拓斗」

　レネアの聖女が、聖騎士が、そして彼が愛した魔女が見つめる中。

　敗北の宣告が無情にも突きつけられる。

　たった一人になった拓斗は、その言葉にただただ狼狽うろたえるだけだった。







閑話　　かつて存在した頂




　……ここではない、どこかの話をしよう。

　男が一人いた。

　ゲーム『Eternal Nations』の運営が主催する大会で常に優勝を誇り、だが公式オンラインランキングでは常に二位に甘んじていた数奇な運命を持つ男だ。

　見た目は二十代後半。およそゲームをする人間とは思えないほど爽やかで快活な印象のある好青年。

　ほどよく鍛えられた筋肉と、ほどよく焼けた肌、そして愛想の良さそうな笑顔が特徴のその男は、現在とある喫茶店で取材を受けていた。

「お忙しい中、ありがとうございます。クローザーさん。わざわざ都心まで出て頂いて、ほんと助かります」

「いえ、今日はたまたま時間がありまして……こちらこそゲーム雑誌の人が来てくれるなんて。なんだか緊張しますね」

「何をおっしゃってるんですか。『Eternal Nations』で輝かしい実績を持ち、ゲーム配信でも連日大賑わいの有名プレイヤーの一人である貴方が緊張なんて。謙遜が過ぎますよ」

「ははっ……そう言われると何も言い返せませんね」

　男の名前はクローザー。アルファベットでは「cLoser」と表記されている。

　もちろんゲーム上のハンドルネームであり、実際の名前ではない。

　対して、先ほどからクローザーに話しかけていた人物はそれなりの歴史があるゲーム雑誌の若手編集者だ。

　ネット最盛期の現在では多少売り上げで苦労しているものの、まだまだその見識と情報力の高さにおいて業界内で一目置かれる雑誌である。

　今回は『Eternal Nations』特別企画ということで、最近盛り上がりを見せるｅスポーツと絡め、有名プレイヤーにインタビューを行っていた。

「本当はイラ＝タクトさんにも来て頂きたかったんですけどね。あいにく断られて……」

　挨拶以降和気あいあいと会話が続き、インタビューの内容が盛り上がってきた時だった。

　編集者のその言葉にクローザーはピクリと眉を動かし、静かに先を促した。

「クローザーさん。例の噂は本当なのでしょうか？　何かご存じですか？」

「さぁ、わかりません。俺も以前は奴の顔をなんとしてでも拝んでやりたいって思っていたんですけどね！　今の今まで一度も会えずじまいですよ」

「ははは、そうなんですね」

『Eternal Nations』プレイヤー……クローザーは常に二位だった。

　世界的に人気タイトルで数々の協賛スポンサーがつく『Eternal Nations』公式大会は、そのゲームの性質上非常に時間がかかる。

　大会観戦者は会場はもちろんのこと、ネットを通じてその深い戦略と刺激的な戦いをいつでも楽しめる。

　だがプレイヤーは不正防止の観点から高いレベルの監視下に置かれ、運営が用意した場所からプレイすることを求められる。

　加えて数日かけて行われる大会中は自由時間ですらホテルに館詰の上で常に監視が付き、休憩時でも外出が禁止される。

　そのためイラ＝タクトというプレイヤーは、何らかの事情により公式大会に参加できない状況にあるのではないかと憶測されていたのだ。

　例えばそう──責任ある仕事や役職だとか、家族の理解が得られないだとか……。

　もしくは……重い病を患っているだとか。

　イラ＝タクトの噂で最も確実性が高いと言われているのがこの病についての噂であり、だからこそその追求は半ばタブーとされてきた。

　ゆえにクローザーは『Eternal Nations』公式大会において常に優勝をもぎ取っていた。

　数多くのスポンサーにより大金や高級品が出されるこの大会では実力者も数多く参戦し、毎回熱い戦いが繰り広げられる。

　だがその結果は小さな変動があれどおおよそ『Eternal Nations』のネットワークランキングに準じたものだ。

　イラ＝タクトが出れば優勝は間違いないだろう。

　奇跡的な確率で優勝を逃したとしても、彼が二位以下に甘んじることはない。

　それが『Eternal Nations』ファンの間で囁かれていた噂で、だからこそクローザーは常に忸じく怩じたる思いを抱いていた。

「それで……〝王者になれぬ王者〟と呼ばれる貴方にこういうことをお尋ねするのは少し失礼かと思いますが……」

「イラ＝タクトの強さの秘密、ですか？」

　不敵な笑みを浮かべながらクローザーが答える。

　ネットの片隅で囁かれる僭せん称しょうをぶしつけに投げられてなお怒りを表に出さなかったのは、彼が人格者だからというわけではない。

　それ以上にイラ＝タクトという存在が彼の中で強烈だったからだ。

　イラ＝タクトの名前はゲーム関連に身を置く者なら一度は聞いたことがある。

『Eternal Nations』において全く情報の出ない得体のしれないランキング一位のプレイヤーとして知られると共に、同じ名前でいくつかのゲームにも出現したことがあるのだ。

　その全てで驚異的な結果を残しており、その強さの秘密を知りたいと思う人間や、ミステリアスな来歴に魅了されるファンが後を絶たない。

　そんなある種のミーハーな人々に向けて、この編集者も何かサービス的なものが欲しいのだろう。

　実際会って取材ができないのなら、なんとか近しい人物に聞くしかない。

　ダシにされたようで少々不愉快ではあったが、クローザーとしても余計なトラブルを起こして業界内で疎まれるような愚を犯すつもりはない。

　それに……その気持ちは痛いほどよく分かった。

　だからこそ、リップサービスとばかりに答えてやる。自分が知るイラ＝タクトを。

「そうですね……ある特徴があるんです。悪癖ともいうかな？」

「と、言いますと？」

「彼は毎回遊ぶんですよ。手を抜くというか、舐めてかかるというか、『まぁ、こんな感じで大丈夫だろ』みたいな甘い判断をする。そういう悪癖があるんです」

「はぁ……でも序盤の立ち上げでそんなことをやっていたら一瞬で負けますよね？　『Eternal Nations』がそんな甘いゲームではないことは私でもよく知っています」

　その通りだと頷き、クローザーは編集者の男に対する評価を内心でほんの少しだけ上げる。

　一々説明しなくても事情を把握しているというのはインタビュアーとして必要最低限の素質だ。

　その上で、ならばこそ次の言葉も理解できるだろうとクローザーはイラ＝タクトに対する嘘偽りない評価を口にする。

「だからアイツは一番なんです」

　何かを考え込むように静かに目を閉じるクローザー。

　彼の脳内で、今までのゲームのプレイがまるで実際にディスプレイが目の前にあるかのように再生される。

　驚異的な思考とゲームの反復作業の果てに得られる一種の技能であり、その技術はもはや存在しないプレイをシミュレートするほどになっていた。

　だがクローザーにとっては何の意味もないものだ。

　……映像の中でプレイする彼は、何度シミュレートを繰り返してもイラ＝タクトに敗北していたのだから。

　クローザーは断言する。自らが彼を除いて世界で最も『Eternal Nations』をよく知り、最も強い人間であることを確信しながら。

　人という存在が持つある種の頂の一つに到達した男が、天を見上げ諦めの中で断言する。

「──本気を出したイラ＝タクトは誰も超えられない」

　真剣さを帯びたその言葉に、編集の男は思わずゴクリと息を呑み押し黙った。

　……まるで全てが停止したかのように無言の時間が流れ、溶けた氷がグラスの中でカランと鳴る音色とともに動き出す。

「いいですか編集さん。俺はね、アイツがどっかの企業が開発したＡＩなんじゃないかと疑ったことがあるんです。何かは分からないが、何らかの不正を用いてあの強さを維持してるんじゃないかとね」

　クローザーは思い起こす。

　自らの敗北とイラ＝タクトの強さを認めるに至った経緯を。

　狂ったようにイラ＝タクトの影を追いかけていたかつての日、一度だけボイスチャットで話したことがある。

　やけに弱々しい声で、本当にこれがあのイラ＝タクトか？　と思わせるほどに現実感がなかった。

　だからクローザーの中に、疑いと共に相手を見定めたいという思いが浮かんだのも仕方のないことだったのだろう。

「忠告します。イラ＝タクトに興味があるのは分かりますが、くれぐれもアイツを怒らせない方がいいですよ」

　そんなことは絶対ないと編集者の男は答えようと思ったが、有無を言わせぬクローザーの表情により、まるでヘビに睨まれたカエルのように縮こまってしまう。

　記事のためには時として少しばかり過激な手段が必要になる場合もある。そう考えていたことを見透かされたように思ったからだ。

「特にアイツをブチ切れさせた時は最悪です。もうありとあらゆる手段を使って報復され心からへし折られる。俺は、もう二度とアイツに関わらないって誓いました」

　イラ＝タクトとクローザーの間に過去何があったか、編集者の男も気にはなった。

　ここで無理矢理聞き出して記事にすればさぞかし売り上げもあがり、編集部内での立場もあがるのだろう。

　だがそんなことが机上の空論であることは彼の怯えた表情を見ればよく分かる。

「未だにアイツの名前を聞くと、緊張するんです」

　編集の男は静かに頷き、これ以上は詮索すまいと心に誓う。

　クローザーの手は、確かに震えていた。







第十二話　　終焉




「じゃあセッション参加者である伊良拓斗の名前において、繰腹慶次くんの懲罰動議を発議するね」




　SystemMessage

　ゲームマスター繰腹慶次に対する懲罰動議の発議を受理しました。

　以後審議が終了するまで全ての進行を停止します。




「……え？」

　誰しもが、その出来事についていけなかった。

　聖騎士も、魔女も、聖女も……そしてゲームマスターも。

　再度、時が止まった。

　不可思議な力が場を支配し、それ以上のあらゆる権力行使を否定したのだ。

　もはや風前の灯ともし火びであったはずの拓斗の命。

　だがそれこそがまやかしであったことが破滅の王から語られ始める。

「いや、びっくりしたよ。なんかいきなり自分語りするからさ。そういうのって最近流行ってるのかなぁ……どう思うアトゥ？　って、そっか。アトゥはまだそっち側だからあんまり話しかけたらまずいよね。いや、本当動揺してるな。落ち着かないと」

　饒じょう舌ぜつに語るのはやはり言葉のとおり動揺があったからであろう。

　彼には珍しく、口数が多い。

　ただそれは誰かに向けてというよりも独り言の意味合いの方が強い。

　そもそもとしてコミュニケーション能力が不足している彼に他人と会話をするという行為はひどく難易度が高かった。

　無論、相手が敵対者であればそれは別である。

　コミュニケーションとは、相手を思いやる心が必要であるからだ。

　そも相手を気遣う必要がないのであれば、いくらでも言葉を語ることが拓斗はできた。

「それにしても、繰腹くんかな？　名前を言ってくれて本当に助かったよ。いくらいろんな人の姿を借りて説得しても一向にそのあたりの情報を出さなかったからね。ほら、懲罰動議ってセッション内じゃなくてその外側、つまりプレイヤーとしての次元で宣言しないと駄目だからさ。区別するために相手が持つ本来の名前が必須だったんだよ」

　プレイヤーとしての次元と、盤上の次元は違う。

　例えばアトゥやエラキノは強力無比なる能力と力を有しているが、あくまでゲームの設定を借りた盤上の駒だ。

　だがプレイヤーはこれに加えて上の次元の性質を有する。

　繰腹はテーブルトークＲＰＧのシステムと駒を操るＧＭとしての性質を持つし、拓斗はＳＬＧのシステムと駒を操るプレイヤーとしての性質と同時に、指導者兼英雄というゲームの駒としての性質を持つ。

　懲罰動議はあくまでゲーム外でのやりとりであるため、必然的に伊良拓斗の名前と繰腹慶次の名前を持ち出す必要があった。

　ゆえに、拓斗は今まで様々な策を弄してきたのだ。

　決して誰にもさとられぬようにＧＭの名前を知り、その力を封じるためだけに。




　SystemMessage

　プレイヤー伊良拓斗、疑義内容を申請してください。




　システムが拓斗を急せかす。

　一時的な中断は本来であれば避けるべき事象だ。

　テーブルトークＲＰＧのルールに忠実なこのシステムも、おそらく早くゲームの再開を行いたいのだろう。

　無論拓斗としてもその意見には賛成だ。このくだらない茶番を早く終わらせたかった。

「おっと、ごめんごめん。じゃあ早速。

──繰腹くんへの疑義は次のとおりだ。




　長時間における挨拶の拒否。

　ダイス結果の理由なき強引な変更。

　それに伴う参加者所有キャラクターの強奪。

　ダイスを用いないＧＭ権限によるゲーム内データの不当な操作。

　ゲームの進行を自分にとって有利になるよう恣し意い的に操作。

　上位次元におけるＧＭの権限を開示することによるゲーム内世界観と秩序の崩壊。

　所有キャラクターによる参加者伊良拓斗への誹謗中傷。

　本人による参加者伊良拓斗への誹謗中傷。

　あー、あと、ついでに。

　場の流れを無視した聞かれてもいない自分語り、も付け加えておこう。

　……以上をもって、本テーブルトークＲＰＧ──『エレメンタルワード』のルールにおける円滑なゲーム進行を担うＧＭとして不適格であると判断。これらを理由に懲罰動議を発動。

　参加者各員に本セッションゲームマスターである繰腹くんのＧＭ権限剥奪の可否を問う」




　SystemMessage

　申請を受理しました。

　正当な懲罰動議発動事案と認定し、続けて参加者の決をとります。




　ゲームのシステムはプレイヤーに有利に働くが、かと言って完全なる味方というわけではない。

　システムはルールの奴隷なのだ。いくらプレイヤーが望もうともルール外の振る舞いは決して行わないし、いくらプレイヤーが不利になろうとルールを歪曲することはない。

　逆に言えば、ルール内であればどのような無法も通るということでもある。

　ゆえに、システムを利用するものはルールの把握が何よりも重要であった。

「そ、ソアリーナ！　拓斗さまを止めますよ！　急い──」

「システム。邪魔が入りそうだから止めて」




　SystemMessage

　汚泥のアトゥと華葬の聖女ソアリーナの行動をキャンセルし、以後行動不可とします。




　言の葉一つで、アトゥとソアリーナの行動は無に帰された。

　奇しくもそれはＧＭが使う《裁定者》の権能の如きふるまいであり、であるからこそもはや抗う術すべはなしとの現実を否応なしに理解させられる。

「じゃあ続けるね。先の多数決だけど……はい、まずは僕。伊良拓斗。ＧＭ権限を剥奪した方がいいと思います！　こんな振る舞いは見逃せないよ、是正が必要だ」

　片手をあげて拓斗が宣言する。

　何ら反応はないが、ただ彼の宣言が強い意味を持つことは誰の目にも明らかであった。

　このまま審議を続けさせてはいけない。

　途端に窮地に陥った繰腹は、自らが到底捌さばききれぬ事態に翻弄されながらも必死で対抗を試みる。

「ＧＭ権限の剥奪は不当だ！　反対する！」

「懲罰動議を食らった本人は、審議に参加できないよ」

　無慈悲なる言葉が、その試みを根本から打ち砕いた。

　審議対象である繰腹が参加できないのであれば、残るプレイヤーは拓斗ただ一人。

　少なくともここで審議に参加できるのは彼のみだ。

　必然的に結果は一つにしか収束せず、このやり取りも全くもって茶番に等しい。

　最初からイラ＝タクトの主張が通るように仕組まれていたのだから。




　SystemMessage

　可決：１名

　否決：０名

　以上の結果をもって、繰腹慶次のゲームマスター権限剥奪を決定します。




　ここに、真の決着はつく。

　聖女たちの……いや、テーブルトークＲＰＧ勢力の敗因はなんだったのだろうか？　ゲームシステムに対する理解不足？　仲間同士の連携不足？　それとも相手の作戦を見抜けず名前を出してしまった判断？　そのどれもが正しく……そして同時に間違いでもあった。

　何よりも、イラ＝タクトという人間を敵に回したことが決して許されぬ過ちだったのだから。

「あ、もちろん巻き戻しもよろしくね。こんなセッション、結果として受け入れられないから。プレイヤーとしてそれは当然の権利だよね。んー、まぁ全てを巻き戻したら大規模になりすぎるから、不正と思われる部分だけでいいか」

「ま、まて！」




　SystemMessage

　繰腹慶次のゲームマスター権限を剥奪。

　並びに本セッションにおいて不正に実行された結果を巻き戻し処理します。




　此こ度たびは、先ほどとは逆の地獄が巻き戻された。

　建物はガラガラと崩れ落ち、聖騎士団員たちは悲鳴を上げることもなくまた屍しかばねへと戻っていく。

　街からは再度火の手が上がり、腐った大地が人々を蝕むしばむ。

　そして、消え去ったはずの破滅の軍勢がどんどんその姿を現していく。

　マイノグーラの軍勢はこの状況がいまいち把握できず、一様に不思議そうな表情をしていた。

　だが決着がついたことは理解しているらしく、静かに様子を窺うかがい事態の推移を見守っている。

　なぜなら……全て終わってしまった後にすることなど、一つもないのだから。

　伊良拓斗によって敗北させられた聖なる軍勢に、もはや何かをする権利など存在していないのだから……。

「なぜだ!?　なぜそんなことができる！　なぜそんなことができるって知ってたんだ!?」

　エラキノの口を借り、繰腹から怒りの籠もった悲痛な問いが投げつけられる。

　繰腹にとって、この結末は想定外にもほどがあった。

　ダイスの神によって運悪く選ばれ、ダイスの神によって運良く選ばれたシステムを与えられた時、繰腹は同時にルールブックも入手していた。

　ここではないより上位の次元にある空間で、分厚いその書籍を何度も何度も読み返した。

　自分の配下であり、その意思を外界に下ろすための駒であるエラキノについても無数の試行錯誤を繰り返し、完成に至った。

　クオリアの北方州を壊滅させ、聖女の反撃を食らい、テーブルトークＲＰＧに関する能力の厄介さを知り……。

　何度も何度も同じ戦いを繰り返し、仲間と手足となる配下、そして国家を手に入れることの重要さを理解して必死にここまで来たはずだ。

　そうしてようやく敵対する一つの勢力をまんまと出し抜き、その強力なキャラクターまで手に入れ……。

　仲間も悪くないと思っていた頃だった。

　全てが、水泡に帰した。

　想定外にもほどがある、こんな強引とも言える手法にて終わるとは思ってもいなかった。

「ああ、繰腹くんって確かダイスで選ばれたんだよね。なら知らないのも当然か」

　拓斗は納得したかのように頷いた。

　だが彼の納得とは裏腹に、繰腹には到底納得しかねる事実が明らかにされる。

「『エレメンタルワード』が礼儀を重んじるというのは有名だ。そして賛否両論があるというのもまた事実。その原因がこの懲罰動議を始めとしたプレイヤー同士の諍いさかいにある。一度誰かとセッションしたことがある人なら、その面倒臭さは嫌というほど知っているはずさ」

　それは暗黙の了解。もしくは明文化されない独特な文化とも言えた。

　テーブルトークＲＰＧはその言葉とダイスでもって物語を紡ぐ。ゆえに参加者の振る舞いにおいては高い協調性と倫理観が求められる。

　そのどちらかが欠けた場合、素晴らしいはずの共同創造が途端に唾だ棄きすべき汚物へと変貌するだろう。

　不快感しか存在しない忘れたいゲーム体験などあって良いのだろうか？　『エレメンタルワード』の製作チームはそれを酷く嫌った。

　ゆえにあらゆる局面を想定し互いが良識とマナーを遵守するようゲームシステムを設計。

　常に素晴らしいゲーム体験を得られるようにと最大の配慮と労力を費やしたのだ。

　しかし彼らは……欲張りすぎたのだ。

　その結果が偏執的なまでのマナーやルールの記載と、それにともなうセッション参加者の非難合戦になると知らずに……。

　彼らは……忘れてしまったのだ。

　いくらルールや仕組みに配慮を効かせたところで、結局のところ最終的に物語は人の言葉とダイスによって紡がれるということを……。

「『エレメンタルワード』は何度かネットを使って遊んだ経験があるからね。いろんな人のセッションに参加させてもらったよ」

　どのような素晴らしいシステムを構築したところでたった一人、空気を読めずにルールで可能だからと好き放題振る舞う参加者がいるだけで、テーブルトークＲＰＧという至高のゲームは駄作に成り下がるということを……。

　例えばそう……。




「──僕はその全てで、反省会を開かれている」




　このような人間だ。

　両手を広げ、まるで誇らしい思い出とでも言うかのように……。

　拓斗は過去のセッションの参加者が思わず激怒してしまいそうになるセリフを悪びれることもなく言い放った。

　おそらく、挨拶の不足による妨害が通った時点で、この作戦が成功することを確信していたのだろう。

　もし懲罰動議を含めた上位次元における申請が不可能だったとしても、他に何らかの手段を考えていたに違いない。

　それが伊良拓斗という人間だ。

　彼に絡め手は通じず、彼こそが全ての事象を支配する。

『Eternal Nations』ランキング一位の頭脳は、決して他の追随を許さなかった。

「まっ、これをやると相手との信頼が一発で壊れて次からセッションに呼んでもらえなくなるんだけど……。まぁ安心してよ。僕、そこらへんは経験豊富で慣れてるから」

　他人の感情や気持ちなど一切考えていないと言わんばかりの態度で、破滅の王はそう告げる。

　そしてシステムの処理が終わり、全てが巻き戻る。

　終着点はＧＭたる繰腹慶次が今のエラキノを制作した段階。

　すなわち──。

「さて……ということで。僕のアトゥを返してもらうよ、繰腹慶次くん？」

《汚泥のアトゥ》が奪われる、はるか以前の状態であった。
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　全てが巻き戻された時の中で……アトゥは何もかもを忘れて拓斗へと駆け寄った。

「拓斗さまっ！」

「アトゥ！」
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　自らの主の胸へと戸惑いなく飛び込むその姿はまるで物語のヒロインのようで、受け止めた拓斗もその積極的な姿に一瞬戸惑いつつも顔を綻ほころばせる。

「ああ、良かった。ずっと心配していたんだ。本当に戻ってきてくれて嬉しいよ」

「私こそ……ご心配をおかけしました拓斗さま！ですがっ！　私をこの牢獄から必ずや助け出してくれると信じておりました！」

　はたして巻き戻りは彼女の心のどこまで起こったのだろうか？　それとも、彼女の中にある疑念は所属が戻ったことによって霧散したのか。

　ともあれアトゥは感動に打ち震えており、このような絶望的な状況下ですら見事に敵を欺き翻弄してみせた主に対しいつにも増して感動と忠誠心を抱いていた。

「まるで囚とらわれのお姫さまなのです」

「本気で殺しにきてたのにねー」

　反対に、終始この男女に翻弄し続けられた双子の少女は不満気である。

　とは言え、彼女たちとしてもアトゥが戻ってきたことは喜ぶべきことだったらしく、文句は言いつつもその顔には笑顔が浮かんでいる。

「王よ、此こ度たびの作戦における銃士団の目標。全て達成にございます」

「ああ、ありがとう」

　そんなある意味で朗らかな雰囲気を切り替えるように、いつの間にか側にやってきたモルタール老が膝をつきながら報告をしてくる。

　わざわざそこまでしなくてもと思った拓斗だったが、モルタール老本人がアトゥ同様に拓斗の鮮やかな手腕と力に感服していることには気づかなかった。

「さて。ここまでくればあとは消化試合だね。実に上手うまくことが運んでくれた」

　テーブルトークＲＰＧのシステムは、拓斗にとっても最良の形で巻き戻しを行ってくれた。

　聖騎士たちはその殆ほとんどが傷つき倒れ、ある者は忘却に狂い、ある者は疫病に悶え苦しんでいる。

　復活したはずの聖騎士団長フィヨルドは、まるでそのことが夢であったかのように戦場の片隅で絶命しており、傷から回復したはずのフェンネは倒れ、ソアリーナは奇跡の連続行使からくる疲労により立つのもままならない状態だ。

　反対にマイノグーラの軍勢は全てが無傷と言っても良い状況だった。

　無論《足長蟲》や《ブレインイーター》にいくらか損耗はあるが、ダークエルフの銃士団やモルタール老などの重要人物に被害は一切ない。

　システムは、繰腹慶次が《裁定者》の能力によって不当に得た結果を元に戻したのだ。

　それもテーブルトークＲＰＧ勢力にとって益となっていた結果だけを選択的に。

　だからこそ、こちらが与えたダメージは確かに残り、ＧＭによって回復されたという現象だけが取り消されている。

　光の国の軍勢は、もはやその戦力を保てぬほどに壊滅的状況にあった。

　だからこそ拓斗とアトゥは先ほどのようなこの場に似つかわしくないやり取りをのんきに演じることができたのだ。

　ここはもう、彼らが気を張るべき戦場ではないがゆえに。




「つっ……」

「ど、どうかなさったのですか拓斗さま!?」

　拓斗の言葉どおり後は消化試合。そう思われた時だった。

　彼は突然頭を押さえ、頭痛を耐えるような仕草を見せた。

　その行動にいち早く気づいたアトゥが血相を変えてその肩を支え、様子を窺う。

「いや、少しばかり、無理をしたかもしれないね……」

　それは彼がフレマインに変化するときにも一瞬見せていた仕草だった。

　あらゆる姿を模倣するその権能。

　ゲームのシステムすら模倣してしまうそれは、使い方によっては強力無比な力を発揮する。

　その応用力は無限大で、手練手管に優れた拓斗が用いればまさに敵なし。

　アトゥの能力奪取とはまた違った形で猛威を振るうであろうその力が、なんのリスクもなしに使えるはずがなかったのだ。

「拓斗さま！　まさか私を助けるために何か無理を!?」

「まぁ、少しだけね……」

　アトゥはその事実にすぐさま気づいた。

　自らの主が自分を助けるためにどれだけの苦労を重ねていたのかを。

　彼が、どれだけの負担を感じていたのかを。

　その全てが……自分を助けるために行われたのだということを。

「拓斗さまぁぁぁぁ！」

　アトゥは号泣した。まるで子供のようにびえーんと泣きながら拓斗に抱きつく。

　鼻水と涙でビショビショになった自らの服を見て流石に思うところがあったのか、拓斗はアトゥが傷つかぬように配慮しつつ、だがやんわりと自分から離す。

「はいはい、よしよし。というかまだ一応戦場だから離れてね」

「アトゥさん、こっちなのです」

「かくほーっ」

「ああっ！　ご無体な〜っ！」

　阿あ吽うんの呼吸でエルフール姉妹がアトゥを回収していく。

　彼女たちとしてもこのまま下手な恋愛演目を見せられても叶わないと思ったのだろう。

　さっさと終わらせて、さっさと帰りたい。

　それが二人が抱く、嘘偽りない本音であった。

「よし、じゃあ後片付けして帰ろっか。ちょっと疲れたから、ゆっくりしたいよ」

　まるで仲間内でキャンプでもしに来たかのような、そんな軽い調子で拓斗が命令を下す。

　聖なる者たちはその殆どが傷つき、倒れ、この国の人々は双子の少女が撒き散らした疫病と忘却に今現在も苛さいなまれているというのに。

　ただ、拓斗にとってはそれすらも日常の一コマに過ぎないのかもしれなかった。

　なぜなら彼は……破滅の王なのだから。

「そうそうモルタール老。今のうちに皆に命じて集合してもらってくれる？」

「かしこまりました。すぐに配下を集合させましょうぞ」

　ブレイブクエスタスの技でこの場に軍勢を呼び寄せたのであれば、その逆もまた可能であろう。

　拓斗がまるで自分たちを無視するかのように帰り支度を始めていることに、繰腹が権限を剥奪されたことで意識を取り戻したエラキノが叫ぶ。

　こんな敗北は決して認められないと。

「まだ──まだ終わってねぇんだよぉぉぉぉ！」

　だが、残念ながら、すでに終わっていることなのだ。

「がはっ!!」

「本当に、もう終わってないと思っていたの？」

　飛びかかるエラキノを配下が排除する前に蹴り飛ばした拓斗は、慌てて飛び出そうとする配下たちに向けて片手をあげて制すと、ゆっくりと蹴り飛ばしたその先へと歩いていく。

　……エラキノの腹には大きな穴が空いており、片手は腐り落ちている。

　それは最初にソアリーナの姿を模した拓斗がつけた致命的な傷であり、またキャリアによって腐り落とされたものだ。

　ＧＭによって理由なく不当に回復されたのだから、当然それらも元に戻されている。

　もはや動いていることすら奇跡に思えるエラキノに対し、拓斗はまるで興味がないと言った様子でため息を吐つく。

「ＧＭの気配はすでに消えた。おそらく……こちらに干渉する手段を失ったんだろうね。直接始末をつけられないのは少し気がかりだけど。まぁこちらに降りてこない以上仕方ないか」

　かひゅー、かひゅー、と枯れた息を繰り返すエラキノ。

　魔女であるがゆえか、それともゲームにおける重要なキャラクターであるためか。

　その生命力はいまだ彼女をこの世にとどめていたが、遅かれ早かれその生命の灯火が消えることはその姿から明らかだ。

「君は……あくまでテーブルトークＲＰＧのキャラクターだ。全ての力はそのシステムの恩恵のもとに発揮されている。ＧＭの権限が剥奪された以上、たとえ君が傷を負っていなかったとしても、これ以上生きていくことはできない」

　まるで無知なる者に言い聞かせるかのように、エラキノを見下ろしながら拓斗がその現状を説明する。

　無論、エラキノとてそのようなことは言われずとも分かっている。

　だからこそ憎悪に濡れた鋭い視線を拓斗へと向け、返答の代わりに罵倒を投げつける。

「くそが……他人の力を借りて粋がるだけの小物がっ！　調子にのって、いつか……いつか殺してやる！」

　その言葉に、また同じように無視を貫くかと思っていた拓斗は、突如大声で笑い出した。

「アハハハハッ！　ここにいるみんな、誰も彼もが何かから力を借りているだけだって言うのに、変なことを言うね。まさか自分だけは違うと？　あれだけＧＭの力で好き勝手やったのにさ！　何それ、ハハッ、アハハハハハ!!」

　まるで上質のコメディを見たとでも言わんばかりに腹を抱えて笑う。

　突如見せたその姿が異様に不気味で、事態の推移を見守っていた配下の者たちですら思わずぎょっとする。

「──ここは笑う場面じゃなかったか。しまったな。いまいち苦手だこういうのは」

　その笑いも、ピタリと止む。

　バツが悪そうに頭をかきながら、ちらりと背後で控える配下の様子に視線を向ける。

　なぜかそうせねばならぬと感じた配下たちが自然と頭を下げる中、いつの間にか双子の拘束を抜け出したアトゥが静かにやってくる。

「拓斗さま……」

「アトゥ……か。うーん、そう言えば、まだだったね」

「た、拓斗さま？」

　心配そうに主のもとへとやってきたアトゥを見て、何を思ったのか拓斗はうんうんと唸りこみ考え出した。

　その意図が全く読めず、自分に何か落ち度があったのだろうかとアトゥは思わず不安になってしまう。

　だがそんな彼女の予想に反して、拓斗が考え込んでいた内容はまた突拍子もないものだった。

「いや、少し考えていてね。僕はアトゥを奪われて凄く悲しい思いをしたのに、そのお返しがまだできていないと思って。きっちりケジメをつけないと、フェアじゃないでしょ？」

「……はっ？　け、ケジメですか？」

　そうだよ。

　端的に答え、拓斗はまた悩みだす。

　拓斗が容赦なく、敵対する相手を徹底的に討ち滅ぼしその心をへし折る性格であることはアトゥもよく知っている。

『Eternal Nations』においてもライバルとして対等にゲームを楽しむという行為から逸脱し、暴言を吐いたりマナー違反を行ったりした相手には容赦がなかった。

　ここまでするかという異常なまでの報復が、常に存在していたのだ。

　無論、その言葉を聞いてエラキノが黙っているはずはない。

　彼女は消えゆく命を振り絞り、思いどおりには決してなるまいと最後の抵抗を行う。

「だれがてめぇなんかにしっぽを振るかよこの引きこもり野郎が！　とっととアトゥちゃんの胸に顔でも突っ込んで悦にひたってやがれこの──」

　だが、忘れてはいないだろうか？　相手はあの伊良拓斗なのだ。

　たかが魔女ごとき、その内に秘めたる悪意で敵かなうわけがないのだ。

　つまり……復讐はいまだ継続している。

「システムに質問。空位になったゲームマスターの権限は残っている？」

「──は？」




　SystemMessage

　セッションは継続中です。

　ゲームマスターは現在未設定です。




　システムが回答をよこしてくる。

　この瞬間。すぐ側でことの成り行きを見守っていたアトゥは、ようやく自らの主が何を目的としていたのか全てを理解する。

　自分を助け出すという目的は確かにあったのだろう。

　拓斗との関係性を考えるのであれば間違いない。

　だがそこで終わりではない。その程度で終わるような思考を彼は持ち合わせていない。

　ゆえに今までの全てが偽りで、先ほどのわざとらしく悩む姿もパフォーマンスの一つなのだろう。

　なぜなら……。




「──じゃあそのＧＭ権限、僕が貰ってもいいよね？」




　全ては、この瞬間のために用意周到に準備されていたのだから。

　誰もがこの展開を予測できずにいた。

　この場にいた全ての者がその意味を理解しようとする最さ中なか、拓斗は彼にしては珍しく比較的声を張り上げて皆に聞こえるように語りだした。

「僕は今までルールブックに則のっとって適切にゲームをプレイしてきた。……まぁダイスを振った回数は本当に僅かだけど、それでもルールを遵守したのは確かだよ。公正で不正を許さず、暴言などの輪を乱す行為も一切ない。実に模範的なプレイヤーだ」

　拓斗は言葉を続ける。

　それはまるでシステムに説明を行うかのようなものであったが、分かる者にはそれがエラキノともしかしたらこの状況をまだ見ているかも知れない繰腹に向けたものであることは明らかだった。

「どうかな？　システムに申請。ゲームマスターの権限を伊良拓斗に設定することを提案」




　SystemMessage

　申請を受理し、ゲームマスターの権限を伊良拓斗に付与します。

　新しいゲームマスターよ。最高のゲーム体験をお楽しみください。




　ここに『Eternal Nations』の指導者であり、『エレメンタルワード』のＧＭでもある、相手にとって最悪のプレイヤーが生まれた。

「エラキノって言ったかな？　さぁ次は君の番だよ。まぁいろいろあったけど、今後は仲間としてよろしくね」

　ニッコリと笑顔を作り微笑みかける拓斗。

　だがその笑みはどこまでも酷薄で、まるで感情が籠もっていない空虚なものに感じられた。

「だってほら？　僕はきっちりやり返すタイプだからさ」

「や、やめ──」




　GM：Message

　ゲームマスター権限行使。

　エラキノの管理権限を初期化。

　新たなゲームマスター伊良拓斗の管理とする。




　そして誰憚はばかることなく、公正で模範的と言ったそばからその《裁定者》の力を無制御に振り回し──、突如。




　■■■■■

　神が与えし権能を駒が奪い取ることは規定違反。

　判定──神罰を与える。




　世界が止まる。

　何か異質な空間が拓斗を包み込み、魂の奥底から警鐘を鳴らす。

　自分が何か踏み込んではならない場所へと立ち入ったことを拓斗が理解し、慌てて対処を考えようとするが。




　■■■■■

　逾槭′縺ｿ縺?繧翫→鬧偵→蟷ｲ貂峨☆繧

　倶ｺ九ｒ險ｱ縺輔

　却下。




　バチィと、この世のいずれとも思えぬ膨大な音と力の衝突を感じさせながら……。

　世界は、動きを取り戻した。

「ぐっ！　……ちっ」

　自分では把握できない、より上位の次元で何らかの攻防があったことをなんとなく察する拓斗。

　危機的状況であったことを理解し、思わず舌打ちをする。

「システムに問い合わせ。状況を確認したい」

　今まで脳裏に浮かび上がってきていたシステムからの回答は、その沈黙をもって返答とされた。

「……流石さすがに、それは無理だったか」

　今後は方針をより慎重に変更しなくてはならないと、拓斗は意識を切り替える。

　ゲームのシステムを好き放題に使ってやろうと企んだが、自分は繰腹慶次以上に踏み込んではいけない領域へと手を伸ばしていたらしい。

　当初の目的はこれにて失敗に終わる。

　だが最低限達成すべきアトゥの奪還が叶い、更にはこの世界で行われている不可思議な争いについての情報もある程度知ることができた。

　結果を評価するのなら、まぁ及第点といったところであった。

「というわけで、これはもういらないや」

　であればこのような場所にもう用はない。

　拓斗は自らの懐から人が持つにはあまりに巨大すぎるリボルバー型の拳銃を取り出し、その銃口をエラキノへと向けた。

「エラキノ!!」

「来ちゃ駄目だソアリーナちゃん!!」

　疲労困こん憊ぱいのソアリーナがなんとか友を助けようと声を上げる。

　だが幾度となく奇跡を行使し、巨大な悪にその精神をすり減らしてきた彼女にすでに戦う力は残されておらず、自らの聖せい杖じょうを支えになんとか立ち上がるのが精一杯だ。

「逃げて。コイツには敵わない。きっとソアリーナちゃんが来ても殺されちゃう。逃げて」

　エラキノは……自らの敗北と死期を悟りソアリーナに向けて力なく笑った。

　もはや自分はここまで。ＧＭがいない以上、イラ＝タクトの言う通りここから巻き返すのは不可能。

　それどころかここで彼に時間を与えてしまえば、また思いもよらぬ手段で自分たちを苦しめようと画策するだろう。

　だから、その前にエラキノは彼女だけには逃げてほしかった。

「……不思議だな。ゲームは巻き戻っているはずなのに、聖女ソアリーナの《啜り》が解けていない。何か裏ルールみたいなものがあるのかな？」

　反対に、拓斗はまるで実験動物でも見るかのようにこの状況に対して興味を抱いていた。

　テーブルトークＲＰＧのシステムによって彼らに益となる全ての影響は取り払われたはずだ。

　であればエラキノの《啜り》──すなわち洗脳能力も解かれていなくてはならない。

　にもかかわらず彼女たちの友情はまだあるようで、それが彼に強烈な疑問を抱かせていた。

「アトゥも……」

　そしてその対象は、エラキノとソアリーナだけではなかった。

「アトゥもこれを殺すことに躊ちゅう躇ちょしていたよね。なぜ？」

　アトゥもまた、彼女たちに一定の配慮を見せていた。

　本来の彼女の性格であれば、洗脳が解かれた瞬間に激昂のまま聖女たちに攻撃を加えているのが正しい姿だ。

　にもかかわらずアトゥはそのような態度を見せず、従順に拓斗の命令を待っている。

　アトゥの忠誠心はよく知っているがゆえに、それが不思議でならなかった。

「えっ!?　いえ……それは、私は拓斗さまの忠実なしもべ！　け、決してそのようなことは！」

「本当？　なーんか、あやしいなー」

　図星を突かれたのだろう。アトゥが狼ろう狽ばいした様子を見せる。

　彼女自身、所属が元に戻ったはずにもかかわらず未だに存在するエラキノたちへの感情をどうして良いか分からず持て余していたのだ。

　無論彼女はマイノグーラの英雄であるため、命令が下れば一切の情を捨ててエラキノたちを殺して見せるだろう。

　だが捨てなければならない情が存在しているということが、問題であった。

「──想いです」

　拓斗たちの疑問に答えたのは、意外な人物。

《華葬の聖女ソアリーナ》であった。

「何それ？」

　少しばかり不愉快そうに、拓斗は尋ねた。

　いつの間にかエラキノの側までやってきた彼女は、自らの友を気遣いながら、それでも言わねばならぬと拓斗へ強い眼差しを向ける。

「いくら貴方たちが強大な力を振るおうと、決して覆せないものがあります。人の想いは決して砕かれない。貴方に忠誠を誓うアトゥさんが、私たちの仲間になってなお貴方を思い続けていたように。全ての生命が持つ愛は永久に不滅です」

　その言葉に拓斗は鼻はな白じろむ。

　だが決して言葉を遮ることなくその話を聞いている辺り、少しばかり思うところはあるようだった。

「ソアリーナちゃん……」

「私はエラキノに助けられました。彼女の明るさが私を勇気づけてくれたのです。彼女がいたからこそ自らの意思で歩むことを思い出し、そして本心からこの国を良くしたいと思ったのです。その想いは、たとえ何らかの力が働いていたとしても覆すものではありません。だから──」

　だが伊良拓斗という人間はそこまで我慢強い性格ではなく……。

「だから自分語りはやめてって」

　何より他人に興味を持つ人間でもなかった。

「がはっ！」

「エラキノ!!」

　ガァンと火薬が破裂する強烈な音が鳴り、エラキノの心臓を正確に撃ち抜く。

　もはや尽きかけの命は強制的に消し去られ、ここに一人の魔女が終わりを迎える。

「ソアリーナ、ちゃん……逃げて。君だけでも、生き……て」

「エラキノっ！　エラキノ！　どうして、どうしてこんなことに！　ああっ!!」

　ほんの僅かに残った力を振り絞り、最愛の友に別れの言葉を告げる。

　自分の腕の中で消え去っていく命にボロボロと大粒の涙をこぼしながら、ソアリーナは嗚お咽えつ混じりに友の名を呼ぶ。

「愛とか想いとか難しいこと言われてもよく分からないな。今はちょっと疲れているし、また今度考えてみるよ」

　その聖女の姿を見てなお、拓斗は興味なさそうに呟くのであった。
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第十三話　　ソアリーナ




《華葬の聖女ソアリーナ》は、クオリアの寒村に住まうなんの変哲もない娘であった。

　聖女とは、ただ一人の例外をのぞいて後天的に獲得する特殊な性質である。

　実在を確認されている聖神がどのような基準によって彼女たちを選んでいるのかは分からない。

　だが、選ばれた者には例外なく上級聖騎士を超える戦闘能力と、何より他に類を見ない特殊な奇跡が与えられる。

　ソアリーナに与えられた能力は華葬。

　強力無比なる火炎を操る、こと破壊力においては聖女の中でも上位に連なる驚異的な力であった。

　ソアリーナは、幸せに暮らしていた。

　村と家は貧しかったが、それでもなんとか日々暮らし、神への祈りを欠かさず続け模範的な信徒として代わり映えのない、だが幸せな日々を過ごしていた。

　神が与える奇跡。聖女としての認定には代償が必要である。

　それが聖女の力の強大さによるものか、それとも神の意志によるものかは定かではない。

　だが過去の聖女は例外なくその力を得る際に何かを代償にしており、その結果人々からその信仰と崇敬を一身に集める聖女であってなお悲惨な最期を迎える者も少なくない。

　ソアリーナの代償は、彼女の周りにいる親しい人々その全てであった。

　家族、友人、知人。

　およそ彼女の村に住まう人々全て。

　不慮の事故や悲劇的な事件などが起こったわけではない。他ならぬ彼女自身が焼き尽くしたのだ。

　中央の指示によって。

　……彼女の愛した人々は聖女の力に狂っていた。

　自らの村が聖女を輩出したということである種の権威を得た彼らは、自らの欲望を律することができずに他の村々に不当な要求を始めたのだ。

　聖神アーロスを信仰するこの国で、聖女の権勢は絶大なものがある。

　労働力、食糧、果ては財貨まで。

　聖女の名前を出せば簡単に手に入った。

　ソアリーナが止めようと注意をしても、一時的に良い顔をして頷くもののしばらくすれば元の木もく阿あ弥み。

　貧しい寒村に降って湧いた幸運と富。

　もはやソアリーナの村の人々は、自分自身ではその欲望を制御することができなくなってしまっていた。

　無論ソアリーナもただ狼狽え傍観していたわけでもなく、中央も慈悲の心がなかったわけではない。

　だがソアリーナが自ら中央まで赴き、直接依代の聖女に泣きついてまで得た時間を用いた様々な策と説得は、ことごとくが失敗に終わってしまった。

　やがて周辺の村で餓死者と凍死者が出た段階で、彼女は決断せざるを得なかった。

　彼らは敬虔なる神の信徒ではなく、悪魔に誑たぶらかされた滅ぼすべき悪鬼であると。

　墜ちた魂を、浄化する必要があると。

　家族も、友も、知人も……全て燃やし尽くされた後に残るのは咲き乱れる花々。

　手た向むけのように、死者へ贈る花はただそこにあるだけでソアリーナに何も語りかけてはくれなかった。

　それが……華葬の聖女ソアリーナが生まれた日の話。

　一人の少女が、悲しみの中で心を閉ざした日の話だった。

　その悲しみが、その苦しみが。

　もう少しで報われようとしていたのに……。
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「と……言うわけで〜！」

　軽快かつ軽薄な宣言が、ソアリーナに向けられる。

　その言葉を聞き、その姿を見た瞬間。

　ソアリーナはこの世にこれほどまでの絶望があるのかと神を呪った。

「楽しい楽しい復讐の時間だよ！　ソアリーナちゃ〜ん♪」

「……エラキノ」

　そこにいたのは先ほど彼女の手の中で看取られたはずの魔女エラキノ。

　いや……エラキノの姿を模したイラ＝タクトであった。

「そう、エラキノちゃんだよ♪　ソアリーナちゃんの無二の親友。互いを強く思うズッ友！　……そして、君がまた殺した友達だ」

「いや、いや……」

　ソアリーナは頭を抱えて嗚お咽えつを漏らす。

　過去の罪が今になって自分に襲いかかり、どうして殺したのかと頭の中で合唱する。

「痛かったなぁ。苦しかったなぁ……。ねぇソアリーナちゃん？　どうして君はあんな無謀なことを言いだしたのかな？　破滅の王を倒すだなんて、エラキノちゃんは最初にあれだけ反対したでしょ？」

　分かっていた。

　誰が一番悪かったのか。このような有様になった全ての原因がどこにあるのか。

　どこにあるのか全て理解していた、理解していてなおそこからずっと目をそむけ続けていた。

「欲が出たんだねソアリーナちゃん♪　欲が出ちゃったから、ＧＭの力があれば無敵だと思ったから、だからあんな無謀なことをしちゃったんだ」

「違う、違うの……許して、許してくださいエラキノ……」

　きっと、浮かれてしまっていたのだろう。

　久方ぶりに誰かと心を砕いて話ができて。

　自分を聖女としてではなく、ただ一人の娘として扱ってくれるエラキノが眩しくて。

　だから勘違いしてしまったのだ。

　自分は特別だと。

　このまま上手うまくいけば、失ったものを全て取り返し、またあの過去のように幸せで穏やかな日々を過ごせると。

　そこにはエラキノがいて、毎日笑い合って、取り留めのない話をして、時には喧嘩をして、でも仲直りして……。

　そんな日々を、自分が過ごすことができると勘違いしていたのだ。

「許せるわけないよ。だってみんな死んじゃうんだから。聖騎士の皆も、フェンネちゃんも、そしてこの国の国民も……全部全部死んじゃう。エラキノちゃんみたいに」

「ああ、あああっ!!」

「しょせん君もあの村の娘でしかなかったわけだ。傲慢にも自分に力があると勘違いして、ただただ貪むさぼり尽くし、そうして何もかも失ってしまう……」

　エラキノの言うとおりだった。

　結局自分もあの村の人々と根本は同じだったのだ。卑しくて、自分に甘く、自制心がなく、他人の苦しみを顧みない。

　そんなことだからバチがあたった。

　バチがあたって……また大切な人を失ってしまった。

　聖女には、その力の代償が必要だと嫌というほど知っていたのに。




「全部お前のせいだよ、ソアリーナちゃん♪」




　もはや、ソアリーナに言い返す力は残っていなかった。

　このまま全てを終わらせたかった。

　そうすれば、またエラキノに会えるかもしれないのだから。

　天国などもはや信じてもいないが、それでもまたあの人たちに会えたのなら……。

　自分が存在することで犠牲になってしまった人たちに会えるのなら。

　その時は、謝罪の言葉を述べよう。

　許してくれるかどうかわからないが……許してくれるまで。永遠に。

　ずっと、ずっと。

　ギラリと、ソアリーナの視界の端でエラキノの爪が光った。

　あれで切り裂かれては、いくら聖女の強きょう靭じんな肉体であっても死は免れないだろう。

　それでよかった。

　それが……よかった。

　そして鋼鉄を超える強度を持つ爪の刃が振り下ろされ──。

　奇妙な破裂音が鳴った。

「……むっ！」

　ソアリーナは、死んでいなかった。

　なぜまだ浅ましく生にしがみついているのか分からなかった彼女は、一瞬であるがぽかんと呆けてしまう。

　そんな彼女と偽りのエラキノの間に乱入するものがあった。

「逃げなさいソアリーナ！　貴女にはまだやることがあるでしょう！」

「フェンネ……さま」

　それは、顔伏せの聖女フェンネ＝カームエール。

　すでにそのヴェールは戦いの衝撃でボロボロになり、腹にはどす黒い血の滲みが見える。

　それでもなお、フェンネは己の命を振り絞って彼女を助けに来た。

「ここは私が押さえます。貴女はエラキノに……友に言われたのでしょう！　生きろと！　ならその使命を果たしなさい！　こんなところで立ち止まるな！　ソアリーナ!!」

　ヴェールの下の顔は、酷く老け込んだ老婆のそれであった。

　その美しい声こわ音ねとの差にソアリーナは驚くが、聖女が代償を必要とするものだと今一度思い出す。

　きっと……彼女には彼女なりの理由があったはずだ。

　エラキノと手を組んだのも、イラ＝タクトが言い放った「自分だけが幸せになりたいと思った愚かな女」という言葉も。

　きっと、彼女が何かに希望を持ち続けた結果として現れたものだと。

　自分に大切な何かがあったように、フェンネにも大切な何かがあったはず。

　それを捨て、自分だけ逃げて果たして良いのだろうか？　それに……。

「逃げなさいソアリーナ！　早く！」

　一体、どこに逃げろと言うのだろうか？

「いや、普通に逃さないよ。ここで殺しておかないと後で面倒だしね」

　いつの間にか元に戻ったイラ＝タクトが呆れたように言い放つ。

　どちらにせよ、この邪悪なる勢力の包囲を抜けなくては逃げることなど到底叶わない。

　二人の聖女は認めていなかったが、それは到底不可能なことであった。

「まぁ、諦めて次の人生に期待しなよ。もしかしたら君たちにもあるかもしれないからさ」

　イラ＝タクトが再度何かを模倣しようとする。

　彼の輪郭がブレ、何かの姿がその内側から現れようとした時だった。

「──!?　ぐぅっ!!」

　突然、拓斗は頭を押さえて後ずさった。

「拓斗さま!?　いかがなされましたか!?」

　事態を見守っていたアトゥが慌てたように駆け寄り、憤怒の表情でソアリーナたちを睨みつける。

　だが彼女たちとてこの結果は想定外。

　何が起こったのかなど彼女たちこそ知りたかった。

「くそっ……キャリア、メアリア」

「はーい」

「はいです、王さま」

　やがて頭を押さえたままに拓斗がエルフール姉妹を呼びつける。

　少し心配そうではあったが、変わらず返事を行う二人に拓斗は短い言葉でもって質問を行う。

「首尾は？」

「滞りなく、です」

「ばっちり！」

　その言葉に頷き、次いでモルタール老へと視線を向ける。

「部隊は集まってる？」

「はい、すでに集合済みです……しかし王よ、いかがされましたか!?　そこな聖女らが何か危害を!?」

「いや……違う。違うけど、撤退する。すぐに僕の周りに集まって」

　これ以上の質問は余計。

　だがモルタール老にも何か想定外のことが拓斗の中で発生したということはすぐさま理解できた。

　であれば王の命令に従い迅速に行動を起こす責務が彼らにはある。

「──はっ！」

「各員、王の周りに参集せよ！」

　モルタール老の目配せでギアが大声で指示を叫ぶ。

　するとすでに待機していたマイノグーラの配下たちが拓斗の周囲に集合した。

「集まったね。範囲も、大丈夫か……よし」

　その言葉と同時に、拓斗はアイスロックを模倣する。

　幾人かのダークエルフが思わず身構えてしまうが、慌てて姿勢を正して指令のとおり集合を堅持する。

「少し用事ができタ。今日はこの辺りで失礼すル」

　ソアリーナとフェンネに、言葉がかけられる。

　そこには僅かながら焦りがあり、だが同時に絶対的な勝者としての余裕があった。

「次は──できれば友好的な形で話ができるといいな」

　その言葉を伝えるためだけに一瞬元の姿に戻った拓斗は、再度アイスロックを模倣する。

　そしてブレイブクエスタスをプレイしたなら誰もが知っているであろう転移呪文を唱えると、配下の者たちとともに奇妙な音をかき鳴らして飛び去っていった。

　………

　……

　…

　残ったのは、友を失ったソアリーナと、傷つき気を失ったフェンネ。

　そしてレネア神光国という名の夢の残骸。

「ううっ……ううう」

　全て終わってしまった。

　彼女の夢も、友の夢も。何もかも。

　目を閉じれば、エラキノのあの馴れ馴れしくもどこか憎めない騒ぎ声が聞こえてくる気がする。

　今もふと後ろを振り返れば、あの人をからかうようなイタズラ心溢れる態度でひょっこりと顔を見せてくれる気がする。

　だがエラキノはもうこの世にはおらず……。

「うああああああっ!!」

　ただただ、ソアリーナは泣き崩れるしかなかった。







第十四話　　約束




　聖なる勢力と魔なる勢力に決着がついたその日。

　マイノグーラの首都が存在する大呪界に帰ってきた拓斗らは、ようやくその張り詰めた緊張を緩めていた。

「拓斗さま!!」

　感動の再会は感激をもって演じられる。

　だが本来であればラブコメじみた些いささか大げさなやり取りが繰り広げられるはずの王宮では、血相を変えたアトゥが自らの主へと縋すがり付いていた。

「すぐにお休みください！　それ以上はお体に障ります！」

　拓斗の消耗は目に見えて明らかで、すぐさま休息が必要であった。

　理由は簡単だ。先の戦いでの消耗が激しかったのだ。

　英雄《名も無き邪神》。その力はあらゆる者を模倣し、自然現象ですら再現してみせる。

　世界のあり方を一時的に変えることすらできるその力が、なんの負担もなく使える筈がなかった。

　わざわざあの状況で撤退を選んだことからもそれは明らかだ。

　おそらく、拓斗は相手に止めを指す余裕もなかったのだろう。

　現に王宮に戻って来てからは、アトゥの言葉に従って素直にベッドで横になっていた。

「お加減は如何いかがでしょうか？　何か食事でも用意しましょうか？」

　ベッドの横に座り、自分が看病するとばかりに甲斐甲斐しく世話を焼こうとするアトゥに拓斗も思わず笑みをこぼす。

　彼女が戻ってきたことをようやく実感し、張り詰めていた緊張の糸がようやく緩んだのだ。

　……実のところ、今回の作戦はかなり際どかったと言える。

　拓斗が自らが一度見た相手の能力を模倣できるという《名も無き邪神》の能力を有していることはこの一連の戦いにおける不幸中の幸いであった。

　だがその代償は些か膨大だった。彼が戦闘中に時折みせた頭痛もそうであるし、今現在彼を強く襲っている力が根本から抜け去るような疲労感と倦怠感もまたそうだ。

　あと数手……相手の手番が多ければ、模倣の能力も限界を迎え戦況を覆されていただろう。

　だがその苦境を乗り越えてなお勝利するからこそ、伊良拓斗はイラ＝タクトたり得ているとも言えた。

「食事は……大丈夫かな。それより助けるのが遅くなってごめんね」

　アトゥに穏やかに語りかける彼は、あの戦いが嘘であったかのように慈悲と優しさ、そして何よりアトゥだけに向ける特別な感情に満ちていた。

　アトゥもまた、洗脳されていたあの激動の日々を、まるで別の誰かの記憶のようにも感じながらまた拓斗と共にいられることを喜ぶ。

「どうか謝罪などなさらないでください。あの場で後れをとった私こそ責められるべきなのですから」

「いやいや。でも責任は僕だよ。他のゲームがこの世界に来ている可能性を考慮しながら、対策を怠った」

「いえいえ、拓斗さまをお守りすることこそが私の役目。本来ならあの場は私が対処しなければなりませんでした！」

　その後もいやいや自分が、いえいえ私がとお互いに遠慮と謝罪の応酬が続く。

　そうしてどちらともなく笑い出し、結局どちらも見直すところはあったと仲直りになる。

　穏やかな時間が流れていた。

　アトゥは……拓斗がまだ全快でないことを理解しつつ、この時が永遠に続けばとさえ思っていた。

「ねぇアトゥ。仲直りついでに、一つお願いをしていいかな？」

「お願いですか？　むしろ命じていただければどのようなことでも！」

　ふと、思い立ったように拓斗が切り出す。

　珍しい物言いだ。直接命令すれば良いのに、まるで何か重要なことを伝えるかのような雰囲気すらある。

　じぃっと見つめてくる瞳に、アトゥは思わず顔を赤らめる。

「あっ、その、私にできることでしたら……」

　もしかして、これはゴールインなのでは？

　どうやらまだ少しテーブルトークＲＰＧ勢力にいた頃の気分が抜けていない様子のアトゥは、自分にとって最高の妄想を始める。

　だが拓斗からの願いは、彼女の妄想とはやや違ったようだった。

「じゃあさ、みんなと仲良くして欲しいんだ」

「へ……？　仲良く、ですか？」

　あまり理解ができぬ願いに、思わずオウム返しに聞き返してしまう。

　それもそうだ。この場で言われているみんなとはつまりマイノグーラの国民であり、拓斗の配下たちのことである。

　アトゥは今まで彼らと仲良くやってきたつもりであるし、彼らもアトゥを信頼してくれているものと思っていた。

　それがまたどのような意図でこのようなことを言いだしたのか。それもわざわざ神妙な態度でお願いとまで付け加えて。

「あの……もしかして私の態度が悪かったとかでしょうか？　知らぬうちに嫌われていたとか？」

　友好的にできていると思っていたのは自分だけだろうか？　それとも今回の件で軋あつ轢れきが起きる懸念があるのだろうか？

　だが頭に疑問符を浮かべながらしきりに首を傾げるアトゥに拓斗はくすりと笑みをこぼす。

「違うよ。まぁ今はそんなに気にしなくていいかな。みんなと仲良くって覚えていてくれたらいいさ」

「は、はぁ……」

「約束だよ。アトゥ」

　曖昧な返事でとりあえず納得するアトゥ。

　追求しないのは、あまり拓斗に負担をかけたくないという思いがあったからだ。

　気にはなるが、彼が回復してから尋ねても遅くはないだろう。

　そんなことを考えていると、拓斗がすっと小指を出してきた。

「じゃあ指切りね」

「あっ、はい！　……あっ」

「どうかした？」

「い、いえ。指切りなんてするの初めてだなって」

「奇遇だね。僕もだよ」

　お互い少しだけ悲しくなり、だが同時に初めての指切りに少しだけワクワクとした気持ちを抱く。

　やがて拓斗とアトゥの小指が結ばれ。

「指切りげんまん──嘘ついたら……針千本は流さす石がにかわいそうだから、そうだね。僕が少しだけアトゥにがっかりする。ってことにしておこうか？」

「そんなの！　針千本飲む方がまだマシです！　絶対に守ってみせます！」

「ははっ、じゃあ大丈夫だね」

　指切った。

　その言葉と同時に、結ばれた指が離れる。

　先ほどまで感じていた僅かなぬくもりがなくなり、アトゥはなぜか言いようのない寂しさを感じてしまう。

「ああ、安心した……」

　そう呟いた拓斗もいよいよ疲労が溜まってきた様子で、今まで以上に精彩を欠いている。

　ここらが潮時だろう。これ以上会話を重ねていては本当に身体に障ってしまう。

　だから今日はこれで終わり。

　拓斗の快方を待って、また慌ただしくも幸せな日々を始めるのだ。

「では拓斗さま、ごゆっくりとお休みくださいませ。私がみんなに事情を説明しておきますので」

　そうアトゥが自らの主に微笑みを向けた瞬間。

　拓斗の瞳から、今まで感じていた叡えい智ちの光が消え──。

「拓斗さま？」

「えっと……君は、だれ？」

　ただ困惑した様子でこちらを見つめる、彼女の主がそこにいた。
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　それから起きたことは、マイノグーラにとって今まで以上に衝撃的で悲劇的なことであった。

　マイノグーラの王であるイラ＝タクトはその日より記憶喪失に陥る。

　自分を誰か思い出せず、ここがどこかも、相手が誰かも分からない。

　言語や物の名前などはある程度思い出せるようだが、こと人物やエピソードの記憶となるとその一切が消え去っていた。

　加えて、その殆どを深い眠りに費やすようになってしまっていた。

　拓斗の寝室。

　暗い室内で未だ眠りにつく拓斗の側で、憔悴しきった表情のアトゥはただ彼の寝顔を見つめる。

「……どうぞ」

　形式的なノックが聞こえた後、入室を許可すると現れたのはモルタール老であった。

　彼自身もアトゥほどではないが憔悴しており、この状況に強いストレスを感じているのは確かだ。

「王のご加減はいかがですかな？」

「依然として、変わりありません。ずっと寝たきりで、目が覚めても私のことは、もう殆ど分かっていない様子です」

　モルタール老に比較的動揺が見られないのは、一度彼の復活を直接目の当たりにしているからだろう。

　どれほど絶望に陥ろうが、それは浅はかなダークエルフがおよそ乏しい知識の範囲で判断した結果に過ぎないと。

　必ずや王はまたあの日のように姿をみせるのだろうと。その確信がどこかにあったからだ。

　ゆえに、彼はまずこの状況を解決するために拓斗が記憶を失った原因と、国内の安定に注力することにしていた。

「一体何が王の身に起こったのか……部下にもいろいろと調べさせておりますが、原因は分かりませぬ」

「いえ、おそらく力を使いすぎたのが原因でしょう。全ては……私の失態です」

「アトゥ殿……」

　その可能性は、モルタール老も考慮に入れていた。王の力は凄まじかった。誰もがそれを理解できず翻弄されるがままに全てが終わった。

　だがあれほどの力を振るって、代償がないはずがなかったのだ。十中八九、力の行使によって何らかの影響が出ていると見るのが正しいだろう。

　今は拓斗が力を取り戻すための闇の呪法を目下調査中で、あらゆる手段を用いて様々な文献の入手にあたっている。

　無論彼にアトゥを責めるつもりはない。全ては王である拓斗が判断を下したのだ。

　であれば、配下はその決断を何よりも支持しなければならない。

「私は無力です。このような時に何をするかも分からず。ただ狼狽えることしかできない……拓斗さまはあのような絶望的な状況の中であっても、易々と私を助け出してくださったと言うのに」

　モルタール老がこの場にやってきたのは拓斗の様子を見るためでもあったが、実のところアトゥへの助力を求めてだった。

　彼女は拓斗がその記憶をわずかな時間取り戻したとある日に、マイノグーラを導く権限を与えられている。

　すなわちそれは一時的な指導者になったことを意味し、様々な配下や施設の建築に関する采配を振るうことが可能となっている。

　その権限こそが今は必要であり、万が一拓斗が長期にわたって回復しない場合に備えて国力を増加させる責務があった。

　加えてレネア神光国と聖女がその後どのようになったかも至急調査する必要もある。正直なところ指導者不在はまずい状況なのだ。

　だがアトゥの様子を見る限り、それも厳しそうに見えた。

　今の彼女は憔悴しきっており、おおよそ国家を導くような余裕はないように思えたからだ。

「私では無理です……」

　今の彼女からは弱音しか聞こえてこない。

　だが、その後に続く言葉はモルタール老の予想を裏切るものだった。

「──だから、彼に頼みます」

「彼……とは？」

　オウム返しで問うモルタール老。

　アトゥの瞳からは悲壮感が消え、代わりに何らかの覚悟のようなものが見て取れる。

　やがて眠り続ける拓斗の頬をゆっくりと撫でたアトゥは、そのまま静かに立ち上がりモルタール老に向き直る。

「英雄ヴィットーリオ」

　そして、彼女の口からモルタール老が──いや、ダークエルフの全ての人々が初めて聞く名前が告げられた。

「《幸福なる舌ぜっ禍かヴィットーリオ》。絡め手と策謀を得意とする、このような状況下において最も力を発揮するであろう──」

　そう、それは新たな英雄。

　ダークエルフには一切知らされていなかった、だがアトゥたちマイノグーラに元々所属する者はよく知る……知らずにはいられない。




「マイノグーラ史上最低最悪の英雄です」




『Eternal Nations』において、あらゆる悪名を欲しいがままにする英雄だった。
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挿話　　人形




　かつて、マイノグーラになんら脅威の影が存在していなかった頃……。

　マイノグーラでは指導者であり王たるイラ＝タクトの意向によって国民が娯楽を楽しむことが奨励されていた。

　この方針は拓斗が生前過ごしていた環境からくるものであり、ブラック労働は絶対許さないという現代的価値観からもたらされるものでもあった。

　あとは本人に仕事ばかりの人生など絶対嫌だという強い信念があったこともあるだろう。

　もっともその生涯の殆どを病床で過ごした拓斗が何をといったところではあったが……。

　ともあれ、このマイノグーラに王が宣言した言葉を頭から否定するものは一人として存在しない。

　それが民を思っての決定ならなおさらだ。

　このような経緯があり、マイノグーラにおいてその住民たちであるダークエルフには様々な趣味や娯楽に興じる文化的土壌が構築されつつあった。

　そしてそれは何もダークエルフたちだけにとどまらない。

「むむむ……」

　マイノグーラ王宮の一室。

　王の寝室のすぐ隣という一般的な宮廷の常識であればおおよそありえない場所に自室を勝ち取ったアトゥは、何やら難しい顔を浮かべながら机の一点を凝視していた。

「これは……なんというか」

　本日の彼女はいわゆる非番である。

　マイノグーラの要かなめの一つであり、闇の英雄たるアトゥに非番や休日というものが必要なのかは甚だ疑問ではあった。

　だが彼女の主たる拓斗にそうせよと言われたからには首を縦に振らぬわけにはいかない。

　本当なら四六時中拓斗にくっついていたいアトゥではあったが、国民に休日や娯楽と言った労働以外の楽しみを与えるという拓斗の方針に賛成した手前わがままをいうことはできない。

　結果、彼女は珍しく拓斗のそばを離れ、こうやって自室で自らの時間を過ごしているのだ。

「とんでもないものを、作ってしまいましたね……」

　ポツリと、何やら憂いた声こわ音ねが漏れる。

　彼女の視線の先にその原因が一つ。

　それはなんと形容すべきか。彼女がかけた努力に配慮しないのであれば、布でできたよくわからない塊と評することが一番適切であろう物体だった。

「まさか、拓斗さま人形がここまで完璧に失敗するとは……」

　悲しむべきことに、それはアトゥが渾身の力を込めて作り上げた拓斗を模した人形らしい。

　彼女の手によってこの世に生み出されたそれは、まず第一に全体が赤黒く、不気味な様相を呈していた。

　そもそも拓斗の服装に赤を用いた箇所がほとんどないにもかかわらずそのような有様になっており、問題点はこれだけにとどまらない。

　なまじ各パーツを作ることだけは忘れなかった弊害と言おうか……。

　赤黒い塊の至る箇所から大小様々な人体のパーツらしきものが見え隠れし、それはまるで生ある者を憎むかのように虚空に突き出されている。

　どのように取り繕っても人形と言い張るには土台無理な存在だ。

　小さな子供であれば号泣必至。

　ホラーマニア辺りであれば喜色を浮かべて購入を申し出そうな物体が、アトゥが作り上げた作品──拓斗人形一号であった。

「さ、流石さすがにこれを拓斗さまにお見せするわけにはいきませんね。しかし……こんな状態、どこから手を付ければ上達するのやら」

　自分でも酷いと思っているのだろう。

　どこか引き気味に自らの作品を眺めるアトゥ。

　この状況から曲がりなりにも見られる状態にまで上達する道筋が一切見えないのだ。

　なお彼女はちゃんと教本を読んでいる。

　わざわざ拓斗の手を煩わせてまで用意してもらったそれを用いてこの有様なのだ。

　前途は多難。さりとて退却は不可能。

　なぜなら趣味を持つことは拓斗から強く薦められたことだったから……。

（今まで挑戦した趣味は数知れず。料理は初手で炭塊を作り心が折れて挫折。服飾はセンスが壊滅的とのお墨付き。スポーツや格闘技は相手が負傷するので禁止ですしゲームは正直苦手……もう私にはこれしかないのです！）

　無論、世の中には他にも様々な趣味がある。

　ただ趣味とは嫌々やるものでもないし、できればアトゥとしても自分が楽しめるものとしたい。

　ぬいぐるみ制作なら拓斗人形を作って自分が楽しめ、かつ可愛らしい趣味だと拓斗へのアピールにもなる。

　打算と実益を両方に兼ね備えたものだったからこそ、この惨状でも見切りをつけるという手段は取りたくはなかった。

「まぁ……練習あるのみですかね。いつか拓斗さまと私の、夢のペア人形を完成させるその時まで！」

　気炎をあげて再度己を奮起させるアトゥ。

　本来であればマイノグーラの英雄であり拓斗の腹心である彼女がここまでやる気を出す必要もない。

　手慰みとして程々に楽しめば良いだろう。

　だがこのままではいられないという思いと、あまりにも酷い自分の手芸能力に逆に火がついたらしい。

　反骨心じみた決意と何故か湧いてくる不思議なワクワク感を胸に、確かに趣味を持つのも良いものだとアトゥは自らの主に更なる崇敬の念を抱く。

「とは言え、まずはこれの処分ですね。流石に誰かに見られでもしたらちょっと困ります」

　特に危険なのは拓斗だ。

　そもそも拓斗を模した人形を作っておいてこの体たらくではどう取り繕っても不敬であるし何より恥ずかしくてたまらない。

　幸いなことにアトゥ自身が言わなければこの布塊が拓斗人形であることはどのような優れた頭脳をもってしても推測することはかなわないので安心ではあるが……。

　そっと人形を抱え、ゴミ箱へ向かおうとし。

「あーっと、アトゥ……？」

　その人形の元となった人物と目が合った。

「た、たたたたた拓斗さま！　どうしてこちらに!?」

「いや、その……ごめん」

「いえ！　拓斗さまであればいつでもお越しください！」

　いつの間にか自室の部屋にいる自らの主。

　そして彼の視線が釘付けになっている両手の内にある拓斗人形。

　状況は最悪だった。

　まさか拓斗が突然自室に現れると思ってもいなかったアトゥもこの事態に混乱しかできない。

　一方の拓斗もこれは予想外だった。

　無論彼としても女性の部屋に許可なく入ってはいけないことはよく理解している。

　当然入室前にノックしたし声掛けもした。

　だがそれでも返事がなかったためにアトゥに何かあったのか？　と心配になって思わず行動に出てしまったのだ。

　冷静に考えればもっとやりようもあったであろうが、拓斗もアトゥのこととなると少々暴走してしまうことがある。

　慌ててこのようなことになってしまったことを責めるのも少々酷だろう。

　何より彼はコミュ障である。

　大体において、このような場合は不正解を選び取るのが常だった。

　そしてそんな拓斗も内心の修羅場はアトゥと同様であった。

　否……この場合、彼の方がその度合いは強いやもしれなかった。

（間違いない……あれは失敗作だ！　何かを作って、何かを失敗したんだ！）

　マイノグーラの国中で趣味や娯楽を奨励しているのは他ならぬ拓斗である。

　彼自身アトゥにも何か趣味を持つようにアドバイスをしていたため、この状況を理解することは比較的容易だった。

　無論拓斗としてはアトゥがどのような趣味を持とうがそれを尊重するつもりである。

　加えてそれがどのような結果をもたらしてもなんら思うところはない。

　趣味なんだから本人が楽しめれば最高で、結果の善し悪しでその全てを図ろうなどという無粋な考えは持ち合わせていない。

　だからアトゥが趣味で失敗作を作ったところで特に思うところはないのだ。

　そう、その点は問題ない。

　問題があると言えば……。

（迂う闊かつなことを言ってはアトゥを傷つけてしまう！　こ、この場合はなんていうのが正解なんだ!?）

「素敵な人形だね。マイノグーラ固有ユニットのショゴスかな？」

「拓斗さまです……」

　場が凍った。

　完全に選択肢を間違ったと、両者は心のなかで涙を浮かべながら叫んだ。

　拓斗は当てずっぽうで聞いたことを。

　アトゥは主に嘘をつきたくないがゆえに本当のことを喋しゃべってしまったことを。

　沈黙が無言の二人を容赦なく突き刺す。

　このままではどちらかがいたたまれなくなって泣き出すまで現状維持だ。

　だがそうはさせまいとここで勇気を振り絞った男がいた。

　そう……マイノグーラの王、伊良拓斗である。

「ま、まぁ何事も最初はうまくいかないものだよ。気にしないで」

「うう、ありがとうございます……」

　なんとか軌道修正を図れた。

　一回目の言葉は盛大にしくじったが、二回目はどうやら及第点だったようだ。

　続けて彼は言葉を重ねる。

「それに頑張って練習して上手になる方がいろいろと検証できるしね」

「そうなのですか？　それは一体……」

「《文化力》の向上」

　話題を変え微妙な空気を誤ご魔ま化かす意図もあったのだろう。

　拓斗はそれまで誰にも言わなかった己の中にあったとある一つの作戦をここでアトゥへと開示する。

　それが《文化力》と呼ばれる要素の検証。

　この言葉が一般的な単語ではなく『Eternal Nations』における国家ステータスの一つであることに思い至ったアトゥは納得とは裏腹に少しばかり不思議そうな表情を浮かべる。

「《文化力》ですか？　……そういえば、『Eternal Nations』には文化勝利もありましたね」

「基本的に僕らには関係ない項目だったからね……」

《文化力》とは『Eternal Nations』において様々な文化が持つ影響力を数値化したものと定義される。

　音楽や絵画などの芸術、法律や宗教。

　果ては言語や容姿、国民の食事に至るまでその国家を象徴する特徴的な要素を総称したものが文化であり《文化力》だ。

　そして文化勝利とは、その有り余る文化によって他国の羨望の的となり、彼らが自然と恭順や友好を求めるようになる状態を追求しつくしたことによって得られる。

　そもそも邪悪属性であることに加えて、文化の創出という言葉からは程遠い《ニンゲンモドキ》を基本国民とするマイノグーラとは縁遠い概念であった。

「しかし《文化力》で何らかの影響力を行使するにはマイノグーラでは不得手かと思いますが」

「全くもってそのとおり。だからこれはどちらかというと実験に近いんだよ」

　アトゥの質問は当然で、拓斗もまたその質問に当然のように是と答える。

　マイノグーラを知り尽くし、その頂点に立った男が自らが導く国家の特徴を理解しておらぬはずはない。

　ならばこそ通常とは別の意図がそこには存在しているのだ。

「実験ですか？」

「うん、この世界において『Eternal Nations』のシステムは僕らが知るゲームどおりに動かないことはすでに明らかになっているよね」

　その言葉にアトゥは無言で頷き、同意する。

　これは今までの経験からすでに判明していることだ。

　この世界において、ゲームのシステムとは時として自分たちの想定外に動く。

　まるでゲームの設定をわかりやすくするため何者かが調整しているとでも言わんばかりのそれは、良くも悪くも予想がつかないという点で拓斗たちを悩ませていた。

「文化についてもまた同じようなことが言えるんじゃないかなって。ゲーム中では最悪文化がゼロでも国家は存続したけど、普通に考えたら文化の存在しない国なんておかしいでしょ？」

「確かにそうですね……」

　都合よく解釈されているかと思えば、無駄に詳細な解釈を求められる場合もある。

　それが『Eternal Nations』システムがこの世界で見せる動きだ。

　今までの経験から文化に対しても何らかの振興を行い、システムが見せるその振る舞いを確認しておいた方がよいというのが拓斗が内心で下した判断だった。

　もっとも、その取っ掛かりはダークエルフたちがあまりにも働き詰めであるため気になったというひどく心遣い溢れるものではあったが……。

「なるほど、そのような意図もあったのですね」

「うん、そうだよ。とは言えあくまで本来はみんなに自由な時間を楽しんでほしいって感じだから。気軽な感じでいいけどね」

　実のところ、拓斗は加えて一つ確認したいことがあった。

　それこそが『マイノグーラのユニット──すなわちゲーム由来の存在は成長するのかどうか？』ということである。

　これはアトゥが英雄として持つレベルアップ能力や固有能力としての能力奪取とは別のものだ。

　すなわち一個人としての人生経験などが本来持つキャラクター設定を超えて上書きされるのか？　ということである。

　それは彼女が、彼女たちがどのような存在かを判断する一種の探究的行為に等しい。

　彼女たちはたとえ記憶を有していたとは言え、あくまでゲームのキャラクターでしかないのか？　それともすでにその枷から解き放たれ、一つの生命として何者にも侵されぬ確固たる自己と魂を有しているのか？

　もし後者だとしたら、彼女たちは誰によってその力を与えられたのか？

　否……自分たちは、何によってどのような意図を持ってこの世界に生を受けたのか？

　一体自分はどのような存在なのか？

　拓斗は最近、少しだけそのことを考えるようになっていた。

　とは言え……。

（まっ、深く考えても現状では答えは出ないからあまり気にする必要もないんだけどね！）

　秘密はいまだヴェールの奥に隠されており、その概要の一ひと欠片かけらすら掴ませてくれない。

　だがこの謎の答えを知れずとも、なんら問題ないことははっきりとしていた。

（アトゥが僕とともにずっと歩んできたアトゥであることは間違いないんだから）

　──それだけは、絶対に。

　アトゥが、彼女こそがあの日々を過ごした半身とも言える存在であることは間違いない。

　根拠のない、確実にそうと言える不変の確信を胸にいだく。

　その事実が存在しているのなら、伊良拓斗という人間はどこまでも進んで行ける気がした。

　彼女となら、どんな困難であろうと乗り越えられる気がした。

　それこそが……。

「それはそうと拓斗さま……」

　ハッと、深い水の底へ降りていた意識が浮上する。

　自分がアトゥのことを放って考え事に没頭していたことに小さく驚き、誤魔化すように彼女の方へと視線を向ける。

　そこにあるは拓斗人形第一号。

　自分とは似ても似つかぬ、正しく異形の何かであった。

「う、うまくなりますかね……？」

「千里の道も一歩からって言うし、大丈夫だよ。僕はアトゥを信じている」

　一瞬でその言葉が出たことに拓斗は自分自身の成長を強く感じる。

　先ほどの会話もいくらかミスがあったが十分取り戻せた。

　気まずい雰囲気の中で得た経験値は確かにこの身に宿っている。

　大丈夫、自分の会話能力は確かに上達している。

　そう感心したのだが……。

「私は私の才能を全く信じてはいないのですが。そう、今までの失敗の数々を思うと……」

「え、えっと……」

　思わず言いよどみ、後悔する。

　先ほどの確信はどこへいったのやら……。

　拓斗はそうと悟られぬよう顔を引きつらせながら、今にも泣きそうな瞳を向けるアトゥへと精一杯の作り笑顔を向けるのであった。







【ＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲ限定書き下ろし特典】
アトゥとクレーマー




　汚泥のアトゥ。

　マイノグーラの敵対者であるテーブルトークＲＰＧ勢力に奪い去られ、その能力によって強力な洗脳を受けてしまった英雄。

　彼女は現在聖なる者たちの街で一人自由気ままな生活を楽しんでいた。

「ついに、ついに完成してしまいました！」

　聖アムリターテ大教会に勤める聖職者や職員向けに用意された寄宿舎の一室で、アトゥは歓喜の声を高らかにあげる。

　その手には二つの人形。無論一つは彼女が敬愛する拓斗の人形だ。

　そしてもう一つは……。

「私と拓斗さまのペアセット人形がっ！！」

　わざわざ徹夜してまで作成した、自分を模した新しい人形だった。

　アトゥはこの国において微妙な立ち位置にある。

　エラキノたちの勢力に所属する仲間ではあるが、それはＧＭの能力によってもたらされた結果だ。

　ゆえに万が一の事故を警戒して国の中枢にかかわることを禁じられている。

　結果彼女は暇を持て余すこととなり、その余暇をふんだんに利用した趣味の人形作りは、ついに彼女と拓斗のペア人形が完成するにまで至っていたのだ。

「こ、これは予想以上にドキドキしますね」

　ゴクリと、息を呑みながらペアとなった人形をじっくり観察する。

　二人で並んでいるという特別感がある。

　無論、これは人形であり本物ではない。だが自分を模した人形が拓斗人形のそばにいるだけで、何やら特別な想いを抱かせるのもまた事実だった。

「ちょ、ちょっとだけ……」

　何やら躊躇するような、だがハッキリとした決意を感じ取れる仕草で彼女は二つの人形へと手を伸ばす。

　そしていくらかの間を置いてそっと自分と拓斗の人形に触れると、くるりとその向きを変えて互いが向き合うように動かした。

　それはまるで恋人同士の距離のようで……互いに見つめ合っているようにも思える。

　アトゥの手に込められる力が強まり、人形たちの距離が近づく。

　やがて極限まで近づいた二つが、重なり合い……。

　と同時に、その刺激的な光景に我慢の限界が来たのかアトゥは顔を真っ赤にして叫ぶ。

「きゃああああ！　ダメダメダメ！　破廉恥ですよ！　いけません！！」

　自分でやったにもかかわらず大騒ぎ。

　アトゥは頬に手を当て、やだやだと顔を左右に振る。

　同時に部屋の両隣からドンドンと勢いよく壁が叩かれる。

　深夜まで業務に当たり、日が高らかに昇る頃合いにようやく幾ばくかの仮眠を許された哀れな聖職者たちのクレームだ。

　もちろん盛り上がりに盛り上がっている状況のアトゥには、そのような怒りの音も聞こえてはいない。

　その後も壁は鳴らされるが、アトゥは完全に無視していく。

　こうして、被害にあった哀れな聖職者たちは、眠りたいのに眠れないという地獄のような時間を過ごすことを強要されるのであった。




　◇　　　◇　　　◇




「ちょっと！　クレーム来てんだけど！！」

　壁に打ち付けんばかりの勢いで扉を開けて入ってきたのは、現在アトゥの仲間となっている魔女――エラキノだった。

　どうやら両隣の哀れなものたちは、神が与えし試練に耐えきることができなかったらしい。

　直接文句を言ってトラブルになることを恐れたのか、自分たちの上司へと泣きつき惨状を訴え、上司がその上司へ、さらに上の責任者へと伝言ゲームが発生した結果、なぜか魔女であるエラキノに白羽の矢が立てられ問題解決のためこうしてこの場にいる。

　……エラキノとて魔女だ。自由奔放さはこの国の聖職者の比ではなく、アトゥを非難できない程度には日頃から好き勝手に暮らしている。

　だとしても、わざわざ同僚のやらかしの尻拭いに大家じみた対処を迫られるのは腹に据えかねるものがあったし、常識的に考えて静かにしろよと言う思いもあった。

　有り体に言うと、彼女――エラキノはとても不機嫌かつ怒りに満ちていた。

　だがそんなエラキノの注意に対しても、アトゥは一切反省というものが見られない。

「はぁ……クレームですか？　そういえば両隣が何やら騒がしかったですね。エラキノからも注意してもらえませんか？　私だから良いものの、中には就寝中の方もいらっしゃるのでしょう？」

「そんの就寝中の方々がお怒りなんだよぉ！　アトゥちゃんの！　馬鹿騒ぎ！　でねぇ！」

　ダンダンと地団駄を踏む。

　怒りで加減が効かないのか大きな音とともに床がたわむが、それすらもアトゥは意に介さず、それどころかちょっと困った人物を相手にするかのようにため息すら吐いて見せた。

「ちょっとうるさいですよエラキノ。そんなに大きな声を出さなくても聞こえています。周りの迷惑を考えてください」

「ぐ、ぐぬぬぬ……」

　注意をするはずの相手に逆に注意される状況に青筋を浮かべながら歯ぎしりをする。

　ややして、このままではイニシアチブを握られっぱなしだと考えたのか、エラキノは大きな大きな深呼吸を一つすると、いつもの調子を取り戻しニヤニヤと不敵な笑みを浮かべ始めた。

「そういえば聞いたよ～。アトゥちゃん暇な時間にそうやって人形作って遊んでるんだってね！　なに～？　もしかしてお人形さんごっことかしてた訳？　ぷっ！　いい歳して何してるんだか。アトゥちゃんってばお子ちゃま～♪」

　あからさまな挑発である。

　アトゥが自室に籠もって何を騒いでいたかは、すでに両隣の被害者が事細かに報告している。

　彼女が自分と拓斗の人形を作り、一人で盛り上がっていたことはすでにエラキノに筒抜けなのだ。

　だからこそ、アトゥの羞恥心を突いてやろうと思ったのだが……。

「ふふふ。愚か、あまりにも愚かですねエラキノ。そのように私を挑発すれば慌てふためいて怒って見せると思っているでしょうか？」

　顔を真っ赤にして反論するかと思われたアトゥは、驚いたことに穏やかな表情を浮かべながらエラキノの追求を受け止めて見せたのだ。

「その浅はかな考え、全てお見通しです。この私を誰だとお思いですか？　誰の元でその知の冴え渡りを日々見続けてきたとお思いですか？」

「おっ、おおぅ……？」

　予想外の反応にエラキノもタジタジだ。

　もっとこう、慌てふためいて、ごまかして、最後には涙目になりながら悔しがるかと思ったのだ。

　だがエラキノの考える以上にアトゥは自由気ままで他者を顧みない人物だった。

　その事実を示すかのように。

「――私は、お人形遊びをします」

　アトゥはその場で両手を大きく開き宣言する。

「いい歳して、邪悪なる魔女のくせに、敵の罠にかかって寝返っている分際で――」

　まるでこれが自分だと、堂々と主張するかのように。

　なんら恥じることはなく、自分自身を示すかのように。

　むしろどこか誇らしげで、自慢するかのように。

「私は！　堂々とお人形遊びをするのです！！！！」

　恥ずかしげもなく、アトゥは開き直ったのだ。

「うっ！　うぅぅ……。え？　えぇぇ？」

　さしものエラキノも言葉が出ず、もごもごと言いよどんでいる。

　アトゥの迫力に気圧されたのではない。

　ただただ、あきれ果てているのだ。

「どうですエラキノ。何か言いたいことはありますか？」

「ぐっ！　くっ、くぅぅぅぅ！　腹立つぅぅぅぅ!」

　だがその自信に満ちた――まるで自分の勝ちだとでも言わんばかりの表情は、エラキノを呆れの感情から怒りの感情に引きずり戻すに十分だった。

「ほらほら、もう言うことがないならさっさと部屋から出て行ってもらえますか？　無論、お静かに――周りの迷惑となりますので」

　最大級の煽りをぶつけ、満足気にふんぞり返る。

　なんと腹立たしい、今すぐその頭をはたいてやりたいほどに自慢げな顔だ。

　その姿を直視し、なんとかその鼻っ柱を折ってやりたいと考えるエラキノ。

　彼女は苦し紛れに最後の抵抗を行う。

「じゃ、じゃあ！　その情けない有様を、アトゥちゃんの大好きなタクトさまにチクってやるからな！　ぜーんぶ！　一切合切だ！」

「待ってくださいエラキノ。話をしましょう。私たちは言葉を持っています」

　が、これがアトゥにクリーンヒット。

　拓斗の名前を出されてはたまらないとばかりに手のひらを返したアトゥは、途端にエラキノへの懐柔策へと乗り出す。

　もちろん、散々煽られたエラキノが許すはずもない……。

　こうして、エラキノから致命的な人質を取られたアトゥはあっさりと白旗をあげることとなる。

　最終的にはアトゥがこれ以上部屋で騒がないことで決着がつくのであったが、話し合いが終わってから報告のためにソアリーナのところへと戻るエラキノの顔には、深い疲れの表情が浮かんでいたという。







あとがき




　お久しぶりです。鹿角フェフです。

『異世界黙示録マイノグーラ』五巻をご購入いただきありがとうございます。

　ここまで巻数を重ねられたこと、光栄に思います。

　前回の話から続き、ついに主人公である拓斗くんの戦いを書くことができました。

　如何だったでしょうか？　主人公の癖に五巻まで戦いらしい戦いを見せなかった彼ですが、今回はそれに見合う活躍をお届けできたと思っています。

　ところで、話は全く飛ぶ上にしつこいですが、今日も元気にツイッターやっています。

　よければフォローなどしていただければ。フォロワー数が増えると僕がニコニコします。

　＠Fehu_apkgm

　そうそう、ツイッターといえば最近は海外の方からもフォローしていただきありがたい限りです。

　今のところ、英語版、フランス語版、韓国語版が出版されているようですね。

　世界中の様々な人に僕の物語が届いているということで、少し恥ずかしくもあり、それ以上に嬉しくもあります。海外の方にも気に入っていただければ幸いです。

　加えてご報告ですが、先日──といってもこの五巻の作業をしている時期ですが、KADOKAWAさんが運営するラノベ・新文芸レコメンドサイト「キミラノ」が主催された『次にくるライトノベル大賞2021』に本作『異世界黙示録マイノグーラ』がノミネートいたしました。

　すでに最終結果も出ており、なんと総合16位。ＷＥＢ初単行本部門では９位という快挙でした。

　読者さんの応援投票で結果が決まる本賞でこれだけの順位を頂いたこと、大変嬉しく思います。

　いや、ほんとありがとうございます。ノミネート総数１３３作に加え、他作品がどれもこれも実力揃い。ライバル全員ラスボス状態だったので正直、戦々恐々としていました。

　重ねて、応援、投票してくださった読者さんにお礼申し上げます。

　皆さんの応援と期待の結果を真摯に受け止め、これからもガンガン飛躍していきますので引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

　そして、緑華野菜子先生が描くコミカライズ版『異世界黙示録マイノグーラ』も絶賛ＷＥＢ連載＆コミック発売中です。

　いよいよ物語も書籍版三巻に突入し、盛り上がってまいりましたのでまだの人はこの機会にぜひとも。緑華先生の画力と演出力が冴えわたっています！




　では紙幅も残り少なくなりましたので謝辞を。

　イラストレーターのじゅん様、ＧＣノベルズ編集部及び担当編集川口さん。校閲様、デザイン会社様、その他様々な方。

　そして何よりいつも応援してくださる読者の皆様。今回も本当にありがとうございました。
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